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巻頭言 前進軌道ヘ

環境科学部長 ・環境科学研究科長

大 田 啓 一

平成5年の本学の開設に際して、環境科学部・環境科学研究科における教育と研究の基本姿勢として、 3つの理

念が掲げられた。それらを要約すると次のようになる。

1. 21世紀の環境問題に取り組む学際的な学術研究の推進と、創造性豊かな人材の育成

2. 琵琶湖とその周辺地域を対象とする環境教育研究と地域の政策形成過程への参画

3. 社会に聞かれ、社会に支えられる大学づくりへの貢献

これらの理念は、開設から 12年を経ょうとしている今日においても一向に輝きを失っていない。それどころか、

系統的で組織的な環境教育と研究への社会的要請は一層強まってきている。 大学における環境教育 ・研究への志

向はこの間格段に高まり、「環境」を冠した学部 ・大学院研究科が全国の国公立大学法人において陸続と誕生した。

「環境」を冠した学科 ・専攻となると、その数は枚挙にいとまがない。

このような状況は、必然的に環境教育 ・研究の分野における大学問競争を激化させるものであり、大学の法人

化と少子化傾向はそれに一段と拍車をかけるところとなっている。 そのなかで本学部 ・研究科が確固たる地位を

築き、これを維持するには、教育面においては、要所となる分野を充実し、それら要所を緊密につないだ体制を

つくることが肝要である。また研究面においては、個人プロジェク トにおいて創造的な研究を追及する ことに加

えて、組織的なプロジェクト研究の中で成果を挙げていくことが必要である。

本学部においては、この一年問、環境計画学科の2専攻(環境社会計画専攻と環境・建築デザイン専攻)を二つ

の学科に改組する準備をしてきた。平成20年度からは学部には4つの学科が立つ予定であり、各学科の教育軸を

明確にしながら、総合的な環境教育を実現するためのカリキュラムと教育実践が予定されている。大学院の教育

として特筆すべきは、地域社会づくりに貢献するための「近江環人地域再生学座」が平成18年10月に発足したこ

とである。ここでは科目等履修生と大学院生の教育が実施される。また大学院組織については、全学的な再編準

備が開始されている。

研究面においては、個人プロジェクトあるいは比較的小規模での共同研究が進められてきた。その一方で本学

部としては、他学部ならびに県内諸研究機関との連携による研究を推進すべく、組織的な大型研究プログラムを

この1年準備してきた。予算的な裏づけを得て本格的な立上げを来年度目指している。

以上のような状況下でこの年報11号が発行される。本年報は外部の読者に対しては、環境科学部 ・環境科学研

究科の活性を判断する客観的なデータを提供することになる。学部内の教員にあっては、本年報によって現在の

レベルを認識され、さらに意を新たにして次の前進へ向けての一里塚として役立てていただければ幸いである。
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犬上川竹林フロジェク卜の2年間

大学へ通学・通勤するのに多くの人が犬上川を通

ってくると思います。犬上川の橋をわたるとき、犬

上川沿いに自転車で走るとき、じっくりと川を観察

したことはありますか。おそらくみなさんの地元の

川とは違った特徴があると思います。犬上川には川

に沿って帯状に広がる緑の回廊があるのに気づきま

せんか。これは河辺林と呼ばれるもので、 川沿いに

発達した林なのです。全国的には残り少ないタイプ

の林で、特に滋賀県では比較的多く残っています。

現在、犬上川の河辺林では大きな問題が起こって

います。それは放置竹林の問題です。管理放棄され

た竹林では竹が増えすぎて、林が暗くなってしまい

ます。倒竹も増え、人が入れない状態になります。

増えすぎた竹は他の植物の生育地に進出し、実生や

草本類の生育環境を奪ってしまいます。現在の犬上

川河辺林は倒竹がひどく、林の中を歩くのもままな

らない状態で、暗くなりすぎて姿を消しつつある植

物もいます。また、道路まではり出した竹は冬季に

は落雪の恐れがあり危険ですし、風によって倒され

れば交通に支障をきたします。人が入らないことで

不法投棄されるゴミも目に付きます。このようなこ

とは全国各地でも問題となっています。

こういった問題はなぜ起こったのでしょうか。昔、

竹は建築用材・農業用材・生活用品として利用され

ていました。また、春には食用としてタケノコを採

取していました。こうした竹林の利用によって、竹

は適当な本数に抑えられ、また林の中も歩ける状態

に維持されていました。しかし、プラスチックの登

場や、生活様式の変化によって竹は必要のないもの

となり、竹林を管理する人が減ってしまいました。

そこで、再び河辺林に人が入って竹を伐って利用

横 川 昌史

環境科学部環境生態学科3年

することで明るい林にしようという活動が犬上川竹

林プロジェクトです。主な活動地は彦根市立病院裏

の河辺林で、エコキャンパスプロジェクトの学生が

中心となって、市民団体の「犬上川を豊かにする会」

と一緒に活動しています。また、開出今自治会や開

出今第三自治会、彦根市内の方に参加を呼びかけて

地域住民の皆さんと共同で活動しています。竹を伐

って明るい林をつくることで、植物の生育環境が改

善されるとともに、河辺林が地域の方の散歩コース

となったり、竹材やタケノコを採れるようになった

り、落雪防止に役立つたりと地域に役立つような効

果も期待できます。

それでは、具体的な活動の紹介をしていきます。

丘盆旦
メインになっている活動は竹伐りです。不定期で

はありますが、みんなで竹を伐りに行っています。

竹を伐るときはただ闇雲に竹をすべて伐るわけでは

ありません。林の中では傘をさして歩ける程度を目

安に伐っています。道路沿いでは道路に張り出して

いる竹を中心に、道路への圧迫感がなくなるよう少

し多めに伐っています。竹はなるべく根元で、水平に

伐ります。高い位置で伐ると作業の邪魔になります

し、斜めに伐ると切り口の先が尖ってしまい危険だ

からです。また、放置竹林では倒竹の量が多いため、

倒竹の除去にも力を入れています。現在はノコギリ

で伐っていますが、今後はチェーンソーの導入も検

討中です。

伐った竹を捨ててしまうのはもったいないので利

用方法をいろいろ考えています。運びやすい長さに

切られた竹は大学に運ばれ、いろいろなものにつく

道路から見た河辺林 暗くなった河辺林内部 竹の伐採

8 



り変えられます。

竹炭づくり

竹の有効利用として炭焼きを行っています。炭焼き

には移動式の(林試式)炭窯を使用しています。切り

出した竹を60cmの長さに切って4つに割り、節をと

ります。割った竹をなるべく密に炭窯につめていき、

いっぱいになったら点火します。点火後は煙突を設置

し、煙の色・におい・温度や通気孔から中の様子を見

ながら炭化が始まったと思ったら炭窯を土で密閉しま

す。煙突の下部からは竹酢液が採れます。点火から密

閉までだいたい10"'-'12時間ぐらい。密閉後は一晩放

置しておき、次の日に竹炭を取り出します。

できた炭は参加者に持って帰ってもらっています。

畑の土壌改良剤・消臭剤・インテリア・燃料などとし

て使用しています。

竹紙づくり

竹から紙をつくる活動も行っています。竹を2"'-'3ヶ

月水につけてアクを抜き、水酸化ナトリウム溶液で煮

て繊維をやわらかくします。その後ミキサーで粉砕し、

水と糊を加えてすき枠ですき、天日で乾かせば完成で

す。すくときに落葉を挟むとおしゃれな紙ができます。

できあがった紙は一筆筆やしおり、葉書などにしたり、

薄めの紙を使ってランプシェードも作りました。

また、湖風祭(学園祭)では竹紙づくりの体験コーナ

ーを企画し、作品の販売を行いました。今後は地域の

方向けのイベントを企画していきたいと思っていま

す。

竹箸づくり

竹素材を身近に感じてもらい、竹の問題を認識して

もらうために、湖風祭を中心に竹箸づくり体験を行っ

ています。湖風祭ではゴミ削減のため、お客さんにお

箸を持参してもらっているのですが、自分でお箸を作

って湖風祭を楽しんでもらう企画です。

お客さんにはちょうど良い長さに切っておいた箸材

を割ってもらい、ナイフで好みの形に削ってもらいま

す。大変身近な生活用具である箸を自分でつくるとい

うことで、毎回好評をいただいています。 2005年度

の湖風祭ではスタードームと呼ばれる竹のドームを作

ってその中で箸をつくってもらいました。

その他のイベント

炭・紙・箸以外でもイベントを行ってきました。甲

良町で聞かれた子供向けの竹の工作教室の講師として

出かけたり、竹で遊ぶイベントのお手伝いをしたりし

ました。また、年末には多賀町立博物館との共催イベ

ントで門松づくり講座を開催しました。明るい河辺林

だけでなく、竹などの自然素材を使った文化をしっか

りと受け継いでいくことも大切であると考えていま

す。

今後も地域に目を向けたイベントや活動をもっと展

開していきたいと思っています。

その他の活動

その他の活動としては「犬上川を豊かにする会」や

周辺自治会との話し合いを開いて、今後犬上川をどう

していくか議論しています。彦根市清掃センターに、

倒竹などの利用が難しい竹や不法投棄されたゴミの処

伐った竹の長さをそろえる 枝の処理 伐った竹を運び出す

竹伐採前 竹伐採後 整備された河辺林内部

-9-



分をお願いしました。春にはみんなで河辺林に入っ

てタケノコ堀りをしています。また、犬上川の河川

改修工事に伴う植物の調査に同行したり、竹伐採作

業の前には活動地周辺の観察会を行って、より犬上

川の自然について知ることができる機会を作ってい

ます。京都精華大学が聞いた暮らしの中の竹文化を

広めるイベントに参加して竹炭のプ口の方の意見を

聞いたり、ハイチから炭焼きの視察が来たこともあ

りました。

これらの活動は新聞や「エコキャン通信」、エコ

キャンパスプロジェクトの活動報告書などで広く広

報し、より多くの方に活動をお知らせしたり、活動

に参加してもらえるような機会を作っています。

犬上川竹林プロジェクトが発足して2年と3ヶ月が

経ちました。ここまで来てようやくいろいろなもの

が形になってきました。エコキャンパスプロジェク

トの仲間たち、大学と教職員の方々、そして地域の

方々の協力があってこそ、ここまでくることができ

ました。これからは形になったものを今まで以上に

地域に向けて発信していく時期だと思います。

今後の活動として、河辺林の土手に活動のアピー

ル用の看板を設置したり、河辺林に降りる斜面に階

段を付けて地域の人が林の中を散歩できるようにし

たり、竹炭や竹紙をフリーマーケットなどに出して

販売するような案が出ています。また、湖東地域振

興局と一緒に竹チッフを使って、法面などの雑草の

繁茂を抑える実験をしています。これがうまくいけ

伐った竹を 4つ割りにする

子供と一緒に竹紙づくり

ば竹の大量利用が可能になるかもしれません。さら

に、活動地の上流にあたる甲良町から、河辺林の放

置竹林をどうにかしたいので一緒に活動してくれな

いかという依頼もきています。夢はどんどん膨らん

でいっています。

竹林の管理は短期的に終わるものではありません。

ず、っと継続していかなければならないものです。ま

た、犬上川だけでなく、全国的な問題でもあります。

地域が中心となった管理が必要でしょう。いかに楽

しく、いかに手軽に管理できるかが重要になります。

管理が負担だと思うようなものであっては継続でき

ません。犬上川竹林プロジェクトを地域ごとの竹林

管理のよいモデルにしたいと思っています。

犬上川で出た芽が大きくなって、たくさんの実をつ

け、いろんな地域に飛んで行ってほしいです。

コメント:野間直彦(環境生態学科講師)

犬上川については本学の開学当初から、棲んでい

る生物 ・改修工事の影響などに関心を持つ学生の自

主的な活動があった。竹林プロジェクトはそれら先

輩の蓄積をうまく受け継ぎ、市民の協力者と語ら っ

て竹林管理を継続している点が新しい。現代GP予算

はその支援に効果をあげている。まだ当初の目的を

達成したとは言えないが、まだ話していない団体な

ど、今後様々な関係者と相談することで、活動の継

続と広がりが期待できると思う。皆さんも一度、活

動に参加してみて下さい。

炭窯 できあがった竹炭

できあがった竹紙 スタードームで竹箸づくり
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甲良町で竹の工作教室

河辺林の観察会

門松づくり

学生メンバーの集合写真
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犬上川を豊かにする会との話し合い

新しく出た芽



環境社会計画専攻らしさを活かした大学生活
~課外活動を通じて学び，成長したこと~

私の大学生活の右往左往(谷口 浩)
1. 大学で初めにしたこと

1-1 大学に入ってから目的が無い状態

この環境社会計画専攻に明確なビジョンを持って

入学する学生は非常に少ないと思います.何となく

「環境に配慮した社会をデザインするJと言う非常

に暖昧な言葉に惹かれて来た学生が大半だと思いま

す.私も間違いなくそのうちの1人でした.これと

いった目的が無く入ってしまったのが本音です.入

学してからはしばらく雲を掴むような手ごたえで居

ました.そのせいか授業もあまり覚えていません.

他の学部や大学に行った学生よりも目的意識が無い

のだろうなと焦りも感じていました何かをしな

いといけないJそう，思ったときに， 二つの出来事が

ありました.

1-2 技術士環境部門の受験

ある昼下がりの授業で うとうとして時間が過ぎ

ていったときのことでした.先生が環境関係で一番

難しいと言われる「技術士Jの試験について話し出

しました.難しいだけに価値もあるし，就職にも強

いと言うことでした.でも学生中に合格するのは難

しいということも同時に聞きました.特に目的意識

の無い私は，何となく 4ヵ年計画で受験してみよう

と思って締め切りが迫る中ドタパタで申し込んで見

ました.

1-3 サークルが主催するセミナーへの参加

企業などの組織が取り決めに従って環境に配慮、し

た仕組みを作って活動(そして客観的に評価)する

ための規格である rIS014001J と言うもののセ

ミナーを学生サークルが主催すると言うのを聞きま

した何となく仕組みが作りたいJr企業が環境配

慮しないと環境問題は解決しない」という漠然たる

私の意識に反応してこちらも受けてみました.

2. カリキュラムの現状

一方で当専攻のカリキュラムですが，社会におけ

る環境問題の変遷と現状，その解決のための環境技

術や環境政策の手法や理論などを体系的に学んでき

ました.

特に行政や企業，住民など利害が複雑に絡み合っ

た各主体を学生が演じて社会のルールについて議論

する「合意形成技法」や 環境NPOや環境省など

谷口 浩，肥田真梨子

環境計画学科

環境社会計画専攻 4回生

(コメント専攻教員金谷健)

現場の最前線の方の声が聞ける「政策形成 ・施設演

習」などは本当に刺激的なものでした.また「環境

フィールドワーク」では，実際にリアルタイムで取

り組まれているバイオデ、イ ーゼルの普及運動などを

視察し，課題を調査，解決策を提案するという非常

に難しくもやりがいのある内容でした.

カリキュラムは，水環境・廃棄物・法律・大気・

心理学・経済学など非常に幅の広い範囲を扱ってい

ました.全てを知らないといけないというのも納得

いきますし，その中から自分のやりたいことが見つ

かればそれで良いと思いました. しかし，大学のカ

リキュラムに従っていても，特に「コレになれるJ

「こんな資格が取れる」なんてことはありませんでし

た.先生側も幅広い進路の中から，自分で探しな

さいJ，というスタンスでした.

3. 自分で決めた課外活動だから

3-1 力リキュラムと課外活動のつながり

個別には充実していたカリキュラムですが，実践

するということに関してまで網羅されているもので

はありませんでした.それこそ何か自分のやりたい

事(やりたいと思わなくても)を一つでも見つけ，

その世界を学外で実際に体験する必要があります.

そこで，私が取り組んだのは「技術士環境部門Jの

受験と r1 S 014001Jの実践でした. とても高尚

な目的意識があったわけではありませんが，目標が

無いからこそ何かを何でもいいから始める必要があ

ると考えたのです.ですから今振り返ってもやりた

いたことをやってきたという自負はありません.

3-2 とにかく環境活動の「実績」を残したかった

私は，特に 1S 014001の活動に注目し，上述の

セミナーに参加し環境系サークル (EMO:滋賀県立

大学環境マネジメント事務所)に入りました.その

サークルの活動は，主に県立大学生協の 1S 0 

14001活動を協同で実践することと，その経験を活

かして学外地域の企業に IS014001取得の支援・

コンサルテイングをすること，そして分かりにくい

1 S 014001の内容と実践の仕方を学生や地域の企

業の人に教えるセミナーの主催，の 3つです.

私は，その中でも地域の企業に ISOの仕組み作

りの指導に力を入れてきました. しかし初めは怖く

て仕方ありませんでした.学生が企業の指導をする
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ということの難しさと 失敗したときに責任が取れ

るのかという大きな不安があったからです.小さな

会社ではなく，数百人規模の中堅企業が相手です.

また学生が授業ではなく，学生だけの主体的な活動

として指導をすると言うのは全国に例のないことで

した.

初めは怖気付くことや失敗ばかりでしたが，どう

してもこの企業の環境活動を推進させて環境ばかり

でなく本業の部分でも新しい風を吹かせたいという

思いから，徹夜での作業，担当者との折衝，従業員

の教育などを行ってきました.

特に難しかったのは，既存の組織の風土や仕組み

に対してどのように 1S 0で決められたルールをそ

こに適用するかということでした.何かをすると言

うルールは簡単に作れます. しかし，それを実際に

滞りなくやることは容易ではありません.難しい用

語を使う場面もあり，理解が付いていかないことが

当たり前の世界です.そして仕組みの内容が分かっ

ていてもやる意義が分からない，意義が分かってい

ても行動しないという現実がそこにはありました.

これらに対してしっかり原因を考えて，仕組みの改

善や従業員の意識を向上させる必要がありました.

目的は，学生による指導が無くても自立的かつ継

続的に自分たちの作ったルールを守り，そのルール

自体を向上させるようになってもらうことでした.

苦労が絶えませんでしたが 無事 1S014001の認

証を取得し本当に全国初の事例を作ることが出来ま

した.

この活動が珍しいのは，コンサルティング会社を

あえて使わずに社会に無知な学生の思いつくアイデ

アや雰囲気を重視し，そして双方に学ぶ場を与えた

会社と学生との協働の活動だ、ったからです.

3-3 実績はそのままではいけない

結局それでめでたしとしては面白くありません.

その活動を各メディアにアピールをして雑誌や新聞

に掲載されました.また 「組織内の環境マネジメ

ント(管理)Jだけでなく，サークルと関わる企業

同士をサークルが節となって有機的に結びつける

「地域の環境マネジメント」が出来ないか，という

今後のプランを含めて専門誌に寄稿したりもしまし

た.

やりっぱなしではなく，事例を発信して社会の環

境運動の機運を高め，また次のチャンスの足掛けと

なるように自分たちも継続的改善を目指しました.

この活動は大学内だけでは出来ませんし，また環境

意識の高い組織(登場人物)が多いから出来たこと

という意味では，他の大学では絶対に出来ない，滋

賀県という場だからこそ出来たことです.

カリキュラムだけでは絶対にこの専攻の醍醐味は

味わえません.座学を通じて興味を持ち，学外のフ

ィールドへ自主的に出て足掻いて見るという体験を

する.その体験を通じて養った視点で，座学の大切

さを再確認する. このサイクルがあって初めてこの

専攻が目指す人材が輩出されるのではないかと思い

ます.

4. 大学生活で得られたもの

以上の活動は自分の力でやってきた部分は本当に

少ないです. しかし何も無い所からチャンスに飛び

ついて食らい付くことで 本当に良い機会に恵まれ

たと思います.専門知識が身について，交渉するこ

とを学んで，仕組みづくりの難しさを痛感して・・・.

いろいろなことが学べましたし，身に付いたと思い

ますが，何よりも目的が無かった所からでもしっか

りやれることがあるんだと言う体験が一番でした.

取り挙げるのが遅れましたが，技術士の環境部門

の 1次試験も受験 1年目で合格することができまし

た.

クラスで誰も取り組まなかった中で，まずやって

みようと言う思いと行動があったため，正直運によ

るものですが合格することが出来ました.

その合格をきっかけに様々な専門家の方とも人脈

が出来たので，本当に最初の一歩は大事だと思って

います.そういった機会がまた自分を成長させてい

くと思うので， これからもチャンスを逃さず，また

始めたことは最後までやり遂げるようにしたいと思

います.

環境問題も何も無い所から問題を新たに提起して，

解決策も何も無い所から見つけてまた作っていかな

くてはいけません.そういった意味では，人が学ぶ

姿勢にも似た所があると思います.

5. 進路とこれから

進路は，上記の活動もあって物流機器関連企業の

環境対応の部署に付くことになりました.仕事内容

は，今までの経験をそのまま行かせるIS014001の

仕組みづくりとその運用を任される予定です.海外

に売り上げの半分がある企業で，その海外の支社や

現地法人の認証取得を執り行います.今までは学生

の立場でしたが，次は企業で当事者としてやってみ

たく，また様々な業界を結ぶ物流企業だからこそ出

来ることがあると考えています.

環境なら公務員という道もありますが，前述のと

おり企業を変えることが環境問題の解決を前進させ

ると言う思いから，とにかく現場から初めてみよう

と一番現場に近いところを選びました

当専攻，当大学， この滋賀県で学んだことは本当

に大きなものでした.まず企業で，現場でしっかり

社会を具体的に見る力と行動できる力を身に付けて，

将来的に環境問題の解決に，さらに広く見た社会に

対して少しでも貢献できるような人物になれればと

考えています.
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1400日の大学生活(肥田 真梨子)

1 . 大学生活での2つの目標

1-1 環境問題について学ぶ.

「大学卒業後には，社会に役立つ人になりたい.今

後，大きな問題になる事は何か?その問題に対し社

会に広く通用する手法を学びたいJと考える中で環

境問題に興味を持ち，環境社会計画専攻で学ぶ事を

決めました.

1-2 大学生活をおもいっきり充実させる.

「大学生活の1400日をどう過ごすかで，大きな差

がでます.さあ，あなたはどうしますか?J 1年生

前期の授業で. T先生がおっしゃった言葉です.大

学生は，授業・サークル・遊び・バイト等を自由に

選択できる恵まれた身分だと思います.高校ではク

ラブ活動をしていなかった事もあり，様々な事に挑

戦しようと3つの団体に所属しました.

2. 大学生活で学び，得た物

2-1 現場で学んだ多面的な視点

先ず，授業を通じて学んだ事を述べます.環境社

会計画専攻では，現場で学べるユニークな授業が多

かったと思います.特に印象に残っている授業は

「政策形成・施設演習J["イベント計画演習J["合意

形成技法」です.授業内容は，環境省の方から環境

政策のお話を伺う，愛・地球博のドーム内で環境問

題の啓発イベントを行う，環境税導入に関するロー

ルプレイングで市民・行政・利害関係者に分かれて

議論する等です.

このような授業は他大学に例は少なく，内容も充

実していたと思います. これらの授業で共通して学

んだ事は「環境問題の複雑さ」つまり「問題を解決

するためには，先ず現場で現状を知り，関わる全て

のもののメリット・デメリット等を多面的に考える

視点が必要」という事です.例えば環境問題の意識

を高める為に単に普及イベントを行えば良い，環境

政策を充実させる為に政府から援助金をもらえば良

い等，偏った視点だけではうまく行かない事を学び

ました.

2-2 失敗から学んだ軸を決める大切さ

次に，サークル活動を通じて学んだ事を述べます.

私が所属している 3つの団体は①EMO(環境系サー

クル)②ESS部(英語系部活)③女子ラクロスサーク

ルです.

3つをかけもつ事は容易な事ではなく，活動時間

が重なる事が多々ありました.そのような時は「今

回はEMOを優先したから次回はESSを優先させよ

う」といった具合に参加しており，全ての活動が中

途半端になってしまうという失敗を経験しました.

ある時，先輩から「全部は出来ない」と助言を頂

きました.それからは自分の軸を考えて活動に参加

するようにしました.私の軸とは，①環境，②人と

のつながり，③適度な運動 です.こうする事で，

それぞれを両立させながら大きな成果を得る事が出

来ました.

2-3 チームの力で得た成果 環境大臣賞

私の一番の軸である「環境J(EMOでの活動)を

通じて学んだ事，得た成果について述べます.

EMOとは. IS014001 (組織の環境負荷や環境影

響等を管理する為の国際的なルール)に沿った活動

を大学生協等で実践しているサークルです.具体的

には，生協職員と共に学内ごみ分別促進キャンペー

ンの実施，環境活動全体を見直す監査，生協で得た

活動ノウハウを地元企業や団体で実践等，様々な活

動をしています.

中でも印象に残っている事は. 3年生の時に出場

した全国大学生環境活動コンテスト2006です.環境

活動に携わる全国の学生が活動内容を発表し，一定

の評価基準の下で勝敗が決まるというものです.

前年度は予選敗退という事もあり，発表内容や方

法をサークルー丸となって試行錯誤し，練習しまし

た.その結果，わかりやすい発表方法と活動内容が

評価され. 57団体中1位になり環境大臣賞を受賞す

る事が出来ました. しばらく実感が湧きませんでし

たが，目標を一つにしたチームの力は大きかったと

思います.

このような貴重な経験をさせて頂けたのも，今ま

でサークル活動を作って来られた方々の努力なくし

ては有りえない事なので 本当に感謝しています.

下の写真は. 2006.l.14に，当時の滋賀県知事

(写真中央)に環境大臣賞受賞の報告を滋賀県庁で行

った時に撮ったものです.

2-4 様々な経験より

次に残りの軸である「人とのつながりJ["適度な運

動J(ESS・女子ラクロスサークルでの活動)を通じ

て得た事について述べます.

(1) ["伝えたいJ気持ちの大切さ

まず. ESSについて述べます.毎日昼休みに英語

のレッスンを展開し，他にも英語でディスカッショ

ンや暗唱大会等を行っているクラブです. 私は渉外

として，主に外部の人と行うイベント(留学生との

交流会や他大学の人とのディスカッション等)を担
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当していました.

中でも印象に残っているのは留学生との交流会で

す.ほとんど日本語がわからない20人程の留学生に

手巻き寿司の作り方を英語で説明しなければならな

く，必死で片言の英語とジェスチャーで伝えようと

しました.思うように単語が出てこなくて困ってい

ると，留学生側から英単語を言って頂き，皆が納得

するという不思議な状況を経験し，何とか伝える気

持ちさえあれば伝わるという事を学びました.

(2)コミュニケーション能力

次に，ラクロスについて述べます.試合に出るよ

うな強いチームではなく，週二回の練習や夏合宿，

OBとの交流試合や学祭(湖風祭)に出店する等楽し

く活動をしていました. ラクロスの練習をする事で，

日ごろのストレスを発散する事が出来，私にとって

は非常に適度な運動になっていました.

中でも印象に残っている事は， OGとの交流会で

す.歴代キャプテンにお会いして昔の事や進路のお

話をして頂くなど，人とのつながりを増やすことが

出来ました.又，学祭では，暴風雨の中でメンバー

と共に一生懸命客引きをする等，忘れられない経験

をする事も出来ました.

下の写真は，ラクロスメンバーで撮った集合写真

です.

3つの団体での活動を通じ 様々な国や年代の方

とつながる事ができ， 1年生の時に比べるとコミュ

ニケーション能力を少し向上させる事が出来たと思

います.

本当にあっと言う問に 4年が過ぎてしまいまし

た.今後社会に出てからも，今まで共に過ごしてき

た大切な仲間とのつながりや 乗り越えてきた事を

糧にして，頑張っていきたいと思います.

3. 今後の進路

就職先は環境計測機器メーカーか ら内定を頂き，

統合マネジメント業務(環境・品質 ・労働安全衛生

のルール統合)に関わる部署で働かせて頂く予定で

す.

環境社会計画専攻やEMOなどで学び，得たものが

活かせる進路ではないかと考え，とても嬉しく思つ

特集ー学生毒体の教膏活動の台払4

ています.今まで学んだ事を一つでも多く活かし，

成長できればと思います.

具体的には，仕事内容には環境の経験を生かして，

更に成長していきたいと思います.又，これからは

海外の方と関わる機会も少なくないと思いますので

「伝える気持ち」を忘れず 英語を学びながら言葉の

壁を乗り越えられればと思います.

仕事だけではなく，会社のクラブ活動等でも適度

な運動を続け，又，多くの人と関わる中でコミュニ

ケーション能力を向上させながら，たくさんの事を

学びたいと思っています.

そして，大学入学当初の目標である「少しでも世

の中に貢献出来る人」になれるように頑張ります.

谷口君，肥田さんの手記を読んで(金谷健)

環境社会計画専攻では 「環境と調和した社会経済

システムの知識とそれに必要な方法論を習得して，

環境政策や環境計画を立案・評価・改善できる指導

的役割を担う人材を養成すること」が教育目的であ

り，そのために，多くの講義や演習科目が用意され

ている.

ある学生から言われたことだが学生サイドから

みた当専攻の利点」は ①幅広いカ リキュラムがあ

るので，興味のある分野に出会えるチャンスが多い.

② 1年生から専門科目の授業をとる事ができる等，

自由に授業が組み立てられるので，課外活動に打ち

込む時間を，自分次第で作れる. という 2点とのこ

とである.

谷口君，肥田さんの手記を読むと， 二人とも，当

専攻のこうした「利点」を充分に活かして，課外活

動，具体的にはEMOという環境系サ クル活動等を

通じて，

大学生活を充実したものとされたことが，よくわか

る.

卒業後，谷口君も肥田さんも，環境マネジメント

に関わる仕事をされるとのことである.これは，内

定先の企業に，本人の人柄や専攻での勉強だけでな

く， EMOという環境系サークル活動等での実績も高

く評価されたためと思われる.

二人の手記を読まれた高校生の皆さん，本学の後

輩の皆さん.君たちも是非，上記の当専攻の利点で

ある「多くのチャンスがあるJ["自由に大学生活が送

れる」という事を活かして，当専攻の勉強+こうし

た環境系サークル活動等に参加して，環境問題につ

いて実践的に学び，充実した大学生活を過ごしてく

ださい.
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「木楽部会ともくれん」

工コキャンパスプロジェクトの背景

エコキャンパスプロジェクトは “滋賀県立大学を

「エコキャンパス」循環型モデルに"をスローガン

に学生が主体となって 2003年に発足した団体

で、現在はその中に「木楽部会」と「生き物部会J

があります。「木楽部会」は木や竹といった自然素

材を使ったものづくりを学び楽しみながら、環境に

ついて考え活動を展開しているグロープです。そし

て「木楽部会Jが中心となってこの度の造形活動拠

点(通称;もくれん)整備事業を進めてきました。

滋賀県立大学エコキャンパスプロジェクトを発足

するにあたり活動の拠点が必要でした。滋賀県立大

学計画時の「マスターアーキテクトJは故内井昭蔵

先生でしたが、彼の構想の中に「学生による手作り

の学生センターによりキャンパスが完成する。Jと

いうものがあり、新マスターアーキテク トの松岡拓

公雄教授及び学生により、完成された建築物ではな

く、年月を重ねる毎に増殖するような学生の手によ

る建築物の建造を目指そうということで活動を展開

してきました。

2 0 0 5年度までは本学に建築やデザインを学ぶ

学科専攻があるにもかかわらず、造形活動拠点があ

りませんでした。建築や家具などのデザインを学ぶ

上で、実際にものをつくるということは、工程や工

法、素材の性質などを体得するという観点から非常

に大事だと思われます。また、地域との交流、共同

事業の推進を図れる場が必要という観点からも造形

活動拠点を整備する必要がありました。

そこで、古民家および蔵の移築を行い、造形活動

拠点として再生することにしました。候補として甲

賀町の茅葺き民家と旧水口藩主の蔵があがり、最終

的に作業スペースや室内環境などを考えた際、旧水

口藩主の蔵の方が広く高さもあったので、蔵を移築

再生することになりました。その際、多くの先生方

の署名をいただき、現在の財務グループの青地さん

らの協力を得て県への新規事業として申請し承認さ

れ実現することになりました。

水口藩主の蔵の概要

水口城を居城とするこ万五千石の水口藩の藩主で

あった加藤家が、明治維新後の廃藩置県より現在の

水口城跡から居を移した際に移築されたものと考え

木楽部会代表

芹田周平

(環境・建築デザイン専攻松岡ゼミ)

木楽部会顧問 松岡拓公雄

られています。鬼瓦に 「弘化」の年号の記載があ り

築 150年以上と思われます。その蔵を保存管理し

ていた解体業を営む方から譲り受けました。広さは

7間半X3間(延床面積約 77. 7 6平米)ありま

す。棟木までの高さが約 6mと高く、作業等に適し

ているといえます。

プロジェク卜の活動概要

国 20 0 3年度

水口町の蔵の視察や甲賀町の民家の視察を行い、

学校に造形活動拠点設立の申請書を提出するなど造

形活動拠点設立のための下準備を行ないました。

• 2 004年度

使い勝手など考慮し蔵を移築することに決まり、

蔵移築のための部材の調査や他大学における造形活

動拠点の視察を行ないました。そして環境科学部新

規事業 17年度予算採択に決定し、造形活動拠点が

実際に作られることとなりました。

• 200 5年度

2005.04 部材の運搬及び学生コンペの実施

解体済みの部材を本学の敷地に運び込み、学生に

対し誰が誰とどのように使うかや配置案など周辺敷

地の条件を含めた総合的な案を募集し、本学内でコ

ンペティションを行いました。

2005.05-06 造形活動拠点の基本設計

コンペティションで選ばれた案を叩き台にして、

学生問で検討を重ね造形活動拠点の基本設計を行い

ました。

2005.07 民間の設計事務所と打ち合わせ

積算や細部についてのご指導をしていただき、基

本設計から現在のプランになるまで打ち合わせを重

ねました。

2005.10 造形活動拠点着工

施工を行う工務庖が決まり、私たちの造形活動拠

点の施工が始まりました。責任問題や安全面の問題

で施工自体に学生は直接参加出来ませんでしたが、

古材の検品を行ないリスト化し、現場に行き大工さ

円
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集ー学生主体の熱帯活動の&り4み

んたちの仕事の様子や建物が建っていく過程を見学

しました。造形活動拠点の躯体や外構は工務店の

方々が行ない、内部は私たち学生の手でつくりあげ

ていくことになりました。

2005.12 造形活動拠点を「もくれん」と命名

この移築再生された蔵の愛称を決めるべく、学内

に募集をかけたところ様々な反応があり、その中か

ら本学の造形活動拠点にふさわしい愛称をピックア

ップし投票を行いました。もっとも票を集めた「も

くれん」という愛称に決まりました。
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1移築前2006.03 造形活動拠点竣工

約半年の期間を経て、ようやく造形活動拠点「も

くれん」の躯体と外観が完成しました。学校サイド

と木楽部会や木匠塾など造形活動に携わる団体で運

営することになりました。
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• 2006年度

造形活動拠点の断熱や土壁塗りを行ない、またベ

ンチなどの家具の制作を行ないました。バンドソー

などの工作機械も購入され、益々造形活動拠点らし

くなりました。近江環人の実習もとこでおこなわれ

ます。

3最終提出図面
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蔵再生のプラン決定までの変遷

水口町にあった移築前の蔵の平面図。

7間半X3間のスペースに対し造形活動拠点とし

て機能するように計画をするに当たり、学内コンペ

を行なった。

条件としては造形活動拠点に必要と思われる機能

の計画、造形活動拠点周辺の計画 ・ラ ンドスケープ

を含めた総合的な提案。そして、躯体・瓦は既存の

ものを使うことであった。

告知から2ヶ月経ち、 2回~院 1固まで計 7案が出

揃った。審査員は松岡拓公雄先生、福本和正先生、

山根周先生の御三方にお願いした。

学生がプレゼンを行なった後、先生方から講評を

いただき、投票へ移った。その決定案が右図2。こ

れをたたき台にして、それからの3ヶ月間学生で何

度も会議を重ね、ひとつひとつ決めなければならな

いことを決めていった。

そして細部を詰めるに当たり、民間の設計事務所

と会議を何度か行ない、実際に建つためにプランを

洗練させていった。そして最終的に提出したのが右

図3である。若干の修正があったがほぼ学生の意向

が通った形で実現に至った。

工事も終わり、 20 0 6年度は試運転を行ない、

少しずつではあるが内装も始まった。

木工作機械が入り、作業室がやや狭くなったが、

造形活動拠点の周辺も活かし、造形活動を楽しむに

は不自由なく作業が出来る。



集ー学生主体の教事番勤のC!;-~ι込み

ちーむはっけい
~社会資本としての集住体プロジェク卜~

ちーむはっけい代表

中尾達郎

(環境科学研究科環境計画学専攻松岡ゼミ)

ちーむはっけい顧問 松岡拓公雄

ち-むはっけい

私たち“ちーむはっけい"は1999年、松岡拓公雄

教授が滋賀県立大学赴任時に、大学 1回生から大学

院2回生までの縦割りのゼミを編成し、ひとりの建

築家がまとめた「社会資本としての都市住宅構想」

に対して学生の視点からどんな重ね書きができるか

を共通のテーマとしたワークショップに参加したこ

とに始まる。

それ以来、このワークショップでは主に「都市に

おける集住形Jに焦点を当て、活動していた。私た

ち滋賀県立大学がこのワークショップに参加するに

当たって、滋賀県彦根市というフィールドで“都市"

から離れた視点からのアフローチを考えることがで

きるのではないだろうかと考えた。そこで、彦根市

の特徴の一つである田園風景を社会資本として捉

え、全国一律のシステムの提案ではなく土地に根ざ

した地域性をもっ景観を考える勉強会を実施した。

彦根市に数多く点在する集落を調査・研究すること

を活動の核とし、さらに現在の集住形と照らし合わ

せることで「集まって住むJということへの提案を

模索していき、それを都市や田園において反映させ

る提案につなげていくことを主な目的とした。

集落術轍写真

これまでの活動

口集落調査

現在、彦根市の約80ある集落のうち30の集落を調

査してきた。デザインサーヴェイという形をとった

調査方法は次の通りである。

1.集落を形づくる屋根の形状・方向、樹木の配置

などの景観要素を抽出し地図に落とし込む

2. 集落の歴史を文献、古地図、過去の航空写真な

どをもとに調べ、その集落の成り立ち、形態の

変化を知る

3. 2をもとに1を分析し各集落の特徴を導き出す

この作業を各集落で繰り返すことにより、集落を

湖岸・平野・街道沿い・山際のカテゴリーに分けそ

の立地などの条件により、彦根の地に人々はどのよ

うに生活していたかを知る。それと同時に「集まっ

て住む」という本来の人の生活スタイルを再発見 ・

再認識し、現在の集住形では失われているもの、忘

れてはいけないものを見出す作業にもなると考える。
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湖岸集落
大薮八坂須越 三津 屋下 石寺

薩摩柳川

新海 田 附 本 庄 下 岡 部 上 阿 部

甲崎田原稲里普光寺南山崎

出路金田金沢西清崎小田部

野部彦富服部上稲葉下稲葉

服部海瀬荒張野良田賀田山

平野集落 稲枝甘路外町 開出今西沼波

沼波小泉宇尾東沼波極楽寺

犬方堀 辻堂金剛寺蓮台寺

安田 寺 村 清 崎 五 僧 田 妙 楽 時
長江検 筒井安食中

南コ津屋千尋 太堂 三津

甲田 馬場中山 物生山荘厳寺

山際集落 善谷里根笹尾仏生寺山之脇

男鬼野田山上石寺延寿寺

街道沿い 小野大堀高宮 鳥居本正法寺

集落 原 出町地蔵町法士町葛龍 町
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集落調査データシート

口集住形の研究

近代都市集住体や集住システムについての資料・

事例を収集・調査しそれらを持ち寄り、勉強会を行

っている。文献からでは得られない情報、知識に関

しては実際に見学に行き、自分たちで体験すること

によりその空間をさらに深く理解するように努めて

いる。実際に見学に行っ た集住体としては長野県今

井ニュータウン ・大阪府Next21・岐阜県営住宅ハ

イタウン北方 ・集合住宅stepなどが挙げられる。

口その他の活動

・彦根市開出今町を調査対象地と して開出今町の田

風景を要素分解するフィ ールドワークを行い、建

築文化に掲載したほか、京都造形大学ユニットと

のセッションも行った。

建築文化掲載

-彦根市芹川周辺にあり、 200年ほと、前から使われ

ている足軽屋敷の1つを建築家の方と協力し実測

や模型製作を行なった。

-集落調査での出会いから鳥居本町にある民家の再

生に参加させていただいた0

・2004年度大津市まちづくりパワーアップ夢事業に

採択され、大津都市再生大学校への参加を通じて

旧大津百町の町屋フィールドワークを実施。旧大

津百町の怖轍模型を制作し、展示した。

術撒模型写真

-20-



など、活動を通してさまざまな機会を得ることが

でき、結果的に多くの興味深い活動へと発展してき

た。

現在の活動

2004年度から文部科学省が新規創設した 「現代的

教育ニーズ取組支援プログラム(現代GP)J を通し

ての滋賀県立大学のプログラム 「スチューデントフ

アーム「近江楽座」 まち・むら・ くら しふれあい

ページの見方
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2004年度発行「集まって住む形」

ページの見方

..の岨・ ~."包. A. 
.・ I

壊f

t 切り.

ι 酎陣

E一明 λ留置

k::.: 15"1' 

- 回・
(i.:~~ :~; 錨酬

X
 

- 住宅

- ..，"金主

岡国・ 色..・
-・・ E -.. 

2004年度発行「集まって住む形」

るのではないかと考える。また、それを地域住民に

も公開することにより 、景観の再認識 ・文化継承・

地域における世代間の交流のきっかけとなることを

期待する。

図鑑は2004年度に一冊目として彦根市の全集落

の紹介となる「集まって住む形j を、2005年度に

はひとつの集落にしぼり、景観要素の抽出と分析を

行った 1001 大薮J1005 下石寺」を、 2006年

度にはその続編となる 1022 小田部J1023 賀田

工舎」に採択され、 集落調査した内容を図鑑化し本

を発行することを始めた。

これまで培ってきた集落調査のノウハウを活かし

集落をデータベース化し、それを蓄積していく 。そ

のことによって集住体の追求だけでなく、彦根市や

滋賀県の資料として活用でき、近年急速に進んでい

る生産性のみを追及し、 景観を無視する傾向にある

ニュータウ ン開発やマンシ ョンの建設など、集落内

における提案すべき事態に対して有効な資料にもな

". 
関出今

.，，"-..， ‘'霊... 

2005年度発行 r005 下石寺」

2005年度発行 r005 下石寺」

山J1035 甘呂」の計6冊発行した。最終的には彦

根市全域の集落をすべて網羅することを目標にして

おり、また学年を超えた交流による知識の共有はち

ーむはっけいの原動力のーっとなっているので、今

後も学年 ・世代を超えて継続的に活動を行っていく

予定である。
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活動を通して

これらの活動を通して自分の興味あるテーマを見

つけ出し、卒業論文や設計、修士論文とリンクさせ、

さらに深い部分まで掘り下げた研究を行う学生も出

てきている。

各々の自主性を尊重し、チームワークか ら得られ

た成果を自分のテーマと関連付けて発展させていく

こと、様々な機会を活かしその目標に向かつて活動

を続けていくことは個人のステップアップであると

ともに“ちーむはっけい"にとってのステップアッ

プへと繋がっていく。

ちーむはっけい2006 takeo MA TSUOKA 

M2 千葉 知智 chisato CHIBA 増井みのり minori MASUI 

Ml 竹岡 寛文 hurohumi T AKEOKA 松岡 英緯 ei MATSUOKA 

USP-UNIT MASTER 4 小林 加奈 kana KOBA Y ASHI 

中尾 達郎 tatsuro NAKAO 谷水 あき aki T ANIMIZU 

松岡拓公雄 ei MATSUOKA 3 石川 智章 tomoaki ISHIKA W A 

牧野 瑞紀 mizuki MAKINO 駒井 克哉 katsuya KOMAI 

宮窪 朔一 shouichi MIY AKUBO 
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の教書活動の-(:..U-~

「∞」を感じることができた卒業制作展

卒業制作展は2006年で8回目となるが、 2年前か

ら学生が主体となって展示や講評会を進めている。

本年も学生が主体となって進めようとなった。

2006年の卒業制作展のテーマは 「∞」である。卒

業制作は大学生活の集大成でもあり、新たな旅路へ

の出発点となる。そんな僕らは無限の可能性持って

いると信じ、果て無き世界を共に見ょう、そしてそ

んな僕らを見てくださいといった想いが込められて

いる。特に僕らの学年にとっては最初で最後の共同

作業であり、本当にできるだろうかと不安であった。

滋賀飢立大運休麟境科省幹鶴JlI!Il狩磁学科
1lI!1l'道第デザイン専攻

第8期生卒業制作謡展
地 M ，宣言明吸虫次掌笠a.ンター
集京Sdjl(ljぉ君事t，lJIIS(JI)司、US!lJ)・aかみ，.司.... 
舗戊経連号 l~2A14困叫1 ，・紙同
a酎唱・樗"防.倉庫11'I!1i困《ホ} 審亀かさ
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山 即岨

全体の代表を中心に、会計、会場設営、広報、看

板、リーフレット、レセプション、ケータリング、

議事等の担当を振り分けた。各担当が毎週行われる

全体会議で報告や議題を投げかける。僕自身は看板

の担当であった。どこにどういったものを作るかと

いうことであるが、もう 1人の看板担当者と話し合

い案をまとめ会議にもちかけ意見を求めた。地道な

作業であり、思いのほか難航した。自分の卒業制作

も進めていかなければいけない中で平行してやって

いくことは正直大変だ、った。

与語 一 哉

環境計画学専攻

環境意匠コース

博士前期課程 1回生

特に本年は論文に対しての意識を高めたいとの意

見が出た。例年「論文は地味である」、「論文の扱い

が設計よりも悪い」といった風潮がある。議論を重

ねた結果、そういった差を埋めるために同じ交流セ

ンターのホワイエで展示や講評会を行おうとなった。

論文と制作の日時は別々になったが、お互いの発表

を助け合うといったかたちをとった。

準備も終盤から当日にかけて先輩、後輩、先生方

も協力してくださった。まさに環境 ・建築デザイン

専攻の関係者すべてでつくったプロジェク トであっ

た。
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今回は関西の他大学や彦根周辺にポスターやDM
を置かせていただいたことで展示中300人を超える

お客さんにみていただくことができた。

また学生主体の卒業制作展になってから講評会時

に外部ゲストを招いているが本年は横内敏人氏と宮

城俊作氏に来ていただいた。建築やランドスケープ

の第一線で仕事をしている方々から各々に撒をいた

だいた。その後行われた討論会でも司会をしていた

だいた先輩のおかげもあり例年になく活気づいた。

成功である。

1回生から 3回生のとき私は先輩たちの卒業制作

展を手伝いながら先輩のすごさを体感した。果たし

て自分がこれほどの卒業制作なんでできるものなの

かと思っていた。その卒業制作も終わった。後輩に

は私たちがどのように映ったのか。ぜひ今後もすば

らしい卒業制作展が行われることを願う。

この卒業制作展からはや1年が経つ。私たちはす

でに新しいスタートを踏み出しており、今さらこと

細かく書き記すことはできない。やはり鮮明に残っ

ているとすれば、すべてを終えたときの皆の笑顔。

それがもたらしたものは、俺たちはやり遂げたのだ

という自信と、 1人じゃ到底できないことが皆で力

を合わせればできると無限の可能性を感じたことで

ある。これを糧にしてそれぞれの新たな人生を歩ん

でいる。

なお、この卒業制作展の様子は、環境・建築デザ

イン専攻ホームページ http://www.ses.usP.ac.jp/
lab/kenchiku/に紹介されており、そちらも参照い

ただ、ければ幸いである。
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~DANWASHITSU~ 
~小さな講演会が地域の大学を発信する~

WDANWASHITSUJlとは建築・環境デザインの

学生有志が運営する講演会の名称です。「さながら

「談話」をするかのような雰囲気の中で、現在活躍

されているあらゆる「創り手」の方々とさ守つくばら

んに語り合う場を大学の中に設けたい」という想い

の下に1999年から定期的に講演会を開催していま

す。 WDANWASHITSUJlの具体的なコンセプトは

以下の三つです。

①学生が直接ゲストと対話できる距離感を大切に

する。

②単にゲストの話を聞くのではなく、 『地域性』

や『環境』をテーマとし、あらゆる「作り手」

から多様な『環境観』、『地域観』なるものをあ

ぶりだす。

③学年のみならず学生 ・教員の枠を超えた運営を

継続し、滋賀県立大学の環境・建築デザインの

存在を全国に発信する。

WDANWASHITSUJlでは、今までの 7年間で23

回の講演会を開催してきました。これまでのゲスト

は建築家のみならず、照明デザイナーから陶芸家、

写真家まで多岐に渡ります。開催は不定期ですが毎

年4、5回程度の開催を目指しており、 B棟2F談話室

において1時間半程度のスライドショーの後、 2時間

程度の懇親会を行っています。 この約4時間は学

生・教員・ゲストがフラ ットな立場でものづくりに

対する想いを語り合うエキサイテイングな時間が繰

り広げられます。

設立当初は完全に独立採算で運営を行ってきたの

ですが、昨年度からは専攻の先生方から資金的援助

をいただけることになり、より充実した体制のもと

で活動を行うことができました。学生の思いつきか

ら始まった小さな講演会 WDANWASHITSUJlは学

内の建築学生の誰もが知っている存在であり、もは

や環境 ・建築デザイン専攻における伝統にもなりつ

つあります。

2 006年度のゲストは、宮城俊作氏(ランドス

ケープアーキテクト)、藤本壮介氏(建築家)、山田

惰二氏(写真家)、ヨコミゾマコト氏(建築家)を

集ー学生圭体の教事孟動の-~~

DANW ASHITSU運営委員会

環境計画学科

環境 ・建築デザイン専攻

お招きしました。それらの講演会の様子を運営委員

の視点からレポート風に紹介したいと思います。

「庭と風景のあいだ」 ゲスト:宮城俊作氏

(ランドスケープアーキテクト)

2 0 0 6年度DANWASHITSUの最初のゲストと

して、ランドスケープアーキテクトの宮城俊作氏を

お招きした。前半の講演会では、これまでに宮城さ

んが携わってこられたフロジェクトを中心に、スラ

イドを流す形式で行われた。それらの仕事の幅は多

岐に渡るものであり、ランドスケープに関して無知

である僕に、その職能の広がりを示しているかのよ

うに思えた。これら一連の作品の説明で、共通して

聞くことができたのは、ランドスケープにおけるデ

ィテールの話ではないだろうか。そこには、建築と

はまた違う、生きたものを扱っているランドスケー

プならではの徹密なデザインがあり興味深かった。

宮城さんのデザインするものからは、いかにその

場所に呼応して、外への広がりを意識しているのか

がよくわかる。平等院宝物館などは、特にそうした

ことが感じられた。

また、宮城さんがここ数十年の仕事をとおして念

頭においている 3つの問い、つまり ・風景を造るこ

とができるのか? ・ 「建設」は唯一の創造行為

か?・環境の「現実」はデザインに値しないもの

か?という問いは、ランドスケープアーキテクトの

「
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職能観の確信にせまるもので、宮城さんはそこに建

築との差異をみいだせると言われていたのが印象的

だ、った。

後半は布野先生、松岡先生、学生を交えて懇親会

が行われた。講演会とはまた違った和やかな雰囲気

で、学生の質問を中心にたくさんの話題がでていた。

中でも自然とは何かをめく寺つての話では活発な議論

が交わされていた。人工と自然とのニュアンスは非

常に微妙であるとした上で宮城さん自身は、やはり

人の手が加わっている里山のような風景に美しい自

然を感じると言われていたのが心に残る。

普段、なかなか第一線でご活躍されている外部の

建築家と直に話す機会の少ない学生にとって、非常

に刺激あるものになったのではないだろうか。

(4回生石野啓太)

「新しい座標系」 ゲスト:藤本壮介(建築家)

7月の暑い頃、今注目の建築家である藤本壮介氏

をDANWASHITSU講演会に招いた。その著名さ と

長身のスタイルとは裏腹に、非常に気さくで穏やか

な口調で話が始められた。

「住む人に合わせる機能主義ではなく、もともと

あるものから人が機能性を見出していく住み方のほ

うが豊かなのではないかJ。藤本氏はプロジェクト

毎に軸となるテーマを打ち出して説明されたが、こ

れは一貫して言われたことだ、った。我々建てる側が

家をつくっていくだけでなく、住む側もつくること

で始めて完成する。とりわけ、初期の代表作N

houseの話は衝撃的だ、った。床の無い建物は使う人

によって大きく左右される。人と人との新たな関係

が強く意識される。他にもFinalWooden Houseを

はじめ、彼の話す作品のプロセスや思いに触れると、

徐々にその概念を実感することができた。

そして、藤本氏独特の説明の手段として度々登場

するのが、五線のない楽譜である。最近になってピ

アノを始めたというから驚きである。彼日く、五線

と小節は絶対時間を示し、五線のない楽譜はそれぞ

れの音に固有の時間が流れているのだという。音楽

をする者にとって、小節は無くてはならない要素で

あると同時に、人によって変化の無いものである。

一方、音符は人それぞれに変化し音を楽しむために

は欠かせない。話を聞いているうちに、その音符の

自由さこそが藤本氏の目指す新しい座標系なのかも

しれないとd思った。

また、自分の目指す建築を話す時、「二人JI居場

所j という言葉を多用されていた。 二人というのは

コミュニケーションがうまれる最少の人数である。

と同時に、最も親密に関係が築き上げる単位でもあ

る。座標系というと、一見とても大きな単位で考え

られているのかと思われるが、こういった小さなも

のの積み重ねによって全ての関係が生まれると思う。

建物をつくるのも人間であるし、空間を利用するの

も人問。ものづくりにとって一番大切なものは人。

言葉にすると当たり前のことではあるが、今回の講

演でそれを改めて見つめ直すことができた。

(3回生岸本千佳)

「この国の津々浦々の景観の品格 風化する素材(瓦)

の品格」 ゲスト:山田惰二氏(写真家)

「建築家はバカ

だ」そんな衝撃的

な言葉で山田さん

の講演はスタート

した。会議室で2

時間、談話室で2

時間。独特の山田

節で、終始笑いの

絶えない講演とな

った。

はじめに、山田

さんはマイクを持

って前に立ち、ポ

スターより少し長

くなった講演のタ

イトjレを自らホワ

イトボードに書き

出した。「この国の津々浦々の景観の品格 風化する

素材(瓦)の品格」。

山田さんの目に映る今の日本の景観、建築とはい

ったいどんなものなのだろう。そして、山田さんの

言う “品格"とはなんだろうか。

カシャカシャと映写機が懐かしい音を立てながら、

円。
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たくさんの写真をスクリーンに映し出した。カメラ

マンであり、瓦職人である山田さん。そんな変わっ

た肩書きを持つ山田さんは視点もやっぱり変わって

いた。東京ドームも都会のビルも富士山も、山田さ

んが作ると全部瓦葺になってしまうらしい。そんな

冗談を交えながら、山田さんは会場を和んだ雰囲気

山田さんが「これはいいね」と言って見せてくれ

る瓦や石、流木は、本当に何気なくて一見どこにで

もあるように感じられる。しかし、それらは人工で

は作り出せないような形、朽ち方、素材感を持って

いて、誰もが不思議と美しいと感じる。山田さんが

講演中何度も口にした“品格"がそこにはあるのか

もしれない。私たち現代人は、日本のあちこちに高

いビルやマンションを建設する一方で、山や川、水

田の広がる風景に心を和ませ、それらを求めて観光

に行ったりする。“品格"のない景観が生まれるの

は、このような矛盾した行動を起こす現代人の品格

のなさに起因しているのかもしれない。そして、そ

んな危険性を山田さんはカメラのフィルターをとお

して私たちに教えてくれている。

後半の談話室での懇親会では、お酒を交えながら

学生から様々な質問がされた。話の中心は、山田さ

んの若い頃から現在に至るまでの様々な経験の話し

から自然と写真についての話に・

「写真は芸術じゃない、芸術として撮るのは自己

満足だj と語った山田さん。実際に世間で評価され

ている写真家がそう考えていることに驚いた。なぜ

なら、写真家の撮る写真というのはたいてい、その

写真一枚にその人らしい表現がアーティスティック

にされているものだと思っていたからだ。けれど山

田さんは、「カメラマンは自分の表現が出来るもの

ではないJと言う。山田さんの言う写真は、「どう

いう風にコピーをされて、いかに世間に見せるかJ

という工業製品としての役割をするものだ、った。そ

して、「カメラマンはただ忠実にコピーするのでは

なく、いかにうそをつくか」が重要であると言う。

そんな山田さんの話を聞いて、アートコンプレック

スを少なからず私も持っていたことに気づかされ

た。

今、芸術的な要素の強くなった現代の写真のあり

方を、そして写真に限らず建築においても、もう一

度その果たすべき役割について原点に戻り見直す必

要があると感じた。 (3回生 吉岡あすか)

「単純な複雑さ」ゲヌト:ヨコミゾマコト氏(建築家)

ヨコミゾマコトさんと言えば最近では富弘美術館

で日本建築学会最優秀賞を受賞し、名実ともに日本

のトップ建築家である。そのスター建築家が滋賀県

立大学に来る事になった。ヨコミゾさんは県大の講

演会場に、白いシャツとパンツに、黒いロングコー

トという、雑誌で見た彼と全くかわらない爽やかな

出で立ちで、楓爽とやってきた。ヨ コミゾさんの講

演会はこれまでの作品のスライドが中心だ、った。ヨ

コミゾさんが作品についてどのように考えて設計し

たかをひとつひとつ、丁寧に説明する姿は、温和な

ヨコミゾさんの人柄がよく出ていた。彼の作品は住

宅から集合住宅、美術館まで多岐にわたる。「非階級

性・非全体性」や「単純な仕組みと複雑さ」、「自己

最適化」など、ヨコミゾさん独特の言葉を織り交ぜ、

分かりやすく説明してくれた。

一番興味深かったのは、懇親会での「建築を工芸

品のようにつくるのは嫌い」という発言だ、った。ブ

ルータルな表現にするのは嫌いだと言う。コンクリ

ートはコンクリートらしさ、鉄は鉄らしさを、彼は

求めているようだ。コンクリートは表面がザラザラ

していて、素手で触ると怪我するくらいでもいい、

と言っていたのには驚いた。ヨコミゾさんは建築を、

すごくきれいにつくる人だと思っていたのに、ヨコ

ミゾさんの意外な一面を見ることができたと感じた。

(4回生宮窪朔ー)

「環境観と地域観」を映し出す鏡として

WDANW ASHITSU~ でゲストの方が話すテーマ

は、毎回ゲストの方がそのとき最も興味のある事を

話してもらっている。そのためレクチャーの内容は

多岐に渡る。しかし最後に全てのゲストに対して共

通に聞いている2つの質問がある。それは「地域で

建築を学ぶ可能性と危険性」そして「あなたにとっ

て環境とは何かJ というものだ。ゲストの回答は

ウ
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様々であり、そこでは外部からの視点、都市からの

視点で様々な環境観や地域観を伝えてくれる。学生

の中には地域の大学で建築を学んでいる意味や価値

を見いだせなくなるものも多い。また、学内の講義

だけではそのことをなかなか実感できないというの

も事実であろう。 WDANWASHITSU~ とは、学生

が教員やゲストと対等な立場で、自分たちのいる

「環境」の意味を相対的に確認できる場所なのであ

る。そして、そこには「地域Jだからこそ実感でき

る「同時代性j が確かに映し出されている。

mANWASHITSU~ は今後も学生主導で活動を

継続していく予定である。

(卒業生中川雄介)
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琵琶湖の外来魚問題と子ども達の地曳網体験学習

一研究と環境教育の連携一

はじめに

琵琶湖はおよそ400万年もの歴史をもっ古代湖で

(Kawanabe. 1999). 多くの固有種が生息する。し

かし最近では北米原産の外来種であるオオクチパス

Micropterus salmoides、ブルーギル Lepomis

macrochirusが定着、増加し、問題となっている(中

井、 2002)。外来魚問題の解決には、問題となって

いる生物への直接的な働きかけの他に、広く 一般市

民に問題を周知するための活動が欠かせない。特に

初等教育の現場で周知活動を行うことは、将来の自

然環境保全の担い手を育成する上で非常に重要である。

環境動物学研究室(沢田研究室)では2002年以来、

水中観察を中心とした外来魚2種の繁殖生態に関す

る研究を行ってきた(中尾、 2006)。その一方で、

研究で得られた水中写真や映像の展示・公開、滋賀

県内の小中学校の自然観察会への協力など、社会還

元にも力を注いできた。本稿ではその中から、 2002

年から2005年に草津市立志津小学校、同笠縫東小学

校、琵琶湖フローテイングスクール事業、滋賀県立

琵琶湖博物館と連携し、株式会社小松水産の協力を

得て実施した地曳網体験について報告する。なお

2005年については、本学における現代的教育ニーズ

取組支援プログラム(現代GP)の一環として実施さ

れた。

地曳網の実施結果

地曳網体験は、 2002年10月15日に草津市立志津

小学校5年生、 2003年9月25日に草津市立志津小学

校5年生、 2004年5月11日に草津市立笠縫東小学校

と志津小学校(フローティングスクール事業のため

複数校が参加) 5年生、 2005年10月24日に草津市立

志津小学校5年生の生徒(各年とも約100名)を対象

として、大津市北小松の北小松水泳場で行われた。

引率教員の注意の後、漁業者が漁船を用いて沖合い

約300m程度まで網を入れた。その後、生徒、教員、

漁業者、当研究室の学生全員で綱を引き、徐々に網

を引き上げた(図1)。いずれの実施年とも、引き上

げ始めの頃は魚の姿が見えず、また網を引くのが大

変な重労働であったため、子供たちは不満げであっ

たが、網の引き上げが終盤に差し掛かると、コイ

中尾博行

藤田建太郎

環境動態学専攻博士後期課程

(沢田研究室)

図1.地曳網を引き上げる子ども達.

Cyprinus carpio、オオクチパスなどの大型魚が暴れ

る姿や、ハスOpsariichthysuncirostrisが網の端を飛び、

越えて脱走する姿が見られるようになり、現場は一

気に活気付いた。袋網(地曳網の最後尾に付けられ

た、魚を集めるための袋状の網)まで引き上げると、

漁業者がタモ網を使って魚をバケツに移したが、こ

の時すでに子ども達は見たこともない大型魚や珍し

い魚の姿に大騒ぎの状態になっており、中には手に

アユPlecoglossusaltivelis altivelis等の魚を握り締めて

しまっている子供も多数見受けられた。

採集された魚は可能な限り現場で種類別に選別し

で確認できる大型魚はすべて
オオクチパス.

-29 -



た。各年とも、この時すでにオオクチパスの採集量

が最も多いことが視覚的に明白であった(図2)。特

に2003年と2005年のオオクチパスの多さは他魚種

を圧倒していると見受けられた。子ども達のみなら

ず、引率教員や当研究室の学生も、このオオクチパ

スの多さには驚かされた。

魚類の選別後、クラス別に分かれて担当の学生が

採集されたそれぞれの種の生態について簡単な説明

を行った。特に大型のオオクチパスについては、

2002年と2003年は琵琶湖博物館実習室で、 2004年

と2005年は現地で解剖実習を行った(図3)。オオ

クチパスの胃からはアユ、ヨシノボリ類Rhinogobius

sp.、スジエビPalaemonpaucidensなどが検出され、半

消化状態、の魚やエビの姿を目の当たりにした子ども

達から驚きの声が上がった。また、オオクチパスの

心臓が動く様子や、大きな口と鋭く細かい歯、何万

粒もの卵が詰まった大きな卵巣なども、子ども達の

興味を強く引いていた。

子ども達の一部は、解剖について始めは抵抗感を

示していたが、解剖担当の学生が魚類調査の意義や

オオクチパスの置かれている状況を丁寧に説明する

ことで、多くは納得してもらえた。この際、魚類調

査、あるいは外来魚といえども失われて行く命に対

し、「かわいそう」と感じることは決して誤りでは

なく、むしろ尊重すべき感覚であることを伝えるこ

表1.地曳網による採集結果(個体数) • 

とに留意しながら説明を行った。 2005年は最後に株

式会社小松水産の方から地曳網の歴史や琵琶湖の変

化などを話していただき、一連の学習は終了した。

北小松周辺の魚類群集の動向

学習が終わり子供たちが学校へ帰った後、採集魚

の重量計測と個体数の計数を行った (2002年はこれ

らの作業を行わなかった)0 2005年は採集された量

が多かったため、大学研究室へ持ち帰ってこれらの

作業と、標準体長の計測を行った。表 1に各年の採

集魚の個体数を、表2に各年の採集魚の重量を示し

た。 2003年9月と2005年10月は採集量が非常に多

く、特に2005年10月は2004年5月と比較して、個

(単位:尾)

2003年9月 2004年5月 2005年10月

910 6 1575 

106 1709※ 

1613※ 25 9 

313 223※ 

28 64 

61 

25 
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オオクチパス(Micropterussa/mo/'ぬs)

ウグイ(Trib%don hakonensis) 

アユ(P/ecog/ossusafti印 lisa/tivelis) 

ブ、jレーギル(Lepomismacrochirus) 

フナ類(Carassiussp.) 

オイカワ (Zaccop/atypus ) 

ヨシノボリ類(Rhinogobi山 sp.)

コイ(Cyprinuscarpio) 

ビワヒガ、イ(SarcochelIichthys 
variegatus microocu/us) 

カネヒラ(AchelIognathusrhombeus) 

J、ス(Opsariichthys uncirostris) 

ニゴイ(Hemibarbusbarbus) 

カマツ力(Pseudogobio げvu/aris)
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体数で約60倍、重量で約10倍の魚類が採集された。

北小松周辺では、 秋期に魚類の生息量が増加すると

推定された。いずれの年もオオクチパスの重量が最

も多く 、2003年と2004年はアユ、 2005年はウグイ

がこれに続いた。 この他に1kg以上採集された魚類

として、 2003年はフナ類Carassiussp.、ウグイ

Tribolodon hakonensis、2005年はフナ類、ブルーギ

ル、コイ、オイカワZaccoplatypusが挙げられた。 個

体数ではオオクチパス、アユ、ウグイ、ブルーギル

が非常に多かった。オオクチパス、ブルーギルや、

コイ、フナなどのコイ科魚類は、いずれも春から初

夏にかけて産卵を行なう。オオクチパス、ブルーギ

ルは波の静かな内湾や内湖で (寺島、1977;淀、

2002 ;中尾、 2006)、コイ科魚類は内湖やヨシ原で

産卵する(友田、1978;山本、 2002)。地曳網を行

った北小松はこのような条件に当てはまらない、広

大な砂礁の浜である。北小松における地曳網による

魚類の採集量が、春期に少なく秋期に一気に増加す

るのは、これらの魚類の繁殖に伴う移動と関係して

いる可能性が高い。秋期に採集された魚類のうち、

カマツカ Pseudogobiorivularis、ビワ ヒガ イ

Sαrcocheilichthys variegatus microoculus、カネ ヒラ

Acheilognathus rhombeus、ホンモロコGnathopogon

caerulescens、カジカ小卵型(ウツセミカジカ 、

Cottus reinO などの小型魚は採集数が非常に少なか

表2.地曳網による採集結果(重量)• 

種名

オオクチパス(Micropterussa/moides) 

ウグイ(Trib%don hakonensis) 

ブルーギル(Lepomismacrochirus) 

アユ(P/ecog/ossusaltive/is a/tive/is) 

フナ類(Carassiussp.) 

コイ(Cyprinus carpio) 

オイ力ワ (Zaccop/atypus ) 

ハス(Opsariichthys uncirostr.危)

ビワヒガイ(Sarcocheilichthys 
van句ョtusmicroocu/us) 

ニゴイ(Hemibarbus ba池 山)

カジカ小卵型(ウツセミカジ力、 Cottusreini) 

カネヒラ(Acheilognathusrカombeus)

ヨシノボリ類(Rhinogobiussp.) 

ホンモロコ(Gnathopogon caeru/escens) 

ヌマチチブ(Tridentiger brevispinis) 

カマツ力(Pseudogobiorivu/ari旨)

特集

った。同じ場所に大量のオオクチパス (重量で約

1600倍以上、 個体数で約400倍以上)が存在してい

るため、これらの小型魚は非常に高い捕食圧にさ ら

されている と考えれられる。琵琶湖沿岸の魚類群集

の構造については、外来魚によって1994-95年の段

階ですでに危機的な状況にあるとされている (中井、

2002)。一連の地曳網の結果も同様の傾向を示し、

この状況が現在も一向に改善されていないことを示

している。

おわりに

オオクチパスとブルーギルの日本における急速な

分布域の拡大の要因として、その特異な繁殖戦略と

柔軟な摂餌様式という生態的な特徴が指摘されてい

る(淀、 2002)。琵琶湖をはじめとする日本古来の

生態系を守るためには、外来魚の駆除をはじめとし

た適切な資源管理を行うことが必要不可欠である。

そのため沢田研究室の外来魚研究グループでは、

1999年から2001年は外来魚の食性の解明を、2002

年からは繁殖生態の解明を目的として琵琶湖の北端

部でスキューパ潜水を用いた調査を行い、 2007年も

研究を継続中である。

外来魚の拡散は、釣り人が釣り場を増やすために

行う放流や、飼いきれなくなった飼育個体の放流な

ど人為的な拡散が大きな役割を果たしているという

一面も持ち合わせている。そのため生態的な知見の

2003年9月

62.62 

0.95 

8.54 

9.40 

2.70 

0.13 

0.05 

0.04 

0.004 

84.44 

2004年5月

8.37 

0.04 

3.11 

0.02 

0.02 

0.03 

0.001 

11.59 

(単位:kg) 

2005年10月

80.17 

24.00 

5.44 

0.20 

7.57 

3.32 

1.02 

0.12 

0.04 

0.02 

0.02 

0.02 

0.01 
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表3.環境学習に関する活動.

活動 内容・実施日程

イベント講師 小学生地曳網体験 (03/9/25)(04/05/11)、ピアノ池生き物ウォッチング (05/06/25)、ボーイスカウト

駆除釣り大会 (06/10/14)

環境学習講師 馬淵小学校 (04/12/08)、安曇小学校リ バーウォッチング (05/11/18)(06/01/17) (06/11/30) (07/01/16)、

愛東北小学校環境フォーラム (05/10/16)

企画展・講演 ウォーターステーション琵琶・水中から見た琵琶湖・魚たちの世界(05/02/06~05/03/06) 、湖南市立

図書館 ・水中から見た琵琶湖の魚の世界 (05/05/20~05/06/05) 、西堀栄三郎記念探検の殿堂 ・琵琶湖

の水中探検 (05/08/03~05/10/03)

現代 GP*による取り 現代 GPの助成を受け、地域とのつながりをキーワードに、草津市志津小学校の 5年生を対象として

組み 地曳網体験を実施 (05/06/01~06/03/31) 

※:現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム

蓄積のみならず、外来魚が琵琶湖にもたらした危機

的な状況や、野外へ放つことの危険性を広く伝えて

いくことも急務となっている。幸い外来魚研究グル

ーフ。が行っている調査では、水中写真やビデオの撮

影を行っており、普段はなかなか目にすることので

きない水中の様子が、小学生や一般の方々に受け入

れられやすい教材となり、様々な場面でお話をさせ

ていただく機会があった(表3)。その多くは小学生

など、将来の自然環境保全の担い手となる子供たち

であった。今回実施した地曳網体験をはじめ、水中

の映像や、実際の魚の解剖を通じて、ありのままの

琵琶湖を知ってもらうことで、琵琶湖や自然環境に

ついて興味を持ってもらえたなら幸いである。

図6.安曇小学校での活動

平成17年度は滋賀県立大学の現代的教育ニーズ取

り組み支援プログラム(現代GP)から助成を受け、

琵琶湖博物館、市民団体、小学校と協働し充実した

体験プログラム「地曳網体験」を行うことができた。

また草津市立志津小学校(当時)教諭の中村大輔氏

には、地曳網体験の実施について尽力いただいた。

琵琶湖博物館での解剖実習では西垣亨学芸員(当時)
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にご指導いただいた。その他、機会を与えてくださ

った教育機関の方々、市民団体「琵琶湖を戻す会」、

参加者の皆さん、施設管理者の方々に、この場を借

りて感謝の意を申し上げる。

教員コメント

自らテーマを選び、研究を続ける中で、人と人と

のつながりから環境教育の場で発表するまでに至っ

たことは大きな成果である。今後も一層、研究を進

め、社会貢献できる成果を残せるよう努力してもら

いたい。

(生物資源管理学科沢田裕一)
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私の 環境学



景観生態学と適正な土地利用の実現

1 .景観生態学との出会い

私の所属していた琵琶湖研究所では景観生態

学Jを冠したテーマのいくつかのプロジェクト研究

を1986年から行ってきた.当初その名称についてプ

ロジェクト関係者で何度か議論をしたが， どちらか

というと消去法で「景観生態学」という名称が残っ

たと記憶している.

その後、 1987年に西ドイツで景観計画を積極的に

行っていたグレーベ教授に合い，景観生態学的土地

利用計画について，現地で説明を受ける機会を得た

(写真1).さらに1989年11月には「あすの生態学

を求めてj と題した国際生態学会のシンポジウムが

琵琶湖研究所で開催され 景観生態学を紹介された

ミュンへン工大のハーパー教授の講演(Haber，

1990) (写真 2) を聴くことができた.プロジェク

ト発足以来，調査にかまけて「景観生態学とは」と

いう問いかけをしてこなかった私にとって、この 2

教授との出会いは景観生態学を理解する上での貴重

なきっかけとなった.

写真1.ラインーマイ ンードナウ運河の工事区間の
保護地を説明するグレーベ教授 (1987/12)

写真2 永源寺でお茶を楽しむハーバー教授(1989/11)

2. 景観生態学とは

浜端悦治

環境生態学科

景観生態学は景域生態学Jや「地域の生態学」

とも呼ばれる(横山， 1995). さらに景相生態学と

いう，五感の生態学にまで発展させるべきとの意見

もあるが(沼田，1992)，まだそれについて充分な研

究例もないので，ここでは狭い意味の景観生態学に

ついてふれるにとどめる.

それは単に視覚的な風景を扱うのではなく地理

的に限られた地域(景観)に出現する生態系の集合J

を取り扱しミ(Haber，1990)， ["景観を構成する各要素

問の関係と，系として景観がいかに機能しているか

を把握するJ(Zonneveld，1989)生態学の 1分野とと

らえることができる.ハーパー教授が強調されたの

は，まさにこの各要素間，各景観聞の関係性の把握

という部分であり，そこに私は新たな景観生態学の

魅力を感じた.

3. 不可分な湖沼生態系と集水域

琵琶湖という美しい自然とその水資源の保全を目

標に掲げた琵琶湖研究所は，琵琶湖という湖沼生態

系は陸上生態系によって影響を受けており，湖沼の

富栄養化を防止するためには，陸上の制御なくして

は成り立たないとの初代吉良竜夫所長の考えから，

湖や湖岸にとどまらず 集水域をも研究対象として

きた.いまから思えば，琵琶湖研究所は，まさに景

観生態学的研究を行ってきたといえるであろう.

以下私が直接関係した 2，3の研究から，景観生態

学的視点の重要性について，考えてみたい.

(1)森林地域での研究

琵琶湖とは直接関係していないと思われがちな河

川の源流部にある森林で 伐採実験とその継続調査

を1980年代末から行ってきた これは森林伐採が渓

流水質に及ぼす影響を野外実験的に明らかにすると

いう日本では初めての試みであった.伐採流域と対

照流域とを準備し， 一方の流域の森林を皆伐すると

いうことを行った.伐採流域では，皆伐直後の懸濁

物質によるTNやTPの増加とともに，伐採後 9ヶ月

を過ぎたころからの溶存態のN03-Nの増加が確認で

きた.後者のN03-Nは季節にかかわらず通年で高い

状態を維持し，伐採6年後の2002年でも対照流域の

濃度レベルには戻 らなかった.森林伐採のこうした

渓流水質への影響は，夏の成層期には生産層では窒
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図1. 安曇川デルタ湖岸におけるコハクチョウの日遊泳羽数と湖面水位との関係

素についても不足する琵琶湖にとっては，富栄養化 採食するコハクチョウなどの水鳥にと って，採食場

に寄与する恐れがあると考えられた. 所を左右する重要な要件であることも明らかになっ

このように，独立した生態系と考えられる湖沼生

態系が， 地理的に遠く離れた森林生態系によって影

響を受ける可能性のあることが明らかになり，その

富栄養化の防止のためには，森林の取り扱いも考慮

する必要のあることが示された.

(2)冬季の水鳥の湖岸利用

1980年代後半，私は先の述べた「景観生態学」を

冠した湖岸を対象としたフロジェクト研究の一環と

して琵琶湖に生育する水草 (沈水植物)の分布調査

を行っていた.その中で 琵琶湖で越冬するコハク

チョウと水草との関係についても調べた.その結果，

コハクチョウやヒドリガモなどの植物食の水鳥が，

沈水植物を採食していること，そして湖西の安曇川

デルタの湖岸で，コハクチョウの湖面上での日遊泳

個体数と湖面水位との関係を見ると，水位変動の大

きかった1986-87年冬から 1989-90年冬の期間では

水位 (X) と個体数 (y) との間に有意な逆相関の

関係 (r=-0.61，n=606;t検定，P(O.OOl)のあることな

と、がわかった(図 1) (浜端ら 1995). 琵琶湖の沈

水性の水草は，波浪の影響の少ない地域では，水深

1m前後から 7m付近まで生育しており，水位が下

がれば下がるほど，水鳥にとっては餌が採り易くた

め，湖面で遊泳採食する個体数が増加する結果と考

えられた.

冬季における琵琶湖の水位変動は，湖面で、水草を

た.

(羽)

(cω 7! 7z 7J 7.百四円 78 nω ・I82 U 

年度

図2. 滋賀県に飛来したハクチョウ類の羽数と冬期
(10月 ~3 月)最低湖面水位の経年変化

全湖を対象として滋賀県によって毎年 1月に実施

されている水鳥の一斉調査で、得られたハクチョウ類

の個体数の経年変化は -95cmという低水位を記

録した1984-85年冬の翌年か ら，コハクチョウの越

冬数が 2倍以上に増加し，その個体数はその後数年

にわた っては維持されるが， 1990-91年冬から

1993-94年冬に個体数の減少が認められた(図 2).

これは1989-90年までは冬期の水位が比較的低水位

で維持されていたが，この翌年から4年間，水位が

下げられなくなり，採餌が困難になったことが原因

と考えられた.コハクチョウが水田に初めて飛来し

に
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採食をするようになるとともに，南湖へ移動を始め

たのもこの冬であった.すなわちこうした移動の原

因が琵琶湖の湖面水位であると考えられたが，湖沼

の水位上昇の結果，陸上の給餌地や農地へ採食場所

を変えたコハクチョウの同様の例がイギリスやオラ

ンダでも知られている (Owen& Cadbury， 

1975 ; Beekman et al.， 1991). 

このように湖岸の水鳥の保全を考える場合，採餌

場所という視点だけからしても，湖沼だけを対象と

したのでは不十分で，その周辺の農地なども視野に

入れ，いくつかの異なる系を複合的に捕らえる必要

のあることがわかった.

(3)沈水植物群落の回復と湖沼

その後， 1994年の夏に琵琶湖で、は大渇水が起こり，

夏の低水位記録としては，実に 55年ぶりとなる

-123cmが記録されたこれを契機に南湖を中心に

沈水植物群落が回復を始め それに呼応するかのよ

うに水質の改善が続いている.

5，00。
4瑚 1 口北湖 ・南湖

4，.曲

3.500 

3β佃

餐 2，5曲
周

2，.田

1，500 

1.000 

500 

1953 1969 1974 1994 1995 1997 2000 2001 

図3.北湖と南湖での沈水植物群落の分布面積の経年変化

こうした沈水植物群落の回復過程と水質等に及ぼ

す影響を明らかにするための研究を1994年から行っ

てきている.その結果 南湖の沈水植物群落は1950

年代から急速に減少してきでいたが， 大渇水以降増

加に転じていることが明らかになる(図 3)ととも

に，渇水以前と以後とを比べると，南湖南部地域で

は透明度は1.8mから2.6mに上昇し，クロロフィ

ルーa，TP， TN (唐橋流心を除く)についてはそれ

ぞれ 12.3μg/lが4.61μg/lに 0.026mg/lが0.017

mg/lに， 0.35 mg/lが0.28mg/lへと低下するなど，

南湖の水質が明らかに改善してきていることがわか

った.沈水植物が水質を改善する機構はまだ明らか

に出来たとはいえいないが 水草による栄養塩の吸

収，水草による他感物質の放出，底泥の巻き上げの

抑制など，単独の原因で水質が改善されたとは考え

にくい.むしろ沈水植物群落が浅水域湖沼の生態系

の基本構造を形作るが その発達が動物プランクト

ンなども含めた湖沼生態系の構成要素をより豊かに

し，その結果生み出された安定的な生態系が，水質

を改善してきていると考えるのが合理的であるよう

だ.

これらの研究をとおして，生態系を構成する要素

聞の関係性の把握や，系としての機能の把握を行う

ことの重要性を，そしてそれらの研究手法としての

景観生態学の必要性を認識するに至った

4. 私の環境学

環境学というものがいかなるのもであるのか，ま

だ充分な認識はないが もしそれがあるとすれば現

在の環境問題を解決する実学の一つではないかと思

っている.ハーバー教授の講演に話を戻すと，博士

は景観生態学の目的を、土地利用構造をより適正に

することによって人間活動を制御し，持続的な土地

利用と開発をはかろうとすることにあると述べられ

た.琵琶湖の富栄養化を改善するための下水道や下

水処理場の整備は進み 人為的にできる負荷量の削

減は，上限に近づきつつある.今後の手だては，ハ

ーバー教授の言う適正な土地利用の実現ではないか

と考えており，その基礎学として景観生態学的研究

を進めていきたいと考えており，それが私の環境学

であるのかもしれない.
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私心環境w学

つれづれなるままに、“私の環境学"

琵琶湖研究までの道のり

私は本学に来るまで、琵琶湖の研究をしたことは

なかった。主に研究対象としていたのは諏訪湖とレ

マン、湖だ、った。レマン湖はフランスとスイスの国境

にある深い湖で、レマン湖の研究を行っていく上で

琵琶湖のデータを使って比較考察したことはあった

が、自ら琵琶湖で観測を行ったことはなかった。日

本で淡水湖沼を研究している人にとって、琵琶湖は

特別な湖であろうし、琵琶湖のほとりに研究室があ

り、大学の船で観測を出来る県立大のような環境は

とても恵まれたものであると思う。

さて、レマン湖は前述のように深い湖で、最大水

深が309mある。最近では、特に寒さの厳しい冬に

しか湖底まで循環を起こさない。このような冬の全

循環が起こらない年が続くと、深層の溶存酸素は消

費されて減少していく。いっぽう、琵琶湖は幸いな

ことに、最大水深は104m、今のところ全循環が毎

年確認されている。しかし年によっては 2月くらい

まで起こらないこともあり、今後気候の温暖化が進

めば毎年起こらなくなる可能性も否定できない。ま

た、九州にある池田湖は1986年以降全循環が起こら

なくなり、それに伴って深層の溶存酸素が全くなく

なった。さて、琵琶湖で同じような状況になったら、

いったい琵琶湖の深層環境はどのようになるだろう

か?(この原稿を校正している2007年3月8日現在、

琵琶湖は全循環を起こしていない。も しこのまま全

循環が起こらなければ琵琶湖は初めての全循環欠損

を迎えることになる。いったい2007年夏の琵琶湖は

どうなってしまうのだろうか?) 

ところで、レマン湖では全循環が起こらない年で

も、毎年のように深層で一定濃度の溶存酸素の回復

が見られている。これがどうしてなのかよくわかっ

ていない。私はこの溶存酸素の起源は、レマン湖集

水域の 9%を覆う氷河が溶け、冷たく濁った密度流

となって深層まで供給されているためであるという

仮説を立てて研究を行った。これが、私がフランス

に留学し、現地で調査をしたりデータを収集したり

して仕上げた学位論文の中の一つのテーマである。

しかしこの仮説を裏付けるための観測は困難を極

めた。何より困難だ、ったのは、レマン湖の深さだ、っ

た。冷たく濁った密度の高い水は湖底を這っていく。

レマン湖は氷河に削られて出来た湖で、湖岸から急

長谷川 (石黒)直子

環境生態学科

に深くなり、中央にはまっ平らな湖底平原が広がっ

ている、まるで箱のような形をした湖である。深層

密度流の行方を掴むには、水深200"-'300mの湖底

付近の水の流れを捉えねばならない。物理的な制約

も大きく、このような観測によるデータ入手は結局

実現することが出来ず、このテーマの解析は既存の

データによる考察が中心となった。この観測は将来

的に、学術的な知力・体力をもっとつけてから挑み

たいと d思っている。

このように難関なレマン湖にいきなり飛び込む前

の練習の場に好適なのが琵琶湖である。実は、湖北

に多く降る雪が溶けて琵琶湖に流れ込んだときに深

層へ沈んで溶存酸素を供給するプロセスがあるだろ

うことはすでに指摘されている。しかしこの実態を

長期的(例えば一冬通した連続観測)、また3次元的

な空間分布として捉えた詳細な観測結果はない。ど

れくらいの頻度で、期間で、どれくらいの酸素が深

層へ供給されているのか、明らかにしてみたいと思

う。幸い、琵琶湖はレマン湖に比べてまだ浅く、観

測を行いやすい環境にある。

姉川や安曇川によってもたらされる融雪洪水、そ

んなものは琵琶湖全体の水量に比べたらたいした量

ではないではないか。確かにそのとおりである。し

かし、レマン湖や池田湖のように琵琶湖で全循環が

毎年起こらない状況になったらどうだろう?現在の

レマン湖のように融氷起源の密度流によってかろう

じて生きながらえる状況にはならないだろうか?も

ちろん、温暖化によって、湖北に降る雪自体が少な

くなり、密度流自体が起こらなくなる可能性もある

が・ ・。

私が研究を行おうとしている姉川の支流の高時川

にはダムの建設計画がある。ダムが建設されたら、

ダムにいったんためられた融雪水はあたたまり、た

とえ積雪があったとしても深層密度流プロセスを消

滅させてしまう可能性も大きい。そのためにも、ダ

ム建設前に現在の密度流を正確に捉える必要がある

と考えている。

自然と人文の融合、私にとっての“環境科学

部"という意味

以上は、私が本学着任前から進めてきた研究を続

ける形での研究テーマである。私は本学に着て、今
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まで考え及ばなかった別の視点で研究を行なってい

きたいと考えている。それは本学の“環境科学部"

という下地にいるからこそ考え付いた気がしてい

る。

私はもともと地理学科という分野出身だ。地理学

科には自然地理学と人文地理学がある。現在、この

2分野はほとんど学術的には分裂状態にある(と私

は認識している)。私自身、学生時代には自然地理

にしか興味を持たず、人文地理はほとんど学んだ記

憶がない。しかし本学環境科学部に来て、“これだ"

と思った。今は、自然地理学的視点と人文地理学的

視点を融合させてはじめて、環境問題を捉えられる

のだと理解できる。本来、地理学こそが環境問題に

取り組むべき学問分野であったのではないかとさえ

思う。同学部に同時に着任した人文地理学出身の先

生と、いつか自然と人文を融合させた研究を一緒に

しましょうね、と話したこともある。

教育面でも同じことを考えている。私の所属する

環境生態学科はかなり自然科学的なカラーの強い学

科である。“環境科学は総合的な学問です"、“環境

科学部では広い視野で環境問題を捉えることができ

ます"というわりには、学科を越えた知識・学術交

流が(教員レベルのみならずカリキュラム的にも)

乏しい気がする。私はあえて、環境生態学科で自分

が受け持つ授業は、私の本来の専門である流れ学か

ら離れて、人文地理学的 ・社会科学的な視点をでき

るだけ取り入れていきたいと考えている。私自身も

修行の毎日になるだろう。

私が学んだ地理学科はフィールドワークが十八番

の分野であるはずで、確かに毎年フィールドワーク

(私たちは巡検と呼んでいた)を行なった。しかし

本学環境科学部で行なわれているような気合の入っ

たものではなかった。県立大の環境科学部は、私が

受けたくても受けられなかった魅力あるフィ ールド

ワークを行なっていると思う。フィールドワークで

は“総合的な視点から"をある程度重視して教育し

ているように思う。それが、学年が進むにつれ専門

に分化するいっぽうで総合的な視点に立った教育が

少なくなっている気がする。私は、「自分が学生だ

ったらこんな授業を受けたいなあ」と思う、人文と

自然の融合を追求した授業を目指したい。自分の感

性を信じて。

研究と教育の融合

さいごに、県立大に着任して、得られた大きな視

点がもう一つある。これは県立大だから、というよ

りは、初めて教育職に就いたからなのかもしれない。

学生から学ぶことがとても多い。それはもちろん、

私自身が教え方を知らず試行錯誤している段階なの

で、という理由も大きい。しかしそれだけではない。

私の所属する学科の学生に限らず、やる気のある学

生の頑張りぶりには目を見張るものがある。私が担

当している大気水圏科学 ・実験では環境生態学科の

2回生30人と一緒に高宮神社から高宮交差点にかけ

てヒートアイランドとクールアイランドの観測を行

なった。 11月の寒い中 4週間、重たいアスマン通風

乾湿計や風向・風速計を持って毎週 3時間ひたすら

観測を続けた。こんな観測でもいやな顔せず積極的

に取り組み、私自身がび、っくりするような大作のレ

ポートを出してくる学生がたくさんいたのに驚いた。

そんな学生を教育できるのは教師冥利に尽きると感

じる。さらには、学生から学ぶことで自分もさらに

やる気になり、学生のアイディアからヒントをもら

って新しい研究テーマ・教育材料を思いつくという

こともあった。大気水圏科学・実験で高宮周辺の気

象観測をやったのも学生のアイディアによる。研究

面では、私の所属する研究室の卒業生が大量の漂着

ゴミを回収して研究したのを知り、それに触発され

て琵琶湖の湖底ゴミの研究をやりたいと思い立った。

今まで自分が行なってきた研究とは全く異なる視点

になるが(湖流によってゴミが移動するプロセスとい

う意味ではつながる部分もあるが)、今後も学生のア

イディアに乗っかつて、またお互いにアイディアを

出して研究を作り上げていくことが出来るのだろう

と思う。教育も然り。“県立大はどうしたら地域の環

境にもっと貢献できるだろう?"こんなテーマで学

生たちとディスカッションしたら、きっと私には考

え付かないすばらしいアイディアが飛び出すのだと

思うとワクワクする。これが私にとっての“環境学"。

自ら学び、学生からも学び、学生にもフィードバッ

クし、みんなでより良いものを作っていく。着任し

たばかりの新米教員、夢と希望に溢れすぎでしょう

か?
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コミュニティ・ビジネス
~人と人のつながりを生み出す手法~

くコミュニティ ・ビジネスという事業手法>

コミュニティ・ビジネスという“事業手法"が生

まれたのは1980年代、不況に見舞われたイギリスで、

失業者対策、地方分権を推進する政府の施策が原型

といわれる。(細内1999a)*1 

我が国で、この概念が生まれたのは、 1994年から

墨田区内をフィールドに実施されたHR 1 *2とKG

K*3の共同研究を通じて、細内が地域コミュニティ

の再生にビジネスの視点を取り入れた事業手法をコ

ミュニティ ・ビジネスと「名付け」たのが最初であ

るとされている。(高田内2001a)*4 

しかしながら、このような地域コミュニティによ

る事業手法は、我が国において明治時代にすでに存

在していた。例えば、長野県野沢温泉の地縁団体法

人野沢組や入会地の資源を共有した地域産業もコミ

ュニティ ・ビジネスの一種と考えられる。(細内

1999b) *5このようにみるとコミュニティ ・ビジネ

スは、我が国にとって、「古くて新しい事業手法」

といえるのではないだろうか。

以下に、「コミュニティ・ビジネスという事業手

法J(以下コミュニティ・ビジネスとする)につい

て筆者の考えを述べる。

<コミュニティ ・ビジネスの現況>

コミュニティ・ビジネスは、様々なメディアに取

り上げられ、現在、全国的に国民への認知が高まり

つつある。柑 また、自治体の多くで、コミュニテ

ィ・ビジネスや類似の事業活動への普及啓発や起業

支援を実施している。 *7 滋賀県においても平成15

年度、 16年度に滋賀県コミュニティ・ビジネス創出

支援モデル事業が実施され、それらの事業を踏まえ

て起業ガイドブック時が整備されている。

コミュニティ・ビジネスは、その定義が暖昧であ

る。時 従って、当該事業者の数は明らかになって

いない。平成16年度に行われた(財)地域活性化セ

ンターによる調査*10では、地方公共団体や関係機関

のホームページを参照して854団体に対してアンケ

ート調査を行し)226団体から解答を得ているが、調

査報告書にも抽出方法が適切でないことが記載され

ている。また、古賀 (2004) *11はコミュニティ・

鵜飼修

環境計 画 学科

環境社会計画専攻

大学院「近江環人地域再生学座」担当

ビジネスの抽出にあたって「産業分類にない、様々

な業種 ・業態を包括した概念であるための断念した」

としている。

NPO法人=コミュニティ・ビジネスではないが、

2006年末で 2万 9千を越える NPO法人の認証数

料 2をみれば、数万の事業主体があると推測される。

<コミュニティ・ビジネスの定義>

コミュニティ ・ビジネスのとらえ方については、

私は、各主体様々でよいと考える。例えば、 コミュ

ニティ・ビジネスは、 地域の活性化、雇用の創出、

女性の社会参加、子育て支援、地域特産品開発など

様々な場面で活用されている。細内 (2001b)*13は

「生活に密着した活動」がコミュニティ・ビジネスの

テーマであるとしており、そうなると、個々人の生

活における活動や行政サービスの多くがコミュニテ

イ ・ビジネスとして展開できる可能性がある。

これらの展開はいずれも、そのとらえ方にかかわ

らず、 l:f也域を元気にする」ことにつながるという意

味で意義があると考える。

しかし一方で、「コミュニティ ・ビジネス=地場産

業JIコミュニティ・ビジネス=NPO法人」といっ

た考えを持たれる方もいると聞く。たしかに、その

地場産業はコミュニティ ・ビジネスという事業手法

を展開したかも知れないが、地場産業すべてがコミ

ュニティ・ビジネスであるとは言えない。地場産業

の定義も幅が広い。大阪の町工場群がコミュニテ

ィ ・ビジネスを展開しているかというと、そう考え

る人は少ないであろう。

また、コミュニティ・ビジネスを実施している団

体がNPO法人かもしれないが、 NPO法人イコー

ル、コミュニティ・ビジネスの実施組織ではない。

株式会社や協同組合での活動も報告されている。 *10

暖昧な定義をもっコミュニティ・ビジネスである

が、ここで、コミュニティ・ビジネスを、その本質

に着目して、私なりに定義したいと思う。

細内(1999c)*14はコミュニティ ・ビジネスの最

終的な効用を「コミュニティの自立」としていた。

この究極的な効用は否定されるものではないが、そ

のプロセスに注目すれば、私は、コミュニティ ・ビ
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ジネスの本質的効用は、自立までには至らないが、

その適用過程において、地域コミュニティを再構築

あるいは新しい地域コミュニティを創造することに

あると考える。

ここでいう、地域コミュニティとは、互いに顔の

見える、会えばあいさつを交わす、困ったときは助

け合う、人々がつながりあって構成される集団を言

う。コミュニティ・ビジネスとは、その“つながり"

を生み出す手法であると私は考える。これはソーシ

ャル・キャピタル*15の創出手法のひとつであるとも

言える。

現代の地域コミュニティの形は、自治会や町内会、

町会、部落会、区会、区、組、あるいはPTAやサ

ークル、 NPOなど様々である。特に、滋賀県では

美しい集落景観の中に、地域コミュニティ活動が継

承されているところも多いと聞く 。一方で、都市部

に住む住民にはそういったコミュニティ、すなわち

地域のおける人と人とのつながりが希薄であった

り、あるいは、崩壊してしまった状況が見うけられ

る。例えば、隣の住民の顔さえ知らないマンション

居住者が存在することは、都市住民では一般化しつ

つある。

科学技術の発達、情報化社会の進展で、私たちの

暮らしは飛躍的に変化した。家事仕事からの解放、

どこにいても可能な、自由な知識探求など、数十年

前とは生活スタイルが大きく変わった。

また、社会が成熟していく中で、地方分権、小さ

な政府・行政への流れが進行しつつある。

そういった時代の変化のなかでも、人として忘れ

てはならないことは、「人は、人とのつながりのな

かで生きる動物である」ということではないだろう

か。

つながり方は様々である。地縁、血縁から、企業

コミュニティ、友人知人、サークル仲間など、 一人

を対象としても様々なつながりがある。そういった

つながりの中で、コミュニティ ・ビジネスは、あた

らしい、人間らしい、つながりを創出する役割を担

う手法と考えるのである。

<コミュニティ・ビジネスニ

人と人のつながりを生み出す手法>

このように整理すると、コミュニティ・ビジネス

とは、地域を舞台とした、人間らしい「つながり」

を創出する手法である、と整理できる。

利益追求中心のビジネスではない、お金のやりと

り以上に買う人、売る人のつながりを感じることが

できる。そういった 「優しい気持ち」にあふれたビ

ジネスを創造する手法である。

もちろん、現実は厳しい。そんな事を言っていて

はビジネスはできない、という方も多いであろう。

そういった意見は、その通りで、実際には、ビジネ

スとして成立させる工夫*16が不可欠である。

また、ここであえて、コミュニティに「地域」と

付けたのは、コミュニティ・ビジネスの舞台が地域

であるべきだからである。近年、ソーシャル・エン

タープライズ(社会的企業)が注目されているが、

コミュニティ・ビジネスとの違いは、その事業が、

地域に根ざし、地域コミュニティの再生・創造とい

う活動を継続して行っているかという点だと考える。

ただし、コミュニティ ・ビジネスの進化の形として、

一般的な営利事業への展開や、ソーシャル・エンタ

ープライズ(社会的企業)という形も考えられる。

そういった展開は、国の経済活力、社会の健全化の

ためには好影響を与えるものであり、可能であれば

多くのコミュニティ ・ビジネスが、そのような発展

を遂げることを願いたい。

しかしながら、そのような発展を遂げる前に、ま

ず足下から、自らの地域から良好なコミュニティの

形成を実践すべきだと考えるのである。

<現代社会におけるコミュ二ティ・

ビジネスの意義>

人と人との良好なつながりの形成という本質を目

的とするのであれば、コミュニティ・ビジネスとい

う言葉を限定的に使用する必要はないであろう。地

域に住まう人々の主体的参加を基本とした地域の問

題・課題の解決を通じて、人々のコミュニケーショ

ン、価値観の共有が図られ、コミュニティ形成の

「きっかけj が創造される。そのような流れの中で、

主体自身が、まちづくり活動として、課題解決の継

続に対する必要性を認識すれば、自ずと事業性を検

討せざるを得ない。

まちづくりとは、そのまちの「文化Jを育むこと

である。文化とは、音楽 ・芸術などもあるが、日常

の生活文化を含むもの、と私は考える。そして、文

化を育む基本的構成要素は、「場」における「人と人

とのつながり」であろう。

現代社会で失われつつある、人間性や人と人との

つながりを如何に再構築するのか。私は、コミュニ

ティ ・ビジネスという事業手法の調査研究、創出、

実践を通じて探求し、次世代につないでいきたいと

思う。

<参考文献・資料>
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工業都市における公害問題と地域社会の対応

日景境」への関心と地理学

1970年代初頭に誕生した私は、この時期が環境問

題において大きな転機となっていたことを、後に知

った。「公害国会」における各種法制度の制定、環

境庁の発足、国連人間環境会議というように、「環

境」への関心が高まっていく時期であった。もちろ

ん幼少の折にはそのような時代情勢を知る由もな

く、映画やテレビで環境問題を素材とした作品を目

にしても、それほど感銘を受けた記憶はない。むし

ろ自分にとっての関心は、広い意味での「環境」、

つまり場所による環境の違いや風景や文化を形成す

る身の回りの環境にあった。

少年時代に数度の転居を経験し、旅行や地図が好

きだ、った私は、地理という科目に興味を持った。当

時は就職への影響など考えもせずに、地元以外の地

理学教室のある大学に進学した。はじめは漠然とし

た教科としての地理をイメージしていたのだが、研

究室に所属するようになって大きな衝撃を受けた。

今となっては、当然視できるようになった問題意識

や研究方法の議論にまったくついていけなかったの

である。しかも地理学は伝統的な調査手法と革新的

な概念構築との間で大きく揺らいでいた。

卒業論文の着手に当たって、テーマを導き出した

のは社会問題に地域社会がどう対応しているのか調

査してみたいという問題意識であった。指導教官の

助言も受け、原子力発電所が集中する福井県の若狭

地方を調べることにした。滋賀県のすぐ近くである。

だが、問題が大きすぎたこともあり、満足のいく

調査はできなかった。特に反省点として残ったのは、

テーマ性を意識し過ぎたため、実態調査がおろそか

になっていたことである。このことは大学院に進学

してから卒業論文への痛烈な批判を受けて、改めて

地理学の研究手法を習得し直すことにつながった。

また調査対象に課題設定から向き合うという意味

で、「環境問題」に取り組むことを決心した。

フィールドワークへの取り組み

学部時代に地理学の専門教育を受けていたとはい

え、フィールドワークの経験という意味では非常に

幼稚な技術しか習得できていなかった。地理学は自

然地理学と人文地理学に分かれており、環境問題に

対してもそれなりに研究蓄積がある。しかしながら

香 川 雄

環境計画学科

環境社会計画専攻

自分が調査していたことは、実は既存データの利用

や資料に書いであることの要約だけではないかとい

う疑問が生じた。オリジナルな客観データの収集に

どうやって取り組めばよいのか悩んだ末に、環境問

題の歴史的変化を地域社会に視点を据えて眺めてみ

ることにした。これが修士論文の研究テーマである。

地図や統計データの収集はもちろんのこと、古い

新聞をめくり、文書館で資料をあさるということも

経験した。また歴史的なこととはいえ、古い時代の

ことを知る人たちに話を聞きに行き、資料と照らし

合わせながら事実を確認した。環境問題の調査と言

ってもそれは今の問題意識であって、もちろん、水

や空気が汚れれば生活に影響も出てくるが、生業や

健康への被害が環境の悪化よりも高く意識されてい

るのがよくわかった。このとき調べていたのが、現

在に至るまで自分の研究フィールドとなる神奈川県

川崎市の臨海部であった。

川崎の地域環境問題を事例として

川崎と言うと高度経済成長期の公害問題や埋立地

の石油化学コンビナートがよくイメージされる。公

害裁判やエコタウンとして注目されるのも同じく臨

海部である。ここで環境問題がどのように発生して

きたのかを知りたかったので、公害問題の端緒に着

目した。 川崎の工業化は、東京と横浜における経済

活動の波及による工場の立地によって始まった。

日本の大都市周辺における臨海部は現在、ほとん

ど、が工場地帯になっている。 川崎市も例外ではなく、

海水浴はおろか海辺に近づくことも容易ではない。

昔は東京湾に面した遠浅の砂浜が、明治時代末期の

埋立に始まり大正から昭和初期にかけて臨海工業地

帯へと変貌したのである。

ほぼ時を同じくして大気汚染と水質汚濁の公害問

題が発生していた。原因は工場からの排出物である。

歴史資料からその場所を特定できたので、工場周辺

の住民や地域組織がどのように対応したのかを資料

によって明らかにした。観測データはほとんどなく、

汚染と被害の因果関係も定かに示されていない時代

のことである。それでも地域の有力者や産業組合、

町内会レベルの住民組織が工場に対して異議を申し

立てている。そこに環境問題への地域社会による対

応のメカニズムを見出そうとしたのである。
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私の環境盲学

100年ほど前の話で、しかも激しい都市化を経験

した地域であったが、ある程度の事実は明らかにな

った。それでも調査方法が果たして妥当だ、ったのか

という不安を抱え、 過去の環境問題を研究する意義

について自信をもてなかった。その頃、依拠してい

た研究が米国の地理学者による社会運動研究への問

題提起であった。

なぜ人びとは運動に参加するのか

学部の頃から社会学の社会運動研究は参考にして

いたつもりである。それでもやはり地理学的な研究

方法へのこだわりはあった。偶然、大学院の外書講

読の授業で見つけた論文が、自分の研究を支えてく

れることになる。そこでの問題意識は以下のような

ものだ、った。

合理的な個人は本来、要望を受け入れてもらうた

めに集合行為としての社会運動には参加しない。な

ぜなら参加の知何を問わず要求が実現するのなら、

楽な方、つまり参加しない方を選ぶからである。そ

れでも集合行為に参加するためには何かの理由があ

る。それを見定めていかなくてはいけない。 社会運

動への参加を説明するために政治経済的アプローチ

や歴史的アプローチが試みられた。地理学者はそれ

らに対して場所の特徴やコミュニティの役割に注目

すべきであるとした。

川崎は東京湾と多摩川に沿って工場が立地した。

京浜臨海工業地帯の中枢として空襲による戦災はあ

ったにせよ、製造業において日本で有数の生産規模

を誇っている。 一方で工場労働者の流入と東京、横

浜の通勤圏ということから人口も爆発的に増加し

た。こうした工業都市としての特徴のほかに、臨海

部の農漁村が都市化、工業化を経験したがゆえの在

来産業や地付住民の存在もある。それらが公害反対

運動の形成に大きくかかわっていたのであった。

博士課程に進学してからは、方法論を学ぶととも

に高度経済成長期を見据えて川崎の調査を継続しつ

つ、長期休暇の際には、別の地方における公害反対

運動も調べてみる ことにした。そこで社会運動への

参加の経緯を比較してみたのである。

場所と時代を変えて確かめてみる

公害反対運動における日本全国の動向を文献で調

べながら、 川崎以外の対象地域を倉敷市(水島)と

和歌山市に選定した。選択理由に個人的な調査の都

合(宿泊地、交通手段、協力者)があったとはいえ、

川崎に対して地方都市であることや工場地帯の形成

過程から、 比較対象として適切であったと思う。

高度経済成長期の公害反対運動が調査の中心とな

ったため、戦前の川崎に比べて資料は探しやすかっ

た。しかも限られた住民に対してではあるが、実体

験の聞き取りも可能であった。反対運動の展開に加

えて、議会資料も分析対象とした。記録が残ってい

ることで、公害問題への関心の程度ゃいかなる属性

の議員が積極的にかかわっているのかを検証できた。

川崎とは規模や時代背景が異なるものの、環境問題

への地域社会による対応という側面では相似性を見

出すことができた。

次の作業は川崎の過去をさ らに遡ることと、現在

に至るまでの公害反対運動の展開を跡づけていくこ

とであった。公害問題が発生していない時期でも調

査が必要なのは、場所の特徴やコミュニティ運営の

中心人物を調べることができるからである。高度経

済成長期の公害反対運動の分析では他都市で用いた

議事録の分析に加えて、政治過程に影響する選挙の

投票結果を集計してみた。いわゆる公害反対運動の

主体イメージがどのように形成されてきたかを確認

することもできた。

こうして調査をまとめつつ、 2001年3月に学位を

取得した。製本された冊子を手にとってみる と、そ

れなりの達成感はあったが、研究としてはまだまだ

途上であることを思い知らされた。フィ ールドワー

クで抱えた疑問が目の前に立ちふさがっていた。他

分野の研究との接合が、 学位論文に加えなかったい

くつかの調査のまとめ方を模索してみた。

学位取得後の課題と作業

政治地理の枠組みで研究成果をまとめるとともに、

最初に取り組んでみたいと思ったのは、環境問題発

生地における社会運動に参加しなかった住民の調査

である。これは共同研究で川崎臨海部の漁業者に注

目した。研究手法としては収集データをGISによっ

て表現する技術を習得した。関心が近い研究組織に

参加してアジアの大都市における環境問題に取り組

みつつ、環境問題を景観の開発や保全といった視点

からも解釈しようとしている。環境問題をテーマに

していることで、 研究の幅は徐々に広がった。それ

を教育にどう結びつけていくのかも、授業では意識

するようにしている。

「滋賀県立大学の環境学」への期待

着任地である滋賀県立大学環境科学部は職場とし

ても居住地としても環境問題の研究に最適である。

環境学諸分野の研究者や意欲を持つ学生 ・院生との

議論を楽しみにしている。目の前に広がる琵琶湖と

滋賀県の地域社会は魅力的なフィール ドである。私

の環境学は今、始まったに過ぎないのかもしれない。
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私の環境学

2006年度10月より現職に本学環境計画学科に着

任いたしました。私の環境学を記す前に、これまで

関わった設計や研究についてお伝えさせてくださ

い。これまでの研究では専ら人間の行動をもとに建

築のデザインを考えることを専門にしておりまし

た。大学院を修了後、初めて就いた職では『人を集

める』のための建築を作っていました。美術館や駅

ビル、企業PR館のフ。ロデ、ユースがその主な職務内容

でしたが、その後人を集めても快適な人間空間系の

デザインに目覚め、その道の研究に没頭し、人の行

動モデルを用いた可視化シミュレーションによるメ

タデザイン手法をテーマに学位を収めました。前職

場の千葉大学では、主に大規模駅の改築計画、デパ

ートの売場配置計画の立案を通じ、混雑しでも方向

を見失わない、あるいは人混みが楽しめるといった

空間作りに寄与してきました。

と、ここまで書くと、本学の立地する琵琶湖周辺

での活躍の場がないもののように感じられますし、

実際には自然環境を対象とした研究実績も未だ不十

分ではありますが、これから私が本学で立ち上げる

研究室の大きなテーマをのべ、本年度の『私の環境

学』にかえさせていただきたく存じます。

昨年、ラマダンの時期にチュニジアを訪れました。

首都チュニスより北へ車で 5時間弱、『タクルーナ』

という集落を視察するためです。観光客はおろか、

都市部に住む地元の人間ですら訪れないこの地は、

畑の広がる原野の高台に牙城のごとく看取されます

が、あまりに力強い自然にしがみつくように存在し

ています。いくつかの住居が中庭を囲み寄り添う型

式は、チュニス等の都市部で見られるメディナの住

居群のそれに似ていますが、強い陽射しによるふく

射熱と乾いた風から身を守るべく、壁は通常の二倍

の厚さ、床面は晒し土間にて、居室内に適切な湿り

気と温度を与えています。 土地柄、別段珍しいもの

ではありませんが、この集落の件まいとそこに生活

する人々を観察するにつれ、圧倒的な強さをもっ環

境を前にする建築のありかたに気づかされます。た

かだか60名足らずの、集団様式の発展し得ない小さ

な建築群であっても、集落の方向は風と陽光の向き

を読んで作られています。従って住居から一歩出て

も、通りに強い風は吹きません。その効果には驚き

高柳英 明

環境計画学科

環境・建築デザイン専攻

を禁じ得ませんでした。

タクルーナ全景

普段より建築計画研究の傍ら、実践の設計に携わ

っている身の上から考えると、建築を造って建てる

ことは環境の消費行動であるとつくづく感じます。

それは仕方のないことですが、特に日本ではどこに

行っても都市ですから、その場に欲しい建築を、自

然環境とは関係を持たず求め造ろうとします。中に

は前面緑化をして天然冷却と街に潤いを…とお考え

の環境意識の高い向きもおいでですが、斜線制限な

ど建築を造る際の法規ですら、都市の成り立ちから

くる特例与件によってかたちを決めようとしている

ため、なかなか意識通りの建築にすることが難しい

ように感じます。

本学の立地する琵琶湖は、地質学で呼ばれるテク

トニック ・レイクであり、周囲からの堆積泥と湖底

の沈み込みが同時に進行する世界でも有数の古代湖

であると聞き知っています。 600万年の歴史を有す

る固有の気象条件からくる環境の特異性は、素人目

に見ても壮大なスケールとロマンを感じますし、私

の好きな風景写真家は、この琵琶湖の風がもたらす

様々な自然現象を捉えて見せてくれます。夏は霊気

楼が見えると言いますし、湖沼特有の湖陸風や、予

測不能なサーマルブリーズも吹くとされています。

このあまりにも味わい深く、なまめかしい現象を深

く観察 ・解析し、都市の特例与件ではなく、局地気

候、周辺の風景といった環境固有の特例与件として

A『
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明らかにし、建築や都市環境の造り方に活かす手だ

てを考えたいと思います。建築生産における環境対

応というと、アノニマスな立地を対象とした、とも

すれば説教臭いテーマになりがちですが、その場所

と環境の良さを活かす『固有な環境建築モデル』の

事例を明示することこそ、建築の消費文化にダイレ

クトに訴えかける環境学となりうるのでははいでし

ょうか。前述のタクルーナに比較してはあまりに感

傷的ではありますが、眺望や風景、気候や風を深く

理解し、それらを味わい尽くす本能的な術を忘れて

しまった現代建築に、技術的な知識として今一度想

起させることが急務であり、琵琶湖は絶好の研究対

象であると考えます。

具体的な手法は模索中ですが、ある種の実験住宅

を琵琶湖畔に構築し、広域の日射・気温変動、風

向・気流の循環等のデータに併せて、住宅のかたち

を変化させ、室内温度・湿度、風の抜け等を計測し、

快適空間モデルの推定を行うことを考えています。

このモデルを元に、住宅の形状や向き、または開口

位置や大きさ、開口条件等、建築デザインに直結す

る意匠上の問題を解決する設計支援システムを構築

し、立地固有の住宅のプロトタイプを導きたいと考

えます。私のこれまで、の研究活動で、培った人間行動

の解析モデル化では、群衆の挙動を定点観測したデ

ータを用い、その動きを単純な物理・工学モデルと

して理想化し、建築空間要素との挙動上の相互作用

のリアルタイム解析を行っており、同種の技術にお

いて、環境条件と設計デザイン条件の連聞を瞬時に

解析し、設計CAD画面上で逐次確認しながらその効

果を発揮する最適案を導き出すことができると考え

ます。また同様なことは公共性を帯びた集客施設等

にも適用でき、これにより今までの琵琶湖岸にはな

い、親水施設の考案と環境学の啓蒙にも寄与したい

と思います。現時点では未だ全て準備段階ですので、

いささか素案じみておりますが、建築消費にダイレ

クトに訴えかける環境学は、それを設計する者の意

識を改革する手法を提示することにあると思われま

す。今後の本学での研究活動に宜しくご期待下さい。
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これまでの研究の概要と今後の展望

私は京都大学大学院農学研究科、農薬メーカー

(石原産業株式会社)の研究所および(財)岩手生

物工学研究センターを経て、昨年 4月に滋賀県立大

学環境科学部に赴任してきました。今まで一貫して

植物の病気を取り扱う、植物病理学や作物保護学の

分野で研究を進めてきています。ここでは今までの

研究の概要を簡単に紹介するとともに、今後の研究

の展望や大学での教育などについて普段考えている

ことを述べてみたいと思います。

私のこれまでの研究の概要は、次のとおりです。

1.京都大学大学院在籍時の研究

(昭和53年4月~昭和57年 3月)

多くの種類の作物に感染する炭そ病菌は胞子の発

芽管の先端に宿主植物への侵入器官で、ある付着器を

形成します。ウリ類炭そ病菌を材料として用い、植

物病原糸状菌の病原性発現機構の解明を目的とし

て、付着器侵入に必須な種々の要因を解析しました。

付着器侵入に宿主細胞壁の化学的分解や付着器のメ

ラニン化が重要であることを明らかにするととも

に、その後のメラニン合成阻害薬剤(化学合成農薬)

の開発や糸状菌の病原性遺伝子の解析につながる基

礎的で重要な知見を明らかにしました。

2. 石原産業株式会社在職時の研究

(昭和57年4月~平成 5年2月)

新規な農業用殺菌剤の選抜および開発に従事し、

新規殺菌剤フルアジナムの登録取得や実用化にたず

さわるとともに、本薬剤の病害防除作用機構に関し

て多くの知見を明らかにしました。本薬剤は幅広い

病害防除スペクトラムを有する保護殺菌剤として、

現在でも日本国内のみならず国外でも多くの場面で

使用されています。

3. 財団法人岩手生物工学研究センターでの研究

(平成 5年 3月~平成18年3月)

1)病害の検出・診断技術の開発および病害の感

染・発病機構の解析

病害の検出・診断技術は病害の原因を正確に特

定し、病害防除を適切に実施する上でたいへん重

要です。ウイルス病や細菌病の検出技術(抗体を

用いた検出技術や遺伝子診断技術)の開発に取り

鈴木一実

生物資源管理学科

組み、実用化を踏まえて岩手県の試験研究機関に

数多くの技術成果を提示しました。また、得られ

た検出・診断技術を用いて、岩手県の重要な花き

品目であるリンドウのウイルス病の感染経路の解

明に取り組みました。 一方、難防除病害であるレ

タス腐敗病やトマト青枯病などの細菌病について

は病原菌の挙動と病徴発現の解析を通して、感

染・発病機構に関する基礎的な知見を明らかにし

ました。

2) カプシクム属植物のウイルス抵抗性機構の解析

岩手県では夏秋取りのピーマンの栽培がたいへ

んさかんです。ピーマンやトウガラシが含まれる

ナス科のカプシクム属植物にはトウガラシマイル

ドモットルウイルス (PMMoV)などのトバモウ

イルスに対する 4 種類のL抵抗性遺伝子 (L/~L4)

が存在し、それぞれ異なる病原型のトバモウイル

スを認識して過敏感反応を伴う抵抗性反応を誘導

することが知られています。そこで、 トパモウイ

ルスの各病原型を識別する遺伝子診断技術の開発

や宿主植物の抵抗性機構の解析に取り組みあわせ

て抵抗性育種の効率化をはかる上で重要と思われ

るウイルス抵抗性に連鎖するDNAマーカーや抵抗

性遺伝子型識別マーカーの探索を行いました。ま

た、 L抵抗性遺伝子とは連鎖しない新規なトパモ

ウイルス抵抗性遺伝子を同定しました。さらに、

キュウリモザイクウイルス (CMV)については育

種に利用されている抵抗性遺伝子源がほとんど知

られていないことから、カプシクム属植物の多く

の系統や素材を集め、 CMVの接種による抵抗性素

材の選抜を実施しました。その結果、二つのタイ

プの新規なCMV抵抗性素材を見い出し、その抵抗

性機構を解析しました。

今後の研究展望については以下のように考えて

います。

1.カプシクム属植物のウイルス抵抗性機構の解析

すでに得られているL抵抗性遺伝子に連鎖する

DNAマーカーをもとに、 L抵抗性遺伝子のより詳細

なマッピングを実施するとともに、新しく同定した

L遺伝子とは連鎖しない抵抗性遺伝子によるウイル

ス抵抗性機構についてもさらに解析を進めたいと考

えています。
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CMVに対する抵抗性素材の探索も重要な課題と位

置づけ、すでに得られている新規なCMV抵抗性素材

のウイルス抵抗性機構を明らかにし、遺伝解析を実

施することにより、抵抗性育種への応用の可能性を

探りたいと思っています。

2. 新規なウイルス抵抗性、病害抵抗性素材の探索

有効な防除薬剤が存在しないウイルス病の適切な

防除を考える上で、宿主植物のウイルス抵抗性遺伝

子の利用が重要であると考えられます。ところが、

抵抗性遺伝子によるウイルス抵抗性はウイルスの変

異により打破される例も知られています。実際に

PMMoVではウイルスの外被タンパク質遺伝子の変

異により、 L遺伝子によるウイルス抵抗性が打破さ

れています。そこで、 トウガラシ類の栽培起源地

(中南米)などで収集されたカプシクム属植物の遺

伝子源の中から、新規なウイルス抵抗性素材を選抜

し、抵抗性の遺伝様式、育種素材としての利用の可

能性などについて解析してみたいと考えています。

さらに、ウイルス病以外の病害抵抗性、すなわち糸

状菌病、細菌病に対する抵抗性素材の検索について

も取組んでみたいと考えているところです。

3. 病原糸状菌の侵入・発病機構の解析

各種作物に感染する炭そ病菌、とくにウリ類炭そ

病菌や滋賀県の重要な野菜である各種のアブラナ科

作物に感染する炭そ病菌を材料として、付着器侵入

や感染・発病機構の解析を実施することにより、病

害防除につながる新しい知見を得たいと考えていま

す。新しい防除薬剤の開発につながる新しい現象と

か農薬に頼らない新しい病害防除技術の開発が期待

されます。

4. 滋賀県内の生産現場での重要な病害の調査

滋賀県では栽培面積こそそれほど多くはないが、

環境問題に配慮した農業生産や関西の大都市のニー

ズに対応した都市近郊型作物栽培がさかんです。作

物保護を考える上では病害の総合防除(薬剤防除、

抵抗性育種、耕種的防除、生物的防除)を適切に実

施することが重要であり、その大前提となる病害の

正確な検出・診断や薬剤耐性菌の出現、新病害の発

生などに留意して実際の生産現場で問題になってい

る病害をみてみたいと考えています。その中で滋賀

県という地域に根ざした新しい研究テーマをみつけ

ることも期待されます。

大学における学生の教育や研究連携などにつ

いて普段考えていることを最後に取り上げます。

1.農業現場をみることの重要性

植物病理学や作物保護学の分野にも分子生物学、

遺伝子工学などバイオテクノ口ジーの波が押し寄せ

ていますが、遺伝子がわかれば我々が親しんでいる

生命現象をすべて解き明かせるというものでもあり

ません。初歩の学生にとって最も大切なことは、生

物の世界で作物と病原体との間で繰り広げられる

様々な興味深い現象を自らの目で見分ける力を養う

ことだと思います。植物病理学や作物保護学は農業

現場でおこる病気の被害を少なくする必要性から発

達してきた学問であり、学生たちには実際の田や畑

で何が起こっているか観察することを教えたいと考

えています。農業現場での病害発生の実態をまず正

しくみてもらい、さらに進んで宿主~病原体の相互

作用、特異性の成立を魅力ある生物現象として把握

して欲しいものです。

2. 地域連携、ネットワークづくりの重要性

大学の研究は地域に根ざした研究を推進し、また

外部から競争的資金を取ってこなければ充分な研究

活動ができない状況になってきています。専門分野

が異なる研究者が結集して総合的・組織的な研究に

取り組むことや、大きなテーマによってはそれぞれ

の専門家を集めてプロジェクト研究に挑戦すること

が求められています。さらに、公的試験研究機関や

民間企業の研究者と大学の研究者聞を結びつけるこ

とも大きな意義があると思われます。お互いの知的

財産を基盤にして研究開発のシーズを出しあい、地

域に隠れているニーズを堀り起こし、それらの情報

を共有化し共同利用することはまさに滋賀県という

地域に根ざした研究テーマの掘り起こしであり、大

きく地域貢献や人材育成につながるものと思われま

す。

3. 環境科学部生物資源管理学科における自分の研

究の位置づけ

自分の専門分野(植物病理学、作物保護学)を環

境科学や生物資源管理学の中でどう位置づけていく

か考えていきたいと d思っています。生物資源の生産

を最適な条件で行ない環境への影響をより少なくす

るには、生物資源そのものである植物(作物)と病

原体を熟知し、その生産の場をとりまく環境を適切

に管理する技術とシステムが必要です。植物病理学

的な観点からすれば環境は植物、病原体だけでなく

植物と病原体の相互作用にも影響を及ぼし、さらに

病原体は環境ストレスそのものであるとも云えます。
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病害を防除するいろいろな手段のうち、化学農薬は

環境に付加を与えてきているのも事実であり、 化学

薬剤だけに頼らない病害防除すなわち総合的病害管

理が重要であるわけです。

したがって、当面は病原体の病原性発現機構の解

析にもとづく新しい病害防除技術の開発や病害抵抗

性素材の探索・解析にもとづく新規な病害抵抗性育

種素材の開発をめざしたいと考えています。病原体

の病原性発現の研究は病原体の作物に病気を引き起

こす能力そのものをコントロールする理想的な(環

境に配慮した)病害防除技術、防除薬剤などの開発

につながる新しい新知見が得られることが期待でき

ます。また、植物の病害抵抗性発現の研究は新規な

抵抗性遺伝子源、生物資源の探索、その育種素材と

しての有効利用につながるものと考えています。
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の器

低投入持続型農業のためのイネ育種

私は大学時代、農学部農学科の育種学研究室とい

うところで勉強してきました。今回、「私の環境学」

という機会をいただきましたので、これまで学び研

究してきたことと環境問題への応用について述べ、

今後の研究展望についても記してみたいと思いま

す。

まず最初に、育種(breeding)というのは、品種改

良ともいいますが、「生物を、人間にとって都合が

良いように遺伝的に改変することJと定義されてい

る農業技術の一つをいいます。遺伝的な改変ときく

と、今問題になっている作物への除草剤耐性遺伝子

などの導入が頭に浮かぶかもしれません。しかし、

改良法のーっとしての遺伝子導入はここ10年の新し

い技術で、それよりず、っと以前から人類は交配や選

抜という生物の遺伝的改変を行ってきました。この

従来法による育種は、私たちが無意識の内に"知っ

ている“遺伝という現象に根ざした技術です。例え

ば私たちは、犬からは犬が生まれチワワという犬種

からはチワワが生まれることを強く期待します。チ

ワワの子犬の容姿が犬種の特徴と大きく異なれば別

の犬種との雑種の子だと思うでしょう。よい成績を

残した競争馬は次の世代の親馬として高額で取引さ

れるそうです。速く走る馬の子は速く走るという考

えに、私たちは違和感を持ちません。人間の場合で

も、親子や血縁関係者の容姿や性質は似るはずだと

思っていますから、「他人の空似」とか「鳶が鷹を

産む」という言い回しが成り立つのです。遺伝や進

化ということが自然科学の対象となり様々な研究が

なされるようになるずっと以前から、私たちはこの

親から子への性質(形質)の継承を"知って"いまし

た。そして実際に、野生の生物種の中から自分たち

に都合がよいものを選び、保護し、近交交配(または

自殖交配)を進めることで栽培植物や家畜への品種改

良、原始的な育種を行ってきました。遺伝学の研究

が始まるず、っと前の、恐らく有史以前から行われて

いたであろう育種技術は、農耕による安定的な食料

供給を可能にし、人類の繁栄と文明の発展に大いに

寄与したことでしょう。

現代の育種では、生物の持つ遺伝の仕組みをより

意識的に利用し効率的な品種育成を行うための研究

が進められています。遺伝によって子孫に伝わる情

報は遺伝子という単位に分けられ、そしてその実体
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生物資源管理学科

はDNA(デオキシリボ核酸)という生体高分子である

ことが解明されています。遺伝子の情報は生物の形

質を決める設計図そのものなのだという認識が得ら

れたことで、子は親に似るという現象にも科学的に

明解な説明を与えられるようになりました。目が黒

くなるという形質は目を黒くする遺伝子によっても

たらされ、目が黒い親から目を黒くする遺伝子が伝

わることによって子の目も黒くなる、という説明で

す。遺伝子の総体をゲノムという言葉で表しますが、

ここ最近のゲノム研究は飛躍的な発展をしました。

ゲノム研究から得られた様々な情報や科学技術を援

用することで、交配や選抜という従来法による育種

は、より効率的で計画的な手法として再利用するこ

とができるようになりました。

大学の育種学研究室で私は、イネを材料として研

究を行ってきました。イネは世界人口の半分以上を

支える最重要穀物で日本人にとっても馴染みの深い

ものですが、 2倍体の自殖性植物であるという遺伝

育種学の研究に適した性質も持っていました。研究

室分属時(1995年)の研究テーマは、「イネの鉄過剰

害耐性に関する遺伝分析」というものでした。

鉄過剰害というのは、水田のような湛水土壌に特

有の栄養障害(=栄養ストレス)の一つで、過剰の鉄を

吸収したイネは葉先から褐色の斑点ができ

(bronzingという)、更に症状が悪化すると葉身全体

が褐変化しやがて植物体全体が枯死するなど収量減

少の要因になります。日本の稲作で問題になること

は少ないですが、東南アジア・アフリカ・南アメリ

カなどの熱帯・亜熱帯地域の中の広範な面積で起こ

る栄養ストレスであるため、客土や土壌の改良によ

る問題解決は経済的にも物理的にも困難です。この

栄養ストレスに耐性を持つイネを育種することがで

きれば、肥料や土壌改良剤などの投入資源の少ない

(つまり低投入型の)持続可能な解決策が実現できる

はずです。そのための鉄過剰害耐性に関する遺伝解

析をはじめることになりました。この研究テーマは、

当時の指導教授である池橋宏先生に、私の熱帯地域

への農業貢献に対する希望を汲んで頂いた結果立ち

上がったものでした。

遺伝解析とは、遺伝マーカーと連鎖を利用して農

業上の様々な有用形質を解析する手法をいいます。

20世紀初頭には、遺伝子には染色体上の位置(遺伝



子座)があり、遺伝子座の相対的な位置関係は連鎖解

析によって連鎖地図にまとめられることが解明され

ていました。遺伝マーカーはこの連鎖地図の作成に

便利な指標で、特にDNA配列の多型に基づく DNA

マーカーが普及することによって全ての遺伝情報を

網羅する連鎖地図の作成が可能になりました。農業

上の有用形質の遺伝子は連鎖地図のどの位置にある

かが判明することで、育種への応用が容易で確実に

行えるようになります。 DNAマーカーの技術革新が

進み連鎖地図の利便性が高まることによって、遺伝

解析は、有用形質を地図に乗せる作業(マッピングと

いう)へと帰結することができるようになりました。

ストレス耐性の遺伝解析には、耐性形質の評価も

重要な仕事でした。まず鉄過剰害ストレスを再現す

るために、大学の圃場に面積20mX深さ40cm程度

の穴を掘ってシー トを張った簡易プールを作成し、

山からとってきた士(酸化鉄を多く 含む花闘岩土壌)

を詰めたポットを沈めて還元状態にし過剰の二価鉄

によるストレス処理を試みました(図1)。

図l 鉄過剰害ストレス処理用ポット試験の様子

この方法で確かにポ ット中の二価鉄濃度は上昇

し、供試したイネは鉄過剰害ストレス特有の症状を

見せました。しかし、土壌バクテリアの鉄還元作用

に頼って過剰の鉄が生成されるため、気温など環境

要因によりストレス強度が変動すること、鉄濃度の

ポット間差も大きく均一なストレス処理を行うこと

ができないなど問題点も判明しました。

修士に進学してからは、水耕栽培による鉄過剰害

のスクリーニングを行いました。 1996年から始まっ

た日本の外務省と国際イネ研究所(IRRI)とのシャト

ルリサーチプロジェクト(第3期)に参加し、故

D.Senadhira先生の下で鉄過剰害の研究を続けまし

た。再現性が高く効率のよいスクリーニング法を確

立するための工夫を試み、分離集団を評価してQTL

角平キ斤をf子いました。

博士課程へ進学し研究を続けた結果、過剰症に対

する耐性や鉄の過剰吸収に関する遺伝子座が検出で

き(図 2)、最終的には投稿論文としても発表しまし

た。しかし、鉄の過剰害は、イネが持つ根の過剰鉄

排除能と吸収された過剰鉄に対する耐性が互いに関

係する非常に複雑な形質であることも分かり、耐性

遺伝子の探求は頓挫してしまいました。その代わり、

研究の過程で発見したリン欠乏ストレスに応答する

形質やホウ酸過剰に対する耐性遺伝子の研究は、そ

の後も続ける機会を得、成果を上げつつあるところ

です。
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図2イネの鉄過剰害ストレス耐性のQTL

90年代後半はイネの育種学研究の大きな変革期

でもありました。イネはその他の重要な穀物をも含

むイネ科グループの中で最もゲノムサイズが小さく、

コムギや トウモロコ シなどのゲノム研究を進める上

でも都合のよい便利なモデル作物であるとの認識が

広がっていきました。 1997年にイネ塩基配列の完全

解読のための国際プロジェクトが設立されると、そ

れまで日本や他のアジア諸国を中心に行われてきた

イネの育種研究が世界中で注目され研究されるよう

になりました。 DNAマーカーの利用やQTL解析を

通じてゲノム研究に興味を持っていた私は、 一度栄

養ストレスの研究から離れ、(独)農業生物資源研究

所の川崎信二博士の下でゲノム解析の研究を始めま

した。そこで、生物の高密度連鎖地図作成法、物理

地図作成の研究にたずさわり、コ ンビュータを用い

た生物研究も勉強しました。

再び栄養ストレスの研究に戻ったのは平成15年度

の日本大学COEプロジェクトの特別研究員としてで

した。日大では学生の頃に手を出していたリン欠乏

ストレス応答形質の研究を進め、その遺伝子を解明

するための研究は現在も続いています。
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ストレス耐性品種を育成し、低投入持続型農業を

実現するという 10年前の希望は、未だ果たせていま

せん。しかし、この間に蓄積したゲノム情報や分子

生物学的ツールなど、人間にとってより都合のよい

育種を実現するための道具が揃いつつあります。今、

携わっている研究を発展させリン利用効率の高いイ

ネを育成できれば、環境を汚染しにくい低投入持続

型農業の実現に近づくでしょう。ゲノム情報を利用

したDNAマーカー選抜による交配育種は、遺伝資源

の中の遺伝子情報を有効利用する新しい育種法であ

り、生態系への不自然な撹乱の恐れがない遺伝的改

良法です。生物遺伝資源側からの環境学への貢献の

ため、これからも研究を続け成果を出したいと思い

ます。
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学位論文の概要



イネおよびヨシの高親和性硝酸輸送システムに関わる
遺伝子の構造と発現

一般的に、限られた窒素源を効率的に利用し高い

生産性を示す植物が重要であると考えられる。それ

は、限りある田畑に投入されている肥料も限りある

資源の一部であるためである。そのため、植物の窒

素同化能力は大きな意味での環境科学とも密接に関

わっている。

本研究では植物の生育に重要な窒素源のひとつで

ある硝酸と硝酸同化の第 1段階であるイネ科植物の

根の表皮細胞における硝酸吸収メカニズムに注目

し、イネ COryza sa tiva)とヨシ CPhragmites

australis)の硝酸吸収メカニズムの解析を植物生理学

および分子生物学レベルで行なった。本博士論文は

4章から構成されており、概要は以下の通りである。

第 1章では硝酸濃度に依存して働く低親和性輸送

システムおよび高親和性輸送システムを支配する遺

伝子NRTlおよびNRT2の現在までの研究の流れに

ついて概説した。また、近年明らかにされつつある

NRT2の機能活性を制御すると考えられるNAR2に

ついてもふれ、本研究で注目すべき部分を明らかに

した。

第 2章ではイネのゲノムデータベースからイネの

NRT2およびNAR2CそれぞれOsNRT2および

OsNAR2)を単離し、それらの配列から推測される

4つのOsNRT2COsNRT2.1 -OsNRT2.4)および2

つのOsNAR2COsNAR2.1とOsNAR2.2)の基礎的デ、

ータをinsilico解析により取得した。その結果、

OsNRT2.1とOsNRT2.2はORFの配列が同一である

が、 5'および3'-UTRが異なる遺伝子であることを

明らかにした。さらに、各々の遺伝子の5'-UTRに

おいて転写制御機構に関わるTATAボックスあるい

はGATAモチーフの配置の違いを明らかにし、それ

ら遺伝子聞の転写制御の違いを予測した。また、さ

まざまな生物種のNRT2のアミノ酸配列を元にして

系統樹を作成した結果、 OsNRT2sが単子葉植物の

NRT2グループに含まれるものと、シロイヌナズナ

のAtNRT2.7が含まれる単純に進化系統的に分類で

きないグループに含まれた。このようなOsNRT2フ

ァミリーの構成は、すでにシロイヌナズナで報告さ

れていたものと同様であった(図1)。
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図l 生物のNRT2の系統樹。 NRT2sの推定アミノ酸配
列をClustalWとTreeView用いて系統樹解析を行った。
系統樹上のそれぞれ数字はその分岐の確からしさを表し
ており、 1000が最も確からしい(bootstrap=1000 
replicates)o Iは単子葉植物、 IIは双子葉植物、 IIIはコケ
や酵母を含む下等生物、 IVは上記のように進化系統的に
分かれなかったそれぞれのNRT2のグループを示す。

第 3章では、前章で抽出・同定した4つのOsNRT2

と2つのOsNAR2の機能を明らかにするため、硝酸

誘導時における硝酸吸収とそれらの遺伝子の発現パ

ターンを、硝酸処理前に窒素飢餓前処理またはアン

モニア前処理(それぞれ積極的誘導条件または抑制

的誘導条件)を行なった幼植物体を用いて経時的に

解析した(図 2と図 3)。積極的誘導条件では、

OsNRT2.1、OsNRT2.2、OsNRT2.4とOsNAR2.1
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図2 経時的な硝酸吸収量の増加 (AとB)。 幼植物体を
500μM (NH.)2S04で前処理を行なった処理区(口)
と行なっていない処理区(・)を設け、その後200μ
M KN03溶液で24時間処理を行ない経時的に硝酸吸収
量を測定した。 Aは硝酸処理後24時間の経時的な増加
を示し、 BはOから 2時間の増加を示している。それぞ
れ6反復行なった。
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幽位論~の概

のアミノ酸残基が 3つ異なっていることを明らかに

した。以上の結果を総合し、自然集団のヨシの硝酸

吸収能力には遺伝的差異があり、硝酸吸収能力の高

いヨシを選抜 ・育種することが可能であると結論し

W-6 民"~ 80.8μM 
V叩~ 10.62μmol g"1 root f.w. h-1 12.0 

。
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図3.硝酸誘導処理直後からの根におけるOsNRT2sと
OsNAR2sの発現パターン。処理区は図 2と同様に設定
し、硝酸誘導処理後の任意の時間で発現解析を行なった。
Actin は内部標準遺伝子。

クローン図4.ヨシ小植物体の硝酸吸収の遺伝的差異。
W-6は企で、クローンW-8は・で示す。
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本博士研究論文は未解明であったイネおよびヨシ

の硝酸吸収に関与する遺伝子を明らかにしたもので

ある。 イネではOsNRT2.1および、OsNAR2.1に焦点

を絞り、根における硝酸の吸収効率を高めて窒素源

の利用効率を高める育種戦略の可能性を示した。ヨ

シではNRT2を単離し、ヨシの硝酸除去能力を人為

的に向上させる可能性を明示した。

本研究成果を応用すれば、冒頭の部分で述べた植

物とは相対する形質を持つ窒素源を多量に吸収する

だけの「燃費の悪いJ植物が育種されるかもしれない。

しかし、硝酸吸収量に見合った硝酸同化能力を付与

すれば、硝酸利用効率をさらに高めた植物の育種も

期待される。一方、限られた窒素源を最大限に活用

することや過剰な窒素源をある系から効率的に取り

除くために、相反する形質を持つ植物を必要に応じ

て使い分ける「環境科学的アプローチ」も考えられ

る。

の発現および硝酸吸収は硝酸処理後ほぼ同じ時間か

ら誘導され、上記遺伝子の硝酸吸収への関与が示唆

された。 しかし、抑制的誘導条件の幼植物体では、

OsNRT2.1およびOsNAR2.1の発現と硝酸吸収は遅

れて誘導され、 OsNRT2.2は硝酸処理開始前から発

現していた 。異なる二つの前 処理 条 件でも

OsNRT2.1および、OsNAR2.1は硝酸吸収とともに誘

導されていたので、両遺伝子が根における硝酸吸収

に重要な役割を果たしていると結論した。

また、積極的誘導条 件における幼植物体の

OsNRT2.1および、OsNRT2.2の発現量は、抑制的誘

導条件時と比較して劇的に増加していた。しかし、

それぞれの同時刻のOsNAR2.1の発現量は上記両遺

伝子とは異なり、両前処理区間で劇的な発現量の差

異が認められなかった。一方、積極的誘導条件また

は抑制的誘導条件時の硝酸吸収量の増加速度には大

差がなく、 NRT2の発現量と根における硝酸吸収の

活性には正の相闘が認められないことを示唆した。

以上の結果から、過剰に硝酸誘導されたOsNRT2.1

および、OsNRT2.2は転写後あるいは翻訳後調節を受

けているこやさら に他の植物で報告されているよ

うに、 OsNRT2.1の活性化にOsNAR2.1が関与する

ことを示唆した。今後は、タンパク質レベルでの研

究が必要であろう。

第 4章では、琵琶湖周辺の水際に生息するヨシの

硝酸吸収能力に注目し、ヨシの硝酸吸収速度の評価

とNRT2の単離を行なった。 ヨシ集団内で硝酸吸収

能力の指標となるKmとVmaxの差異を認め、 硝酸誘

導後のKmとVmaxの差異が大きい 2つのヨシクロー

ン株CW-6およびW-8)を選抜した(図 4)。両ヨシク

ローンについて分子生物学的手法を用いて研究した

結果、両クローンのNRT2は硝酸誘導時に異なる発

現パターンを示すことおよび両クローン問のNRT2
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森林からの水質汚濁物質の流出と琵琶湖の
沈水植物群落の水質改善機能の評価

浜端悦治

環境動態学専攻

要旨

本研究では琵琶湖の保全において，植物群落の視

点から最も重要と考えられる集水域における森林生

態系と湖沼における沈水植物群落という 2つの植物

群落を取り上げた.森林群落については渓流として

流れ出す汚濁負荷量の推定精度を向上させるととも

に，森林伐採が渓流水質に及ぼす影響を野外実験に

よって明らかにすることを試みた.さらに汚濁負荷

を受け止める琵琶湖においては，特に南湖を研究対

象とし，ほぼ壊滅状態にあった沈水植物群落の回復

状況を把握するとともに，その回復が湖沼水質に及

ぼす影響を調査した.これらの研究から，森林の伐

採や沈水植物群落の回復といった群落の劇的な変化

が，湖沼環境に重大な影響を及ぼす可能性のあるこ

とを明らかにした.

森林の物質流出機構と皆伐・植林の影響

森林からの汚濁負荷量の原単位の精度を高めるた

めに，琵琶湖集水域で基岩の異なる2地域の森林流

出水で， N， Pの栄養塩なと、の観測を行った.調査流

域は湖南中部の花闘岩地の3小流域，湖西北部の古

生層の地域の2小流域で、あった.渓流水を毎週調査

した結果，花闘岩地の油日-N，油日-s，妙光寺での

全窒素 (TN) の年間平均濃度は0.408，0.589， 

0.349mg/lであり，全リン(TP)の年間平均濃度はそ

れぞれ0.0074，0.0046， 0.0096mg/lであった.ま

た年間の流出量の平均値は油日-N，油日 s，妙光寺

のそれぞれで， TNは， 5.85， 3.99， 8.37kg/ha・年，

TPでは0.131，0.044， 0.280kg/ha・年であった.

TN， TPの浄化率を求めると，油日-N，油日-s，妙光

寺それぞれについて， TN: 55， 76， 36%， TP: 77， 

95， 59%となった.古生層を母岩とする朽木-R流域，

朽木一L流域でのTN，TPの濃度はそれぞれTN:

0.136， 0.138mg/l， TP: 0.0090， 0.0095mg/lで、あ

った.花闘岩地の濃度と比較すると， P濃度には大

きな違いは無かったが N濃度は古生層の朽木2流域

ではかなり低くかった.またR流域か らの流出負荷

量はN，Pそれぞれ1.95，0.129kg/ha・年，浄化率は

N，Pそれぞれ86%，77%と推定された.花闘岩と古

生層の森林地帯の5小流域での調査から， TNやTP

の栄養塩類については森林が浄化に働いていること

が示された. しかし流出量の変動は同一流域での変

動より流域間での変動の方が大きく，森林流域の原

単位を明らかにするためには、さらに多くの流域で

の測定が必要と考えられた.

写真 1 伐採前の朽木村麻生の実験地
伐採予定のL流域と対照区としてのR流域(1996年 7月撮

影) 尾根部にはアカマツが見られるが，大部分はコナ
ラ・クリの落葉樹が占める.

森林伐採が渓流水質等に及ぼす影響を定量的に明

らかにすることを目的とした日本で初めての試みと

なる野外での流域規模での森林伐採実験を，朽木実

験地で行った. この実験地は隣り合うL，Rの2流域

からなり(写真1)，ともに落葉広葉樹二次林が優占

する流域で，それぞれ流末端に量水堰を設け，水

量・水質等の測定を行い，実験期間半ばにl流域 (L

流域)の森林全てを伐採(皆伐)し，手を加えない

もう一方の流域 (R流域)との渓流水質等の比較を

行った 2流域に生育する胸高直径4.5cm以上の全て

の個体8，334本について毎木調査を実施するととも

に，伐採前には115本の樹木について伐倒調査を行

い，部位の測定，幹，枝，葉の重量測定，葉面積測

定を行い，現存量の推定式を求めた.方形区ごとの

現存量を用い，植生に基づく地形区分を試みた.現

存量推定式から地上部現存量を求めると， L流域が

88.2 t/ha， R流域が111t/haと推定された地上部

現存量におけるN，Pは， L流域， R流域それぞれに

ついてN:231kg/ha， 295kg/ha， P: 15.1kg/ha， 

19.3kg/haと推定された葉量を現存量推定式を用

いて求めるとL流域が3.0lt/ha，R流域が3.92t/haと
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なった. これらの値はリタートラップによって測定

した落葉枝量の， L流域3.61t/ha・年， R流域4.62

t/ha・年に近い値となり 現存量推定式を用いての

落葉枝量の推定の可能性が示された

:l戸ニトAJ:ji--JJj会式
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年 年

図1. L， R流域から流出する渓流水の水量加重年平均
水質の比の経年変化

L流域の全樹木を伐採するいわゆる皆伐を行った

結果，伐採直後にTNやTPの増加が見られた.さら

に伐採後 9ヶ月を過ぎたころからTNの濃度上昇が

始まり，その後 3年間， 0.5mg/l前後の高濃度が継

続した. この濃度上昇の主因はN03-Nの増加であっ

た.この高濃度は季節にかかわらず通年で高い状態

を維持した 2000年後半から徐々に低下し始めたが，

伐採6年後の2002年でもR流域の濃度レベルには戻

らなかった(図1).前者の伐採直後の増加は，伐

採時における土壌撹乱や森林がなくなり降雨が直接

土壌表面にあたること等の物理的な原因によると考

場品論文vの概

代謝などの変化が硝化細菌の活性を高めた結果と考

えられた.また， これらのN03-Nは斜面の中下部で

生産されている可能性が高いことがわかった.

森林伐採のこうした渓流水質への影響は，夏の成

層期には生産層では窒素についても不足する琵琶湖

にとっては富栄養化に寄与する恐れがあると考えら

れた.それを軽減するために，伐採時の表土撹乱を

できるだけ抑えること 伐採後の裸地状態を早く回

復させることが重要であり，伐採・植林後の下刈り

方法を検討する必要のあることがわかった.また斜

面中・下部でのNOTNの生成を考えると，斜面下部

の樹木，渓畔林の取り扱いについて検討が必要であ

り，山地の土地利用にあたっては，斜面下部といっ

た土地の条件などを勘案してのゾーニングや，渓畔

林の保護育成なども今後の重要な施策となると考え

られた

沈水植物群落の回復とその影響

琵琶湖では1994年9月15日に-123cm水位を記録

した.これは1939年以来 実に55年ぶりの夏の低

水位記録となった. これを契機に南湖を中心に沈水

植物群落が回復を始め それに呼応するかように水

質の改善が見られた.琵琶湖全域での沈水植物群落

の現況を明らかにするとともに，群落の回復が水質

等に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした研

究を行った.

琵琶湖では1994年の大渇水に続いて， 2000年

(-97cm)， 2002年(-99cm) と夏期の低水位が

近年頻発している. こうした渇水年を利用して，

1994年と2000年には航空写真を利用しての沈水植

物群落の分布面積の把握を 2002年には南湖を対象

に種類組成の把握を行ったその結果，琵琶湖には，

えられた.後者のN03-Nの増加は，土壌呼吸の低下 100 %の被度に換算して1994年には1，441ha， 

や，メタン吸収速度の低下の現象が現れる時期など 2000年には2，831haの沈水植物群落が存在し， 6 

と一致し，伐採流域の土壌中での環境の変化，物質 年間で分布面積が倍増していることがわかった(表

表1 琵琶湖における沈水植物群落の被度階級別面積

(ha) 

南湖 北湖
琵琶湖全域

被度階級(%) 被度階級(%)

年 100-75 75-50 50-10 10ー>0 小音| 100-75 75-50 50-10 10ー>0 ノl、言十 iロL圭ロキl 

分布面積 20.2 208 236 158 622 24.4 1，130 1，510 723 3，390 4，010 
1994 

群落面積 17.7 130 70.9 7.9 227 21.4 703 453 36.1 1，210 1，440 

分布面積 2.4 1，740 585 599 2，930 42.4 1，670 1，300 1，130 4，140 7，070 
2000 

群落面積 2.1 1，090 175 30.0 1，300 37.1 1，050 390 56.4 1，530 2，830 

注)群落面積=分布面積×被度階級中央値
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表2 各区水質項目の渇水以前 0990-1994年)と近年 (2000-2003年)の地域グループ別の平均値の比較

G 1 (n=20) G2 (n=24) G3 (n=12) G4 (n=20) 

水質項目 調査期間 Mean CV(%) S.L Mean CV(%) S.L. Mean CV(%) S.L Mean CV(%) S.L 

透明度 (m)
1990-1993 2.39 23 

*** 
1.40 31 **キ 1.69 30 1.76 17 

*** 
2000-2003 3.04 16 2.05 24 1.87 19 2.55 12 

クロロフィル a(μg/l) 1990-1993 6.97 43 
*** 

12.83 31 
*** 

11.21 33 
*** 

12.3 22 
*** 

2000-2003 3.59 34 5.97 50 4.70 32 4.61 40 

1990-1993 0.0173 36 
*** 

0.0301 24 
*** 

0.0229 18 
*** 

0.0260 18 
*** TP (mg/1) 

2000-2003 0.0116 12 0.0199 23 0.0168 12 0.0170 18 

TN (mg/l) 
1990-1993 0.288 14 

*** 
0.353 14 

** 
0.317 11 

** 
0.374 22 

* 2000-2003 0.236 18 0.302 22 0.265 20 0.311 27 

Gl， G2， G3， G4の各区は，それぞれ南湖北湖，中部沿岸部，中部中央区 CV:変動係数

南部地域の採水点から成る S.L有意レベノレ，***:0.1%; **: 1%; *: 5% 

1).そしてその面積増加の大部分が南湖での増加

であることが明らかになった.出現頻度の高い種類

はクロモ，センニンモ，マツモの在来種であり，そ

れに外来種のオオカナダモが続いた.

沈水植物群落の過去の分布資料を検討した結果，

南湖では1950年代から 1970年代にかけて急速に分

布面積が減少し， 1994年以降増加に転じていること

が明らかになった.また1980年代の南湖での調査結

果との比較から，かつての優占種である外来種のコ

カナダモや，そして在来種ではイバラモの減少が顕

著となった.同様に過去の水質データとの比較から，

南湖では沈水植物群落の増加に伴い，透明度をはじ

めとして，クロロフィル a，TP， TNの濃度などの

水質項目に改善がみられた.特に南湖の南部地域

(G4)では.透明度は1.8mから 2.6m~=上昇し，ク

ロロフィル a，TP， TN (唐橋流心を除く)につい

てはそれぞれ 12.3μg/lが4.61μg/lに， 0.026mg/l 

が0.017mg/lに， 0.35mg/lが0.28mg/l(TNのみ

1%で有意， 他は0.1%で有意:t検定)へと低下し，

水質の改善傾向が明らかとなった(表 2).

山東町の三島池で隔離水界を用いた沈水植物の植

栽実験を行ったところ，群落が発達し，また大きな

降雨もなく水界が安定した状態にあった6月末から7

月末までの問で，植栽区と非植栽区とで平均値を求

めると，クロロフィル aでは24.2と72.1μg/l，濁度

では16.4と46.0NTU. TNでは0.37と0.61mg/l，

TPでは0.048と0.086mg/lとなり，いずれも植栽区

は半分程度，あるいはそれ以下の濃度しかなかった

(0.1 %で有意:t検定).以上の結果から，沈水植物

群落が発達するとクロロフィルーa，TP， TN，濁度

の濃度が低下することが，実験的に確かめられた

これらの結果から，南湖は沈水植物群落の回復に

伴い，水質にもその影響が及び，水質の改善が進ん

でいると考えた.沈水植物が水質を改善する機構を

明らかにすることが出来なかったが，単独の原因で

水質が改善されると考えるのは困難であり，生態系

構造を形作る沈水植物群落の発達がより豊かな生態

系を創出し，系全体として生産性が向上し，それに

よって水質が改善されると考えた.

本研究は，琵琶湖，特に南湖において， 1970年代，

1980年代の富栄養化によって壊滅状態にあった沈水

植物群落が回復したことを初めて明らかにした.こ

うした56km2もの大面積を持つ湖盆で、の水草帯の

回復と，それに伴う水質改善が報告された事例は日

本のみならず諸外国でも知られていない.

結論

琵琶湖の水質を保全するためには，湖招内にあっ

ては沈水植物群落を，陸域にあっては集水域の6割

を占める森林生態系を安定的に維持しなければなら

ないことがわかったが 各生態系内の構成要素の相

E作用の重要性も明らかになった. しかし湖沼生態

系は，強力な運搬因子である水を介して，集水域の

各生態系とつながっている.これら生態系は集合と

して景観(域)を構成しており，景観は生態系同様

に密接に相互作用を及ぼしあっている.このような

景観を総合的に捉える ことによって，琵琶湖のよう

な湖沼の保全が実現できると考えられる.
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環境科学部

環境生態学科の一年
倉茂好匡

環境生態学科長

本年度の独立法人化に伴い，本学はめまぐるしい

変革の中にある.環境生態学科ではこの変革の時代

にさらなる発展を遂げるべく，将来構想、を検討して

いる.そして， 2008年度に計画されている学部再編

に合わせて新たなスター トを切るべく準備中であ

る.

1.学生の動き

2006年4月には30名の新入生を迎えた. この中

には， 2006年3月より大きく入学試験科目を変更し

た後期試験を突破した入学生 9名も含まれている.

本学科では， 2006年度より後期入試の試験科目を従

来の「数学」と「理科 2科目」から「理科 1科目」

と 「総合問題Jに変更した. これは，さまざまな環

境問題に関心を強く持ち，データ解析能力や分析能

力を持つ学生を選抜したいとする本学科の意志を実

現するためのものである.特に本学科で課した「総

合問題」は，受験生のデータ解析能力や計算能力な

どを知るために工夫された全く新しい形式の試験で

ある.この試験を突破してきた学生が今後どのよう

に実力を伸ばしていくのか楽しみである.

2. 教員の動き

4月から浜端悦治助教授と長谷川直子助手が着任

された.浜端助教授はこれまで琵琶湖研究所で研究

されていた研究者であり，琵琶湖とその周辺の水草

等に造詣が深い方である.また長谷川助手はフラン

スで湖沼の物理について研究されてきた新鋭であ

る.彼らの着任により，学生にもよい刺激があたえ

られている.本学科の教育・研究に活躍が期待され

る.

本学の独立法人化に伴い，本学全体の将来計画を

実現されるための人事を行うべく学長管理枠J

と称する人事管理枠が設けられることになった.本

学全学部より 11名の教員定員を減員してこれを学長

が管理し，将来計画に沿った人事を行おうとするも

のである. これに伴い，本学科では2007年度より 1

名の教員定員減を余儀なくされた.後述する「学科

の将来構想Jへの影響は計り知れない. これまで15

名の教員で行ってきた教育 ・研究を14名でカバーせ

ざるを得ない状況であり，我々の一層の奮闘が必要

な状況である.

3.学科をめぐる動き

昨年度の本稿で前学科長が報告しているように

2005年度の段階で本学科は学科名を変更したいとす

る意思表示を行った.これは 本学科の理念を「琵

琶湖とその集水域を主なフィ ールドとし，ここにお

ける環境問題を総合的に把握して，問題解決に向け

ての原理と方法論を教育 ・研究するとともに， その

成果を国内外における環境の修復 ・再生に広く応用

できる能力を備えた人材を養う j と定めたためであ

る 一方，従来の「環境生態学科Jという名称では，

ともすれば「生態学を主とした教育 ・研究を行う学

科」と受験生に誤解されることがあった.そこで

「環境問題を総合的に把握する」 ことを本学科が目指

していることを象徴するような学科名に変更したい

と考えた.そして， 2005年度の段階では学科名称を

「琵琶湖環境学科Jに変更したいとする学科の意思表

示を行った.

一方，本学の独立法人化に伴い，各学部では2008

年度より再編するべく準備を開始した.環境科学部

でも2008年度より4学科体制に再編される予定であ

る.そのため，本学科のみがその理念変更に伴って

学科名変更するのではなく，これを学部再編の中に

位置づけて行う必要に迫られた. このため，本学科

の学科名変更は当面は留保せざるを得ないことにな

った.

一方，新たな本学科の理念を具現するためには，

学科のカリキュラム自体を改変する必要がある.学

生がある分野の科目ばかりを履修したりすることが

ないような，また幅広い環境問題を総合的に学習で

きるようなカリキュラムを実現しなくてはならない.

相当に大きなカリキュラム変更になる予定である.

2008年度からの実現を目指して作業を進めている.

環境計画学科環境社会計画専攻の一年
仁連孝昭

環境計画学科長

環境社会計画専攻主任

2006 (平成18)年度は42名の新入生を受け入れ

た。昨年の新入生数より 1名上回っている。学生の

休学は通年休学 2名、前期休学2名、後期休学 3名

であり、経済的理由による休学者が増えてきている。

なお今年度の後期から杉山優太君がMichigan

Technological Universityに1年間留学することと

なった。環境社会計画専攻では、 3回生後期に卒業

研究のために研究室への配属を行っている。研究室

に配属される対象はその年度内に 3回生までに課せ
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られている履修条件を満たす見込みのある学生であ

るが、今年度は47名の学生がそれぞれ研究室に配属

され、卒業論文作成に向けてスタートをきった。ま

た本年度卒業論文に取り組んだ学生は40名であり、

全員が無事卒業できることをめざしたい。(この文

章を書いている時点ではまだ卒業判定が終わってい

ないので、このような書き方をしている。)

公立大学法人化にともなって大学の経営主体とし

て理事会が組織され、土屋正春教授が環境社会計画

専攻教授を退任し2006年4月 1日理事に就任した。

土屋教授の後任として10月 1日に磯田尚子助教授が

赴任された。また 4月1日に香川雄一講師が着任し

た。本年度後期から、文部省「地域再生人材創出拠

点の形成Jプログラムとして大学院博士前期課程の

教育コースの地域再生学座「近江環人」が設けられ

たことにともない、このコースを主に担当する鵜飼

修助教授が11月1日に赴任された。磯田尚子助教授

は学部では「環境法IJ I環境法IIJ I環境倫理学J大

学院では「環境政策運営論」を担当することとなっ

た。香川雄一講師は学部では「地域調査法JI地域

環境政策論」を担当することとなった。鵜飼修助教

授は地域再生学座の「コミュニティマネジメント特

論JI地域診断法特論」を担当し、学部では「市民

参加論」の一部を担当することとなった。また、近

藤隆二郎助教授が 7月23日から 10月21日までオ一

口ヴィル・エコビレッジ(インド)に長期研修に出

かけた。

環境社会計画専攻では、平成初年度に専攻を学科

へ昇格させる予定をしており、また平成19年度から

生物資源管理学科の富岡昌雄教授、高橋車也講師の

移籍を予定している。それに対応するため、新学科

のカリキュラム体系についての議論を進めてきた。

新学科では環境マネジメント系の科目群を充実させ

るとともに、環境政策系の科目に地球環境政策論を

新たに設けるなどのカリキュラムの充実を行い、新

学科開設に先立ち平成19年度より新しいカリキュラ

ムを実施することとした。かなり大幅なカリキュラ

ム変更となったが、学生の学習意欲をそそる内容に

していきたい。

環境計画学科環境・建築デザイン専攻の一年
布野修司

環境・建築デザイン専攻主任

2006年3月で、藤原悌三先生が御退官、名誉教授

となられました。ただ、 引き続き、非常勤講師とし

てお世話になっております。藤原先生の退官記念祝

賀会は、 3月26日に、彦根プリンスホテルで、教え

子たちの参加も加えて盛大に執り行われ、記念論文

集『安全・快適・まちづくり』、論文集『我が歩み』、

研究史『耐震構造から総合防災へ、そして、いま環

境防災』の全三間が刊行されました。御業績等の詳

細については、この記念刊行物に譲りたいと思いま

す。滋賀県立大学には、 1998年に語着任以来、熱心

に教育研究に当たられ、多くの人材を育てられると

同時に、特に、耐震構造、地域防災に関する研究で、

大きな足跡を残されました。

人事としては、岡田哲史助教授が千葉大学工学部

助教授として 5月1日付で転任になられ、後任とし

て、高柳英明助教授が10月1日付で着任されました。

また、同じく 10月 1日付で、藤原先生の後任として、

陶器浩一先生が教授に昇任されました。専攻は、大

きく若返ったことになります。両先生の、ますます

の御精進とご活躍を期待したいと思います。

カリキュラム改定に伴い、今年から新たに太田浩

史先生(東京大学COE研究員、「環境技術J)、金多

隆先生(京都大学助教授、「建築生産施工J) に非常

勤として講義を担当していただくことになりました。

お二人は、新進気鋭の建築家、研究者として活躍さ

れており、学生たちに大きな刺激を与えて頂いてい

ます。

4月より、独立法人(公立大学法人)化がスター

トしたわけですが、それに先立つて、滋賀県立大学

全体の地域貢献プログラムの一環として、文部科学

省の「地域再生人材創出拠点の形成」プログラム

(科学技術振興調整費)に応募することとなり、年初

より、その基本理念、方法、応募書類の作成に、奥

貫隆教授を中心に環境・建築デザイン専攻は忙殺さ

れることになりました。

地域診断からまちづくりまでをオルガナイズでき

るコミュニティ・アーキテク ト「近江環人」を育成

することを基本理念とする、この応募は、学長自ら

中心となったプレゼンテーションも含めて評価され、

全国から80近くの応募がある中、最終的に公立大学

としては唯一10拠点の一つに選ばれました。

結果として、「近江環人地域再生学座」という大学

院コースを設置することになったわけですが(詳細

な報告は、学長報告、環境計画学専攻報告等に譲り

ます)、 10月の開講を目指しての学生募集、学則改

定、教員人事など、ほとんど夏休みもない状況で、

開講後も、環境・建築デザイン専攻は、「近江環人地

域再生学座」教員会議の中心として大きな役割を果

たしてきました。
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法人化とともに大学改革、学科新設を含む学部再

編が進められつつあります。中期目標が認められて、

一丸となって目標達成を求められているわけです

が、様々な問題があって、とまどいもあるようです。

建築環境デザイン学科独立へ向けての作業は、昨

年度、カリキュラム改訂などの骨格を決定しである

ため、とりたててありませんでしたが、大田新学部

長のもとで他専攻、他学科と連携して準備を進めて

きました。

大学全入時代を迎え、また、昨今の「建設不信j

の風潮の中、環境 ・建築デザイン専攻の応募者の減

少が心配されます。充実した教育研究を展開するこ

とが基本ですが、対外的なアピール、高大連携など

考慮する必要があります。議論とともに具体的試み

を進めていかなければと考えております。

教員の活動については、それぞれの活動記録に委

ねますが、受賞もあり、都市計画学会、建築学会を

中心として、学科全体としてはいい評価を頂いてい

ると d思っています。

学生の自主的運営による「談話室J活動は今年も

活発に行われました。また、対外的活躍が目立ちま

す。 3月に卒業し、京都工芸繊維大学の大学院に進

学した磯員直紀君が卒業制作で MITSUBISHI

CHEMICAL JUNIOR DESIGNER AWARD大賞

(賞金200万円)受賞しました。石井幹子、栄久庵憲

司、柏木博、日比野克彦、茂木健一郎といった鐸々

たる顔ぶれの審査員が名を連ねた権威ある賞です。

また、 4回生の高橋渓君が、日本建築学会創立120

周年記念建築文化事業StudentSummer Seminar 
2006 I佐藤淳賞j、そして第23回日本建築家協会

(JIA)東海支部建築設計競技銀賞の両賞を受賞しま

した。さらに、三回生の小川智史君がラン ドスケー

プ七大展で入賞、京都CDL"ミテ ・キテ・ツク ッテ"

即日設計コンクールで、四回生の中漬春洋君、高橋

渓君が金賞 ・銀賞を受賞しました。高橋渓君は、立

て続けに賞をとっており、将来が楽しみです。

生物資源管理学科の一年
川地 武

生物資源管理学科長

行事関係

2月 卒業研究発表会

3月 学位授与式(卒業式)

泉助教授が日本作物学会論文賞を受賞

4月 入学式、新任教員2名が着任

7月 オープンキャンパス(参加者38名)

8月 高大連携講座(参加者15名)

9月 須戸講師が日本陸水学会2006年度学会賞

(吉村賞)を受賞

11月 高校への出前講義(守山高校、大垣南高校)

12月 研究成果発表会

(滋賀県農林水産技術会議と共催)

学生の動向

3月には卒業生64名を送り出し、 4月に新入生61

名を迎える。 17年度入学者に 2名の退学者が出たが、

理由は他大学受験の意向であった。平成18年12月現

在の休学者はゼロであり、入学後の迷いや頓挫はな

いようで、ありがたいことである。なお、現在 2名

の留年者がいるが、若干の単位不足や進路変更によ

るものであり、卒業に向けたさらなる支援が必要で

ある。(その結果、 19年 3月に卒業の運びとなった。)

18年 3月卒業生の就職状況であるが、就職希望者

43名、卒業時の内定者39名(内定率90.7%)であり、

世間でいわれる就職戦線の好転がまだ反映されてい

ない。 19年3月卒業予定学生の内定率はこれより好

転しており、卒業時には100%となることを期待し

ている。

学科運営

4月から当大学は公立大学法人となり、大学の運

営、意思決定方式が変わりました。しかし、学科レ

ベルでは変化を感じる局面は少なく、法人化の中身

はこれから作って行くのかも知れません。

学科のあり方、理念についてあいまいさを残す状

態が続きます。環境か、環境農学か、生物機能の活

用かとゆれ、これが学生の履修科目の多さと、卒業

研究や進路選択の迷いにもつながります。今年は19

年度からのカリキュラムの見直しを行いました。金

木教授をリーダーとして学科カリキュラム委員会を

立ち上げ、この委員会から 3つの履修コースが提案

されました。その 3つとは①生物生産、②生物機能

利用、③地域環境管理です。 19年度から入学する学

生はこのいずれに進むかを意識しつつ履修科目を選

択することになります。理念問題がこのような具体

的な課題を通じて徐々に明確になり、着地すること

を期待したい。

長年の懸案であった環境計画学科の 2専攻の独立問

題に解決のメドが立ち、環境建築デザイン学科と環

境政策計画学科としてスター卜する。これに伴い、

当学科で環境経済学を専門領域としてきた富岡教授

と高橋講師が19年度から環境計画学科に移動するこ

とになった。生物資源管理学科の学生定員に変化は

なく、また生物資源の学生が両教員の科目選択をす
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るのにも支障はありません。

教員の出入り

本年は但見教授と西尾助教授が定年退職された。

3月3日に両教員による最終講義が行われ、卒業生

や現役学生、教職員で講義室は満室であった。当大

学に 9年勤続された但見教授は、農林水産省の研究

機関から当大学に移動し、植物病理の教育・研究に

携わられ、温和な性格で慕われていた。西尾助教授

は短大時代から野菜の教育・研究に当たられ、県内

を中心に教え子も多い。最終講義では滋賀の特産固

有の赤カブについて話され、地域密着の県立大学な

らではの研究をされていたことを初めて知る。

4月から新たに鈴木教授と、清水助手が着任され

た。鈴木先生は専門の微生物関係分野の教育・研究

で新風を送り込んでくれると思われ、また吹奏楽の

達人(吹奏学部の学生の弁)とのことで、課外活動

を通じた学生指導も期待している。清水先生はまだ

30代前半、分子生物学手法を駆使した先端的研究で

学生諸君を引っ張ってくれることを期待したい。

環境 科学研究科

環境動態学専攻の一年
長谷川 博

環境動態学専攻長

法人化された体制の第 1年目は、前年度までに退

職された教員に代わり、新たに 4名の教員が4月か

ら加わってスター卜した。法人化により研究費の配

分等、研究活動に大きな変化がでるものと予想され

たが、本年度の研究、教育活動は前年の体制がほぼ

継続されて実施された。

滋賀県立大学のような地方の小さな大学は特色を

出さねば生き残れないだろう。それは資格試験の合

格率を上げる等の教育中心か、主に地域の問題解決

のための研究、技術開発を中心とするかの両方向で

あると思われる。環境科学部・環境科学研究科とし

ては、ことに環境動態学専攻は後者の道を歩まざる

をえない。大学院の教育、研究指導を今後も強化し、

研究を通じた人材の育成を図らなければならない。

研究科の活動状況のバロメーターとして博士後期

課程の院生の研究活動、学位授与数があげられる。

2006年には文末に記した 4名に博士(環境科学)の

学位が授与されたが、博士後期課程に 3年を越えて

在籍する院生の数は年度当初 9名であった(1名は

7月に学位取得)。環境動態学専攻で学位を目指し

還境科学部置』環壌科学研実科一一ー

た研究には時間を要するものが多いこと、博士取得

後の就職難等の問題は存在するが、やはり研究指導

を強化し、博士後期課程 3年で学位を授与できるよ

う指導教員は努力しなければならない。

平成18年度博士前期課程の合格者が定員を割った

ことから心配された平成19年度の入試は、無事定員

を上回る進学予定者が確保された。しかしながら、

院生確保は他大学大学院でも懸案事項となっており、

今後とも油断を許さない。試験日や試験方式の見直

しも必要になるかも知れないが、一番必要なのは魅

力ある研究テーマで学内外から院生を集める努力で

ある。教員の個人的努力だけに帰すのではなく、研

究活動を支える組織のありかた、研究費配分等の制

度の整備が必要と思われる。

法人化の影響は2007年度から現れるはずである。

4月には助手ポストの助教への切り替えがなされる

予定である。専攻に所属する助手全員が助教の有資

格者であるが、これは学部の講義担当についての評

価であり、大学院における研究指導ならびに講義担

当に関しては2006年内には決着がつかなかった。

平成21年度からは大学院の改組が予定されてい

る。ただし、予定されるその内容は博士後期課程の

定員割れ(ことに工学研究科)の手当という色彩が

強く、博士前期課程は現状維持との方針である。専

攻内ではこの方針に対する異議、疑義の声も少なく

ない。学部将来構想、のなかに、学部と大学院のねじ

れ解消を主張する意見もあるが、単に学科組織と大

学院組織を同一にするだけでは、新たなねじれを生

むことになる。はじめに記したように、環境科学研

究科、ことに環境動態学専攻は特色ある研究を中心

にこれからの大学問競争を生きて行かねばならない。

そのために、どのような研究を通じて、大学院生の

研究指導・教育を行わねばならないのか、大学全体

の組織から考えねばならない2007年になりそうであ

る。

2006年における学位授与者:柳田直樹、三木聡子、

荒木良一 (以上、課程博士)、浜端悦治(論文博士)

環境計画学専攻の一年
水原 渉

環境計画学専攻長

本専攻は環境意匠コース(以下:意匠コース)と

地域環境経営コース(以下:地域経営コース)から

構成されている。学部の方は環境計画学科の 2専攻

が 2学科に独立する方向で進んでいるが、大学院の
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専攻はこのままの体制でしばらく進んでいく。現在、

他研究科との合併など上部からの大学院の再編の主

導の動きもあるが、その理念を明確にすることが教

員の聞から意見として出されている。組織的枠組み

などは案として先行的に示されているが、利点は何

かなど、まだ未解明な点も多く、これらを明確にし

ていく必要がある。

学生の状況

在籍者は環境意匠コースではD2、D1各 1名、 M

2以上19名、 M1: 20名、環境地域経営コースでは

D4: 1名、 D3:2名、 D2:1名、 D1: 2名、 M2

以上6名、 M1: 5名という状況である。意匠コース

では在籍者数が定員に比して多いが、 M2以上では留

学や実務活動経験のための休学者が何人かいたこと

によるもので、本年度にはその殆どが修了予定であ

る。

なお日本建築学会計画系論文集に、意匠コースD2

の超聖民君の論文「日本植民統治期における韓国

密陽 ・三浪津邑の都市形成と土地所有変化に関する

考察:一旧日本人町に着目して一」が採用されている

(計画系論文集NO.607、P.79、2006年9月)。

また、日本建築学会の大会での発表は、環境意匠

コースの在学生、卒業生合わせて、 5名が行ってい

る。

教育

2006年度は、環境意匠コースで昨年度に見直した

カリキュラムの実施の年であった。個々の教員の専

門性をより生かす方針で、これまで多くオムニパス

方式で行われていた授業を見直し、 1，2回生混合の授

業を促す意味で隔年開講の増設も含めて行われたも

のである。効果を評価するのはもう少しの時間が必

要だが、小さな大学院であって授業選択の幅を広げ

るための一つの方法と言え、専門的大学院教育を進

めていくために効果を期待したい。

この間の大きな動きとしては本県立大学大学院で

の「近江環人地域再生学座j の設立があった。これ

は、文部科学省が平成18年度新規課題として募集し

た「地域再生人材創出拠点の形成Jプログラム(科

学技術振興調整費)に採択され、大学と行政等との

連携によって地域再生をはじめとする様々な地域課

題の解決に貢献する人材の育成を目的とする全学的

大学院教育プロジェクトである。

この学座第一期生として、環境意匠コースから 6

名の院生が合格し、 10月から学座に新設された講義、

実習カリキュラムでコミュニティ・アーキテクト

(近江環人)を目指し、勉学に励んでいる。

これは社会人(大学院には所属しない)も対象と

したもので、土曜開講も行っている。大学院の更な

る活性化を考えるとき、留学生と並んで社会人入学

も視野に入れる必要があり、この様な体制も必要と

なってくる可能性がある。
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環境科学部・環境科学研究科人事等

1. 教員の移動

採用 2006年4月 1日付け

1兵端悦治環境生態学科(環境科学研究科環

境動態学専攻)助教授

長谷川直子 環境生態学科(環境科学研究科環

境動態学専攻)助手

香川 雄一 環境計画学科環境社会計画専攻

(環境科学研究科環境計画学専攻)

講師

鈴木 一実 生物資源管理学科(環境科学研究

科環境動態学専攻)教授

清水 顕史 生物資源管理学科(環境科学研究

科環境動態学専攻)助手

採用 2006年10月 1日付け

磯田尚子環境計画学科環境社会計画専攻

(環境科学研究科環境計画学専攻)

助教授

高柳英明 環境計画学科環境 ・建築デザイン

専攻(環境科学研究科環境計画学

専攻)助教授

採用 2006年11月 1日付け

鵜飼 修環境計画学科環境社会計画専攻

(環境科学研究科環境計画学専

攻・近江環人地域再生学座担当)

助教授

昇任 2006年4月 1日付け

泉 泰弘 助教授へ昇任(生物資源管理学科、

環境科学研究科環境動態学専攻)

昇任 2006年10月 1日付け

陶器浩一教授へ昇任(環境計画学科環境 ・

建築デザイン専攻、環境科学研究

科環境計画学専攻)

退職 2006年 3月31日付け

藤原悌三、但見明俊、西尾敏彦

異動 2006年 4月 1日付け

土屋正春理事(教育担当)に就任

2.非常勤講師の派遣

環境生態学科

大田啓一 筑波大学

名古屋産業大学

三田村緒佐武 大阪教育大学

大阪府立大学

海洋環境学

環境科学

水圏科学 I

環境科学

生物科学特別講義日

倉茂好匡 北海道大学大学院

地球圏環境科学特別講義 I

野間 直彦長浜バイオ大学 環境影響評価論

丸尾雅啓奈良教育大学 基礎環境科学

龍谷泰行滋賀県立農業大学校生物

基礎統計学

肥田 嘉文滋賀県立農業大学校環境概論 ・前期

環境計画学科環境社会計画専攻

石川 義紀中部大学大学院 環境影響評価論

仁連孝昭龍谷大学 チェーンレクチャー

秋山 道雄奈良教育大学 自然地理学

龍谷大学 人文地理学

井手慎司立命館大学 地球環境システム

錦津滋雄長浜バイオ大学 環境影響評価論

環境計画学科環境 ・建築デザイン専攻

布野修司京都大学 地理学

村上修一 京都市立芸術大学造園学2

京都造形芸術大学環境デザイン

[ランド]I-3 l03Kアースワークとランドアート 1

高柳英明千葉大学施設計画マネジメント演習

伊丹 清京都橋大学

滋賀文化短期大学

山本直彦立命館大学

建築デザイン基礎

室内環境デザイン

設備環境学

世界都市史

建築デザイン演習 I

生物資源管理学科

秋田 重誠滋賀県立農業大学校作物概論

長谷川 博滋賀県立総合保険専門学校

環境人間学

富岡昌雄南九州大学 環境経営・会計学

岡野寛治京都教育大学 動物資源利用学

小谷贋通京都大学 測量学

泉 泰弘 滋賀県立農業大学校 環境概論 ・後期

上町達也滋賀県立農業大学校 園芸用施設

3. 学部長室訪問者

チョイ・ジュンキル サンチ大学理工学部長，表敬

訪問， 2007年 2月28日.
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環境生態学科

1.著書

坂本充，熊谷道夫編 (2006)東アジアモンスーン域

の湖沼と流域一水源環境保全のために .盆且彊

=，内陸アジア湖沼群への温暖化影響一生態的

氷河学の観点から-J. 名古屋大学出版会，名古

屋.

坂本充，熊谷道夫編 (2006)東アジアモンスーン域

の湖沼と流域 水源環境保全のために一.返盤且

治流域生態系の変化と湖沼影響J. 李恒，返

温且治雲南高原湖沼の水生植物群落とその生

態J. 名古屋大学出版会，名古屋.

熊谷道夫，石川可奈子編 (2006)世界の湖沼と地球

環境.長谷川直子，第5章「レマン湖の低酸素化J.

古今書院，東京.

丸山宗利編 (2006)森と水辺の甲虫誌 1丘盤撞，第

10章「タマオシコガネの自然史J. 東海大学出版

会，神奈川.

Lobl， 1 and A. Smetana (eds.) (2006) Catalogue 

of Palaearctic Coleoptera Volume 3.単ι五♀且，

“Passalidae" . Apollo Books， Copenhagen. 

日本水環境学会編 (2006)水環境ハンドブック.圏

盆主星，第 1章 2 河川水質及び汚濁負荷の特

性J. 朝倉書庖，東京.

S. Fujii， K. Yamada and I. Kunimats11 (eds.) 
(2006) Water Science and Technology-

Diffuse Pollution VIII. IW A Publishing. 

坂本充，熊谷道夫編 (2006)東アジアモンスーン域

の湖沼と流域一水源環境保全のために一.坂本充，

村瀬潤，11.星韮宜，宋学良，第 3章4 I湖の富栄

養化の現状，変動経過，原因J(4) I撫仙湖，星

雲湖のN，P動態 琵琶湖との比較においてJ. 名

古屋大学出版会，名古屋.

C.E. Goulden， T. Sitnikova， 1. Gelhaus， B. Boldgiv 

(eds.) (2006) “The Geology， Biodiversity and 

Ecology of Lake Hovsgol (Mongolia)". 

Chapter 6， Kumagai M， 1. Urabe， C.E.Goulden， 

N. Soninkhishig， D Hadbaatar， S. Tsujimura， Y. 

Hayami， T. Sekino and出Lー単位uo，Recent rise 

in water level at Lake Hovsgol in Mongolia， p. 

77-91. Chapter 8， Hayami Y.， M. Kumagai，且

盟主込Q，T. Sekino， S. Tsujimura and J. Urabe， 

Review of some physical processes in Lake 

Hovsgol， p. 115-124. Chapter 24， Urabe 1.， T. 

Sekino， Y. Hayami，単一出盆旦.10，S. Tsujimura， M. 

Kumagai， B. Boldgiv and C.E. Goulden， Some 
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biological and chemical characteristics of 

Lake Hovsgol， p. 387-402， Backhuys 

Publishers， Leiden， Nederland. 

2. 論文(学会誌およびそれに準じる学術、技術雑

誌およびプロシーディングに掲載されているもの)

♀♀L♀~.， H. Terai and Q. MitamurQ， (2006) 

Production of extracellular organic carbon in 

the total primary production by freshwater 

benthic algae at the littoral zone and inflow 

river of Lake Biwa. Verhandlungen 

Internationale Vereinigung fur Theoretische 

und Angewandte Limnologie 29: 2021-2026. 

Anbutsu.K.， T. Nakajima， Y. Takemon， K. 

Tanida，立ι♀♀toand Q. MitamurQ， (2006) 

Distribution of biogeochemical compounds in 

interstitial and surface standing water bodies 

in the gravel bar of the Kizu River， Japan. 

Arch Hydrobiology 166: 145-167. 

Anbutsu. K.， Y. Inoue，担ι♀otoand Q. Mitamura 

(2006) Seasonal changes of nutrient concen-

tration and algal biomass in the stagnant 

water system on sand bar of Kizu River， 

Japan. Verhandlungen Internationale 

Vereinigung fur Theoretische und 

Angewandte Limnologie 29・1871-1876.

Matsuura. Y"立ι♀♀担 and0. MitamurQ， (2006) 

C:N:P ratios of epilithic periphyton in Lake 

Biwa and its catchment basin. Proceedings of 

Second JapawKorea Joint Symposium on 

Limnology， Online System: 30-36. 

西野麻知子，大野朋子，前中久行，返温且治，佐久

間維美 (2006)士と基礎の生態学4.琵琶湖周辺

水域の生物多様性と微地形.土と基礎 54:78-86. 

Hasegawa (Ishi只uro).N.and K. Okubo (2006) 

Double-diffusive convection in the thermocline 

of lake Geneva. Verhandlungen Internationale 

Vereinigung fur Theoretische und Angewandte 

Limnologie 29: 1833-1836. 

長谷川(石黒)直子，大久保賢治 (2006)夏季のレ

マン湖内ローヌ川河口付近での湖水と河川水の混

合状態について.お茶の水地理 46:21-28. 

Ko旦ι且.(2006) New records of Leptaul似 loebli

Kon， Johki et Araya (Coleoptera， Passalidae) 

from Laos and Myanmar. Elytra 34: 152. 

五on.且ュ， K. Araya and M. Mohamed (2006) Two 

new species of Aceraius (Coleoptera， 
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Passalidae) from Borneo. with a key to the 

Bornean species of Aceraius・Elytra34: 107-

117. 

Ko且"，M..M. Ohara. T. Ochi and S. Hartini (2006) 

A new record of Onthophagus (Sunenaga) wallacei 

(Coleoptera. Scarabaeidae) from Halmahera. 

Maluku. Elytra 34: 396. 

Akamine.M.. P. Moretto. T. Ochi and出ι五♀且

(2006) Dung beetles (Coleoptera. Scarabaeidae) 

collected from a tropical rain forest of 

Kakamega. Kenya. with some new 

distributional records. Elytra 34: 327-335. 

Hanatsuka. M.. K. Masumoto and M.五Q旦(2006)

Two new alleculine species (Coleoptera. 

Tenebrionidae. Alleculinae) from Japan. 

Elytra 34: 179-183. 

Ochi. T. and且ι」三♀且 (2006)Notes on the 

coprophagous scarab-beetles (Coleoptera. 

Scarabaeidae) from Southeast Asia (X). Four 

new species of Onthophagus (Obthophagus) 

from Borneo. Entomological Review of Japan 

61: 1-10. 

Ochi. T. and単ι五♀旦 (2006)Description of the 

female of Onthophagus (Phanaeomorphus) johkii 

Ochi et Kon (Coleoptera. Scarabaeidae). Elytra 

34: 118. 

Ochi， T. and盟.K♀旦 (2006)Notes on the 

coprophagous scarab-beetles (Coleoptera. 

Scarabaeidae) from Southeast Asia (XII). Six 

new species of Onthophagus CIndachorius) from 

Borneo. Entomological Review of Japan 61: 

169-180. 

Ochi. T. and単ι」三♀且 (2006)Notes on the 

coprophagous scarab-beetles (Coleoptera. 

Scarabaeidae) from Southeast Asia (XIII). 
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割II. 日本陸水学会第71回大会，松山.

安備かおり，後麗直盛，三田村緒佐武 (2006)木津
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入河川の溶存態ケイ 素濃度と地質との関係.第17

回日本陸水学会近畿支部会，堺. 
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中野伸一，三田村緒件武，訟遁蓋盟， V. V. Drucker， 

V. A. Fialkov，杉山雅人 (2006)パイカル湖に

溶存する有機物の分子サイズ別分布と蛍光スペク
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松山.

橘淳治， 三田村緒件武，小山修平 (2006)廃棄物原

点処理を重視した水質分析一大阪府教育センター

の理科研修における実践事例一.日本環境教育学
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五旦畳二，瓦屋韮藍 (2006)溶存腐植様物質の化学
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本国畳二，草旦王墨，生盤主，瓦屋雄監 (2006)難
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寄生虫学会第75会大会，弘前

Urabe.M.， K. Ogawa and T. Nakatsugawa 

(2006) An outbreak and subsidence of a fish 
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disease caused by an alien bucephalid 

trematode in the Uji River， central Japan. 

International Congress of Parasitology， 

Glasgow， UK. 

5.研究会等、講演会、特別講義での発表

1)研究会等における発表

長谷川(石異)直子，大久保賢治 (2006) レマン湖

へ流入する融氷起源河川水の挙動について. 日仏

海洋学会学術研究発表会， 日仏会館.

南秀樹，中口譲，小畑元， .tL.A韮藍，加藤義久

(2006)東太平洋における懸濁粒子および堆積物

の化学組成について.京大学海洋研究所共同利用

シンポジウム:太平洋および南極海の微量元素・

同位体と生物地球化学サイクル (GEOTRACES

計画)，東京大学.

三田村緒件武，安備かおり，山口祐二，~皇五星

(2006)水平伏流水流動中の栄養塩動態.河川生

態学術研究木津川グループ平成18年度研究会，京

都.

三田村緒佐武，安備かおり，中島拓男 (2006)たま

りでの一次生産と栄養塩動態.河川生態学術研究

木津川グループ平成18年度研究会，京都.

中島拓男，安備かおり， 三田村緒件武 (2006)流路

河床での脱窒による窒素除去.河川生態学術研究

木津川グループ平成18年度研究会，京都.

本田監二 (2006)バイオエアロゾルと琵琶湖集水域

環境.バイオエアロゾル研究会，金沢.

2)講演会

Fushimi.H. (2006) Water circulation of Lake 

Biwa catchment area and acid snow. UNEP . 

ILEC Training Course，彦根， 2月9日.

三田村緒件武 (2006)私たちが守る水環境.シルバ

ーカレッジ生活環境講座，神戸市教育委員会，神

戸シルバーカレッジ，6月27日.

三田村緒件武 (2006)おいしい水を飲むために.シ

ルバーカレッジ生活環境講座，神戸市教育委員会，

神戸シルバーカレッジ， 6月28日.

三田村緒佐武 (2006)琵琶湖淀川水の旅.彦根市老

人会教養講座彦根， 9月28日.

三田村緒件武 (2006)生物地球化学入門「湖沼の物

質代謝に関する実験J. 平成18年度サイエンス・

パートナーシップ・プロジェクト教員研修，文部

科学省，大阪府教育センター， 10月13日.

本国宜二 (2006)難分解溶存有機物の化学と機能.

京都化学者クラブ，京都， 7月 1日.

3) 授業

盆且4盟三主 (2006) 自然環境との共存.草津レイカデ

ィア大学， 12月 1日.

返盤且誼 (2006) 自然環境と生態との関係理解のた

めに.長浜高校， 10月25日.

盟国蓋玄 (2006)環境概論.滋賀県農業大学校， 5 

月12日， 6月15日， 6月29日， 7月 5日

本田監二 (2006)難分解性有機物.中部大学， 6月

28日.

6. 競争的研究資金の導入

1)本学特別研究

箆麗亘瓦&.奨励研究，陸水域におけるシリカ循環の

生物地球化学過程に関する研究平成18年度， 50 

万円.

2) 科学研究費補助金

生1室主，本旦畳二，窒E監，熊谷道夫代かき水j が

琵琶湖生態系に与える影響.基盤研究 (B)，(2) 

平成16~18年度， 430万円.

伊村智，生盤圭，その他6名.大規模地球環境変動に

対する極域湖沼生態系の応答機構.基盤研究 (B)， 

平成18~21年度， 490万円(初年度分).

長沼毅，生盤主，その他13名.南北両極の微生物相の

多様性と系統に関する調査研究 国際極年計画の

中核として.基盤研究 (A)，平成18~21年度，

3030万円.

返盤:且治，安藤元一，金子有子，西野麻知子，矢部

徹.東アジアにおける水鳥のフライウェイ中継湿

地での水生生物相の分布と遺伝的多様性.基盤研

究 (A)，平成16~19年度， 850万円.

長谷川直子.琵琶湖へ流入する融雪深層密度流の定

量的な把握に関する研究.若手研究，平成18~19

年度， 138万円.

1旦旦童卒.農村下水道処理水導入休耕田のニゴロブ

ナのエストロゲン作用影響からの回復過程.基盤

研究 (C)，平成16~18年度， 370万円

近雄撞(研究代表者)，前川清人分子にもとづく日

本産オオセンチコガネの地理的変異の研究.基盤

研究 (C)，平成18年度~20年度

i丘韮撞，高久元，岩佐光啓.アジア熱帯における生

q，
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物の分断と分散ー獣糞にすむ動物群集の生物地理学

的研究一.大原昌宏(研究代表者)，基盤研究(B)

(2) ，平成17年度'"19年度.

近韮盟，北出理，前川清人，梶村.'I:e:，小島弘昭.ゴ

ンドワナ起源の陸塊に隔離分布する食材性昆虫類

の分子に基づく系統生物地理学的研究.荒谷邦雄

(研究代表者)，基盤研究 (B) (2)，平成18年度

"'20年度.

斗屋雄監.琵琶湖水中有機配位子の同定と物質循環

に与える効果に関する研究.基盤研究 (C)，平成

16"'18年度， 50万円 (H18年度).

三田村緒件武，その他 9名，パイカル湖の物質負

荷 ・循環過程が駆動する巨大湖の生物生産・生態

系変動システム.杉山雅人(研究代表者)，基盤

研究 (A)，平成14"'18年度.

三田村緒件武，その他4名.教育センター及び高

校・ NPO連携による環境安全に配慮した実験法の

開発と研修.橘淳治(研究代表者)，特定領域研

究 (2)，平成16"'18年度.

三田村緒件武，その他4名.学校の環境教育におけ

る定量化実験法の開発と現職教員への研修.橘淳

治(研究代表者)，学術振興会科学研究費補助金

(C) ，平成18"'20年度

三田村緒件武，その他 7名.超長大水系フブスグ

ルーパイカルーエニセイ流域における物質動態と

生態遷移.杉山雅人(研究代表者)，基盤研究 (A)， 

平成18"'21年度.

本且畳二，生盤呈 ~p監，瓦屋雄監.自然水域に

おける光化学反応の環境科学的評価.基盤研究

(B) ，平成17"'19年度， 1510万円.

3) その他財団からの研究補助金

盆藍車主主.植物プランクトンのクロロフィル蛍光を

指標とした水圏環境の監視・保全に関する研究.

財団法人河川環境管理財団，平成18年度， 100万

円.

長谷川直子.琵琶湖の全循環の継続期間とそれに伴

う深層溶存酸素供給の解明.ニッセイ財団若手研

究助成，平成18"'19年度， 90万円.

7. 研究員の受入

巌靖子，単車且誼.客員研究員，琵琶湖とフブスグ

ル湖(モンゴル)における付着糸状藻類藻類の類

似性と水質との比較研究等. 2006年9月"'2007年

3月.

西村知義，近韮盟.学術振興会特別研究員， 亜社会

-73 

員の活動議料編

性昆虫モンシデムシの親による幼虫数調節機構の

生理学的・生態学的研究.2006年4月"'2009年 3

月.

8. 社会への貢献

1)各種委員会等

生盤主 (2006)滋賀県水産振興対策協議会.

坐盤主 (2006) 琵琶湖環境とエネルギー検討委員会

委員.

並盤豆 (2006)琵琶湖環境とエネルギー検討委員会，

生態系，水質専門部会委員.

盆旦，iif'i- (2006)犬上川を豊にする会，会長.

盆旦直二 (2006)探検の殿堂運営協議会，会長.

盆旦盟二 (2006) ネパール環境教育開発センター，

監査委員.

返温且治 (2006)滋賀県生きもの総合調査専門委員

遅過且誼 (2006)近江八幡市環境審議会委員

返盤且主主 (2006)早崎内湖再生計画検討委員.

返揖且m(2006)滋賀県生物環境アドバイザー.

返盟且泊 (2006)科学研究費委員会専門委員

盟国車卒 (2006)独立行政法人国立環境研究所(環

境リスク研究センター) 客員研究員.

園並よ主星 (2006)湖沼流域水環境保全手法確立調査

検討会委員，中四国農政局.

圏並よ主皇 (2006)信州大学山岳科学総合研究所外部

評価委員

三田村緒件武 (2006)滋賀県環境影響評価審査会委

員.

三田村緒件武 (2006) びわ湖フローティングスクー

ル運営委員会委員.

三田村緒件武 (2006) 滋賀県科学教育振興委員会委

員.

三田村緒件武 (2006) 国際湖沼環境委員会理事，国

際湖沼環境委員会.

三田村緒件武 (2006)淀川水系流域委員会委員，国

土交通省.

三田村緒佐武 (2006) 水圏環境動態調査評価委員会

委員長，環境科学技術研究所.

三田村緒件武 (2006) 琵琶湖博物館総合研究共同研

究審査委員会委員

三田村緒性武 (2006) 琵琶湖及び周辺河川環境に関

する専門家グループ制度 ・委員，国土交通省.

三田村緒件武 (2006)滋賀県国土利用計画審議会委

員

三田村緒佐武 (2006) 河川保全利用委員会 ・委員，

国土交通省.



三田村緒件武 (2006)河川レンジャーアドバイザー

委員会 ・委員，国土交通省.

三田村緒佐武 (2006)理数大好き推進協議会 ・委員，

文部科学省.

三田村緒件武 (2006)姉川 ・高時川河川環境ワーキ

ング ・委員，国土交通省.

2)学会貢献

生盤主 (2006) 日本陸水学会Limnology編集委員.

生盤主 (2006) 日本プランクトン学会和文誌編集委

員.

盆且盟二 (2006)雪氷学会，理事.

孟温且誼 (2006)日本景観生態学会専門幹事(生態).

a旦塞玄 (2006) 日本水環境学会関西支部幹事.

i丘韮撞 (2006)European Journal of Entomology， 

Editorial Board. 

i丘韮盟 (2006) 日本鞘麹学会・編集委員

園訟主呈 (2006) 日本水環境学会近畿支部会理事.

圏訟主呈 (2006)水資源・環境学会理事

斗屋韮萱 (2006) 日本分析化学会近畿支部幹事.

瓦屋韮豆 (2006)日本陸水学会近畿支部会庶務幹事.

a屋韮萱 (2006) 日本分析化学会第55年会実行委

員.

三田村緒件武 (2006) 日本陸水学会，幹事長.

三田村緒件武 (2006) 日本陸水学会，評議員.

3)国際貢献 ・海外調査等

返盤:且誼 (2006)モンゴルでの湖沼調査 9月18日

"-' 1 0月 3日.

近雄盟 (2006)マルク諸島(テルナテおよびハルマ

ヘラ)調査， 8月21日"-'9月2日.

三田村緒佐武，産量盈卒，玄蓋室主 (2006)環境

負荷が環日本海汽水湖の生態系変動と地球温暖化

システムに及ぼす影響解析，大韓民国・江原道，

永郎湖，花津湖で共同観測， 2006年10月15日~

10月22日

9. マスメディアとの対応

1) TV、ラジオ番組への出演等

浦部美件子 (2006) Iリアルタイム」リアル特集

「憤激ルポ ・異常繁殖!カワヒバリガイに襲われ

た街J，日本テレビ， 2006年4月24日.

環境計画学科 環境社会計画専攻

1.受賞

主旦盆，五杢童三乙，韮主:屋車 (2006)環境システム

計測制御研究発表会奨励賞，水質汚濁負荷量の汚

濁負荷原単位の算定と減少要因の特定に関する研

究一滋賀県の産業系汚濁負荷を対象として一.

盤阻盆(大成建設) (2006)選定，田園再生機構持

続可能なコンパクト都市モデルの創造，既存共同

住宅団地の再生に関する提案募集(実施主体:財

団法人ベターリビング(国土交通省及び独立行政

法人都市再生機構の委託により実施) (協力)独立

行政法人建築研究所，マンション再生協議会，公

共住宅事業者等連絡協議会).

2. 著書

金田章裕 ・石川義孝編 (2006) 日本の地誌8 近畿

圏.盆山道盤， II. 3. 6) I環境問題 ・自然保護J，

II. 5. 1) I行政J， II. 5. 3) Iエネルギー供

給圏J，II. 5. 4) I地域開発と環境J，III. D. 

2. 3) I湖西・湖北J，朝倉書店，東京.

ヰ屋正査 ・伊藤達也編 (2006)水資源 ・環境研究の

現在.毛徳華・盆山道盤・焦春萌「洞庭湖区にお

ける洪水・浸水災害の変動特性J，成文堂，東京

(財)環境科学総合研究所編 (2006)みんなの環境シ

リーズ6 I水と暮らす遠い水，近い水J.井手慎

司，第 l章「水を守るJ，(財)環境科学総合研究所，

静岡県.

犠野弥生 ・除本理史編 (2006)地域と環境政策 環

境再生と「持続可能な社会」をめざしてー.除本

理史・山内昌和・萱』雄二，第 7章「沿岸域の環

境再生に向けた市民の役割 神奈川県川崎市を事

例としてJ，勤草書房，東京.

鹿沼市史編さん委員会 (2006)鹿沼市史 通史編

近現代.査以盤二， 2部 1章4節 4章 7節 3 

部 2章 4節・ 5節 5部 1章 1節 6部 1章概

説 ・1節・ 2節 2章概説 ・1節 3章概説・ l

節 ・2節 ・3節・ 4節 4章概説付録「人口統

計J，鹿沼市，鹿沼市.

宮内泰介編(2006)コモンズをささえるしくみ レジ

ティマシーの環境社会学一斤藤降二郎， 3章「写

されたシナリオの正統性と更新J，新曜社， 東京.

ヰ昼正査・伊藤達也編 (2006)水資源・環境研究の

現在.ι連主盟，第 1章「流域管理から流域ガバ

ナンスへJ，成文堂，東京.
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3. 論文(学会誌およびそれに準じる学術、技術雑

誌およびプロシーディングに掲載されているもの)

韮主盟主，今井章雄，田中件代子 (2006)湖沼にお

ける有機物汚濁指標の歴史的背景と問題点.用水

と廃水488(3) : 235-245. 

進翠直盟，是主:屋亘 (2006)滋賀県内における自然

を活用した環境学習と学校ビオトープ整備の実態

について環境システム研究論文集34: 117-122. 

二並昌盤，韮圭:屋ヨ (2006)野洲川流域における森

林および河川ボランティア団体メンバーの流域環

境保全意識の違いについて.環境システム研究論

文集34: 89-96. 

五証道盤，韮王直宣 (2006)インターネット上の

PRTR情報ネットワーク構造の把握に関する研

究ーネットワーク分析を用いた分析手法の提

案一.環境システム研究論文集34: 267-276. 

松犀さかえ，韮王星亘 (2006)小中の湖の干拓前の

状況と機能，維持管理手法に関する調査研究 弁

天内湖を中心として一.環境システム研究論文集

34 : 75-82. 

主目盛，五杢量之，韮主:屋亘 (2006)水質汚濁負荷

量の汚濁負荷原単位の算定と減少要因の特定に関

する研究一滋賀県の産業系汚濁負荷を対象として

一.第18回環境システム計測制御 (EICA)研究

発表会34(2/3) : 227-234. 

五並道盤，韮主盟主 (2006)環境活動のためのソー

シャルキャピタルの形成を目指したソーシャルネ

ットワーク構築Webサイトに関する研究一びわこ

市民研究所を事例として.環境情報科学論文集

20 : 403-408. 

逼江岨，韮主:屋重 (2006)環境リスク削減に対する

支払意思額 (WTP) に関する研究-WTP比を用

いた政策決定ツールの提案一.環境システム研究

論文発表会講演集34: 91-98. 

五杢量之，韮主盟主 (2006)琵琶湖集水域における

下水道終末処理場のマテリアルフロー解析.環境

システム研究論文発表会講演集34: 223-229. 

山内昌和，除本理史，重山盤二 (2006)埋立と漁業

世帯の経済状態一戦後の川崎市のノリ養殖業を事

例に一，漁業経済研究50-3: 53-73. 

企釜盤.EH塁盗童 (2006)企業における環境報告書

等の公表媒体選択の実態と理由，公表内容の推移，

環境システム研究論文集 34: 327-334. 

L斤藤降二郎. 1二蓋塁之 (2006) I舎櫨夢ヒュッテ」

におけるホスピタリティに関する研究 エコセン

ターとしてのペンションの可能性一.HOSPIT ALITY 

第13号:39-50. 
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虻よ造盤 1斤藤降二郎 (2006)環境基本計画策定後

における市民参加型ワークショップに関する研

究一旧野洲町「環境フェスタ」と彦根市「市民環

境フォーラム」を対象として一、環境システム研

究論文集 Vo1.34:9-19.

盛旦主丞，肝蕗降二郎 (2006) w婦人之友』誌にお

けるライフスタイル提案の変遷 「家庭生活の合

理化j の100年一、環境システム研究論文集

Vo1.34:353-363. 

止旦蓋治 1斤蕗降二郎 (2006)市民による「色彩参

画Jと街並みの景観イメージとの関係に関する研

究、日本都市計画学会学術研究論文集41:511-

516. 

直主主並王，肝蒔降三郎 (2006)墨田区「小さな博物

館」における館長意識の継続性と世代交代に関す

る研究、日本都市計画学会学術研究論文集

41.653-658. 

i斤藤隆二郎 (2006)誰のための歴史 ・文化遺産なの

か?一歴史・文化のシナリオ・デザイン，環境情

報科学35-1.41-48. 

鍾還溢盤 (2006)地域の環境共生に向けた社会的合

意形成 対話の場の形成と運用一.計画行政:29 

(4) : 29-35. 

林玲子，原科幸彦

一会議への分科会導入による議論ダイナミクスの

分析一屋久島将来計画を議題とした社会実験での

議論一ぺ.環境情報科学論文集 :2初o: 16臼5-1口70.

通飽盤(大成建設) (2006) C 02ポイント制度を

活用した既存共同住宅団地再生の可能性，アーバ

ンインフラ・テクノ口ジー推進協議会第18回技術

研究発表論文集CD.

4. 報告書、その他著作、 一般向け記事

1)科研費他外部研究費による研究の成果報告書

ι連主.!ill..企盆盤，韮主屋A.亘盛皇.:Ih.小幡範雄，

若井郁次郎，志賀文昭，前川昭，米田稔，小松直

樹，市木繁和，主国主社，林周 (2006)滋賀県の産

業とマテリアル・フロー，滋賀県地域結集型共同

研究事業「シーケンシャル・ユース評価手法の開

発J研究グループ中間報告書. 1-80. 2006年11

月.

鐘崖盗盤 (2006)平成17年度ものづくり交流支援

事業 ひこね元気のタネ発見ワークショップ報告

書 (環境編).彦根商工会議所:31-45. 

盤阻盤(タイセイ総研) (2006)新たなセルフデマ

ンドコミュニティを創造するコミュニティビジネ
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スモデルの構築，諏訪商工会議所・諏訪TMO(平

成17年度中小企業庁補助事業 「中小商業ビジネ

スモデル連携支援事業J).

盤盟盤(タイセイ総研) (2006)新たなセルフデマ

ンドコミュニティを創造するコミュニティビジネ

スモデルの構築，平成17年度中小商業ビジネスモ

デル連携支援事業報告書， 11-12. 

2)受託研究等の報告書

韮王:屋亘 (2006)(財)国際湖沼環境委員会 平成17

年度環境省請負業務報告書 湖沼管理における住

民と地方自治体とのパートナーシップの促進に関

する調査.

記斤藤降二郎 (2006)高野町における 「シナリオ」と

I場J，歴史街道モデル事業評価検討報告書，歴史

街道推進協議会， 2006年3月.

3)新聞、 一般向け雑誌等への解説記事など

韮圭:屋El(2006) I特集:琵琶湖総合保全に果たす

流域協議会の役割~流域協議会の特徴と可能性に

ついて~J，環境科学部年報第10号， 2006年3月.

萱m基二 (2006) (書評) Judy Allen (2001) 

The Blue Death， Hodder Children's Books， 

London，地理科学61-1: 50-52. 

査以雄二 (2006) (書評)中谷友樹・谷村 晋 ・二

瓶直子・堀越洋一編著 (2004)保健医療のための

GIS，古今書院，東京，地理学評論79-10: 542-

543. 

重ιl雄二 (2006) (翻訳)幕末から明治にかけての

川崎地域における地方指導者 (Nei1L. Waters 

(1981) Local Leadership in the Kawasaki 

Region From Bakumatsu to Meiji， The Journal 

of Japanese Studies 7-1 : 53-83)，京浜歴科研

年報18: 37-57. 

金釜鐘 (2006)心を育てるリサイクル， Nocco:監

修2-9，執筆6-7，2006年11月号.

近藤降二郎 (2006) 自転車生活。，毎日新聞文化面

「風の響きJ，2006年 1月20日.

i斤藤降二郎 (2006)身体的参加と五感，毎日新聞文

化面「風の響きJ，2006年2月17日.

i斤蕗降二郎 (2006)想像力，毎日新聞文化面「風の

響きJ，2006年 3月18百.

肝藤降二郎 (2006)野洲エコツアーを是非!，環境

を考える会広報紙「すいんきんぐJNO.15， 2006 

年 3月30日.

鐘崖滋雄 (2006) I私の環境学:和製合意形成手法
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の構築を目指してJ，環境科学部年報第10号，

2006年 3月.

5. 学会等への発表

査以盤二，財城真寿美，小口 高，小池司朗，山内

昌和，江崎雄治 (2006)東京大都市圏における駅

の乗降客数の分布に関する分析， 日本地理学会

2006年春季学術大会，さいたま市.

霊山雄二，財城真寿美，小口 高，小池司朗，山内

昌和，江崎雄治 (2006)京阪神大都市圏における

駅の乗降者数の分布に関する分析， 日本地理学会

2006年秋季学術大会，浜松市.

York Ostermeyer and Iakaaki Niren (2006) 

Passive house in J apan， 10th Conference of 

Passive Houses， Hannover， 19 May 2006. 

ι連主m(2006)流域システムの価値と流域ガパナ

ンス，流域政策研究フォーラム設立総会及び講演

会，流域政策研究フォーラム，草津市， 2006年9

月24日.

鐘還準雄 (2006)計画づくりにおけるフォーラムの

役割. 日本計画行政学会シンポジウム講演. 2006 

年4月1日，中央大学駿河台記念館.

6. 研究会等、講演会、特別講義での発表

1)研究会等における発表

盆中道雄 (2006)河川と湖沼の持続可能な流域ガバ

ナンスについて，滋賀大学環境総合研究センター

2005年度公開研究会，草津市立市民交流プラザ，

2006年 3月25日.

盆山道雄 (2006)国土総合開発法から国土形成計画

法への転換をめぐって，地域政策研究会，ピアザ

淡海， 2006年 3月31日.

弘山道雄 (2006)琵琶湖沿岸域における自然修復・

再生の課題一沿岸域管理の視点からー，琵琶湖ラ

ムサール研究会，滋賀県立大学， 2006年 7月17

日.

盆山道雄 (2006)地域問題と環境計画，地域政策研

究会，シーパル須磨， 2006年8月22日.

弘中道雄 (2006)琵琶湖集水域の水環境と住民の環

境保全活動，第 1回環境用水研究会，ひと ・まち

交流館(京都市)， 2006年9月9日.

匙斗品基盤 (2006)転換期の地域政策，都市政策研究

会，ひょうご震災記念21世紀研究機構， 2006年

9月28日.

盆斗』基盤 (2006)イギリスとドイツの地域構造と地



域政策，都市政策研究会，ひょうご震災記念21世

紀研究機構， 2006年11月27日.

盆山道主任 (2006)地域政策と環境政策の接点につい

て，地域政策研究会，ライズヴィルつがやま，

2006年12月29日.

i二連主盟 (2006)琵琶湖生態系へのヒューマンイン

パクト，ヒューマンインパクトセミナー，総合地

球環境学研究所，京都市， 2006年7月14日.

林周，i二連主盟 (2006)マテリアル・フローから見

た産業政策の課題，滋賀県地域結集型共同研究事

業平成18年度研究発表会，滋賀県・(財)滋賀県産

業支援プラザ・ (独)科学技術振興機構， 2006年

9月14日.

i二連主盟 (2006)コメンテーター，国際ワークショ

ップ「琵琶湖の流域管理から始める地球環境学J， 

総合地球環境学研究所プロジェクト3-1，京都市，

2006年 9月23日.

ιi皇主盟 (2006) 経済と環境を結びつけた滋賀県

産業分析，持続可能な社会をめざす滋賀の産業

その現状と政策課題一(Iシーケンシャル・ユース

評価手法」研究グループ中間成果報告会)，財団法

人滋賀県産業支援プラザ地域結集型共同研究事業

プロジェクト推進室，大津市， 2006年11月10日.

盤姐盤(大成建設) (2006) C 02ポイント制度を

活用した既存共同住宅団地再生の可能性，アーバ

ンインフラ・テクノロジー推進協議会第18回技術

研究発表会， 2006年11月9日.

2)講演会

盆斗』基盤 (2006)琵琶湖と集水域の現状と課題，豊

田地理学会巡検現地解説，滋賀県立大学，2006年

8月11日.

盆山道雄 (2006)環境地理， NPO環境技術支援セ

ンター2006年環境技術指導者養成講座，大阪産業

大学梅田サテライト， 2006年11月18日.

韮圭盟主 (2006)Lake Biwa--Environmental 

Education and Community Initiatives， Lake 

Balaton Partnership Programme--Connecting 

Partners in Tourism and Environmental 

Protection for Sustainable Lakes， Lake 

Balaton Development Coordination Agency， 

Balatonfured， Hungary， 2006年9月13日.

企盆盤 (2006)資源循環型社会の構築について 白

治体の事業系ごみ対策 ，滋賀県廃棄物適正管理

協議会合同部会，滋賀県廃棄物適正管理協議会，

大津市， 2006年12月18日.

i斤藤降二郎 (2006)実践者/専門家一一市民調査の可
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能性と課題一，環境社会学会第34回セミナー，パネ

ラー， 2006年12月9日(立教大学).

i斤藤降二郎 (2006)先進自治体の取り組みと将来シ

ナリオ，彦根市議会議員研修会講師， 2006年3月

27日(彦根市役所) • 

i斤蕗降二郎 (2006)わがまちの「ものがたり」に参

画していく方法，愛荘町百人委員会発足記念講演

会， 2006年6月24日(愛荘町) • 

i斤藤降二郎 (2006)おうみ市民活動フォーラム『新

しい公益を考えるマルチパートナーシップの時

代~ ，パネラー，淡海ネットワークセンタ一， 2006 

年11月 7日(ピアザ淡海) • 

近藤降二郎 (2006)わがまちの「ものがたり」に参

画していく方法，愛荘町百人委員会発足会講演，

2006年6月24日(愛荘町公民館) • 

i斤藤降二郎 (2006)わがまちの再発見とものがたり

づくり，第8回近江歴史回廊大学， 2006年11月18

日(滋賀会館) • 

近藤降三郎 (2006)・グループ討議「歴史を活かし

たまちづくりのヒントJ，ファシリテーター，第8

回近江歴史回廊大学近江戦国の道・実践クラス，

2006年6月3日(大津勤労福祉センター) • 

ι連主盟 (2006) 滋賀県におけるエコ村プロジェ

クト， 日独シンポジウム「持続可能なコミュニテ

ィとエコ建築J，NPO法人工コ村ネットワーキン

グ，大津市， 2006年2月13日.

ι連主盟 (2006) エコ村の自前エネルギー計画，

エコ村がめざす脱温暖化社会，小舟木工コ村推進

協議会，近江八幡市， 2006年3月25日.

ζi主主盟 (2006)環境と経済の好循環に向けて，滋

賀県化学職員同友会総会，大津市， 2006年6月

30日.

i二連主盟 (2006)環境分野における新たな政策手法

の導入 小流域の視点から ，シリーズ「びわこ

環境セミナーJ，滋賀県琵琶湖環境部，大津市，

2006年 8月23日.

ι連主盟，証よ盤二 (2006)長浜米原まんなかまち

づくり，コンパクト・コミュニティをめざして，

長浜米原まんなか夢のまちづくり会議，長浜市，

2006年 9月20日.

i二連主盟 (2006)環境に負荷を与えない社会・経済

の構築に向けて，持続可能な滋賀社会づくりフォ

ーラム，滋賀県琵琶湖環境部，米原市， 2006年

10月25日.

ι連主堕 (2006)環境情報，環境技術指導者養成講

座， NPO環境技術支援センター，大阪産業大学梅

田サテライト， 2006年11月18日.

ι連主盟 (2006)暮らしを包むまちづくり，長浜米



原まんなかまちづくりシンポジウム，長浜米原ま

んなか夢のまちづくり会議，長浜市， 2006年12

月2日.

ι連主盟 (2006)今なぜLOHASか(小舟木エコ村

開発計画)，海外デザインマネジメント研究会第l

回研究会?国際デザイン交流協会，大阪市，

2006年12月6日.

鐘崖滋雄 (2006)協働による持続可能社会の構築.

彦根市民環境スクール講演， 2006年 1月14日，

ひこね燦ばれず

鐘還準盤 (2006)市民意向の聴取と社会的合意形成，

淀川水系流域委員会 ・意見聴取反映WG作業検討

会講演， 2006年8月24日，京都ぱるるプラザ.

盤固盤 (2006) Iコミュニティ ・ビジネス」 起業の

ポイント，荒川区コミュニティ・ビジネス起業講

座， 2006年11月17日， 11月24日.

3)授業

近藤降二郎 (2006)インドと日本，若葉小学校特別

講演会，講師， 2006年3月6日(彦根市立若葉小学

校) • 

i斤蕗降二郎 (2006)滋賀県立環境科学部ってこんな

におもしろい，講師， 2006年12月7日(滋賀県立

彦根朔陽高校) • 

ι連主盟 (2006)Taking into account of stakeholder 

interests and restoration of resource values 

JICA研修，総合的湖沼環境管理コース，草津市，

2006年2月3日.

ι連主盟 (2006)持続可能な社会・経済システムを

エコ村から展望する，理工学部特別講義，龍谷大

学理工学部， 2006年11月29日.

7. 競争的研究資金の導入

1)科学研究費補助金

盆皇道雄(研究代表者)他 7名.地域再生に寄与す

る新たな地域政策の可能性に関する研究，基盤研

究 (B) (2)， 2005~2006年度， 310万円.

浜谷正人・大西宏治・萱m雄二.都市近郊農村にお

ける社会的・政治的ポリティクス，萌芽研究，平

成18~19年度， 280万円.

原科幸彦，鐘還準雄，松本安生.戦略的環境アセス

メントにおける評価手法に関する研究.基盤研究

(B) (2) ，研究分担者， 2004~ 2006年度，

H18:470万円.

原科幸彦，坂野達郎，鍾還準盤.戦略的環境アセス

メントにおける参加制度と手法の国際比較.基盤

研究 (A) (海外学術調査)，研究分担者， 2006~ 

2008年度， H18:780万円.

龍義樹，原科幸彦，村山武彦，鐘還準盤ほか10名.

環境計画 ・政策研究の展開研究成果公開促進費

執筆分担者， 2006年度， H18:100万円.

2) 政府および地方公共団体(関連法人を含む)か

らの補助金

ι連主盟，金釜盤，韮主盤亘，直盛皇I包，小幡範雄，

若井郁次郎，主国盆，林周.環境調和型産業シス

テム構築のための基盤技術の開発(研究 3一②

シーケンシャル ・ユ スの評価手法の開発)，滋賀

県地域結集型共同研究事業((独)科学技術振興機

構)， 2003年 1 月 ~2007年 12 月， 1754.1万円.

8.研究員の受入

宣且鑑，林周，i二連主ill3.. (財)滋賀県産業支援プラ

ザ・地域結集型共同研究事業プロジェクト推進

室・主任研究員，産業廃棄物を含む産業連関表の

構築， 2007年12月まで.

York Ostermeyer，ι連主ill3..客員研究員，エネル

ギー効率性とパッシブ・ソーラー， 2006年9月ま

で.

9. 社会への貢献

1)各種委員会等

盆山道雄 (2006)彦根市公共交通機関検討委員会委

員，彦根市， 2回

盆山道雄 (2006) ひょうご震災記念21世紀研究機

構上級研究員， 3回.

韮呈j皇宣 (2006)世界湖沼ビジョン行動集作業部会

委員， (財)国際湖沼環境委員会， 1回.

韮王;陸軍 (2006)琵琶湖・淀川流域圏再生有識者委

員会委員，国土交通省近畿地方整備局， 1回.

韮王且亘 (2006)赤野井湾流域流出対策推進会議

会長，滋賀県環境管理課， 55回.

是主且亘 (2006)滋賀県国民保護協議会委員，滋

賀県総合防災課， 2回.

韮主且車 (2006)滋賀県施策・事業仕分け会議委

員，滋賀県行政経営改革室， 9回.

韮主:陸宣 (2006)大津市環境審議会(+専門委員会)

委員，大津市， 5回.

主主盟主 (2006)近江八幡市環境審議会会長，近

。。
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江八幡市， 2回.

韮圭:屋皇 (2006)愛荘町環境基本計画審議会会長，

愛荘町生活課， 2回.

韮主:屋車 (2006)おうみNPO活動基金運営委員会

委員長，淡海文化振興財団， 3回.

韮主:屋El(2006)琵琶湖流域ネ ットワーク委員会

運営委員長，滋賀県水政課， 5回.

韮圭:陸軍 (2006)滋賀県エコ・スクール評価委員会

委員長，滋賀県エコ ライフ推進課， 1回.

韮主:屋宣 (2006)インド湖沼会議圏内調整会議委

員， (財)国際湖沼環境委員会， 1回.

霊山盤二 (2006)総合地球環境学研究所 共同研究

員，3回.

霊山盤二 (2006)国立歴史民俗博物館 共同研究

員， 4回.

霊山雄二 (2006)東京大学空間情報科学研究センタ

一客員研究員， 2回.

金盆盤 (2006)滋賀県不法投棄防止対策検討委員会

委員長代理，滋賀県， 2回.

企釜盤 (2006)廃棄物の資源化仲人事業検討会 委

員，滋賀県， 1回.

企盆鐘 (2006)廃棄物の地域内循環システム構築事

業検討委員会 委員長，滋賀県湖東地域振興局，

l回.

企盆盤 (2006) Iクリーンセンター淡海J環境監視

委員会委員長，滋賀県環境事業公社， 3回.

企盆盤 (2006)企業間連携によるゼロエミッション

化の推進に関する調査検討委員会 委員，滋賀県

産業支援プラザ， 2回.

企盆盤 (2006)彦根市総合発展計画審議会 委員，

彦根市， 1回.

企盆盤 (2006)彦根市総合発展計画審議会 調整会

議，委員，彦根市， 1回.

金盆盤 (2006)彦根市総合発展計画審議会 環境・

安全部会部会長，彦根市， 1回.

企盆盤 (2006)ごみゼロプラン推進委員会 委員，

三重県， 4回.

企釜盤 (2006)産業廃棄物処理施設変更許可申請に

関する共同調査会議 専門委員， 三重県， 1回.

企盆盤 (2006)土壌汚染対策専門委員， 三重県， 1 

回.

企盆盤 (2006)不法投棄等の是正推進事業補助金交

付認定審査会委員， 三重県， 1回.

企盆盤 (2006)草津市廃棄物減量等推進審議会 委

員，草津市， 4回.

企盆盤 (2006)敦賀市リサイ クル推進対策検討委員

会委員，敦賀市， 1回.

金盆盤 (2006)敦賀市リサイクル推進対策検討委員

教員の通勤渠料編

会資源ごみ部会部会長，敦賀市， 3回.

金盆盤 (2006)八幡市環境審議会 委員，八幡市，

2回.

肝藤降二郎 (2006)旧街道を活用した道路整備に関

する勉強会，座長，国土交通省滋賀国道事務所， 2 

回.

i斤藤降二郎 (2006)NPO法人五環生活，代表理事

35回.

i斤藤降二郎 (2006)NPO法人環境を考える会，理事

1回.

i斤藤降二郎 (2006)NPO法人+arts(ブoラスアーツ)，

理事 1回.

i斤藤降二郎 (2006)歴史街道評価ワーキング，委員，

歴史街道推進協議会， 3回.

i斤蕗降二郎 (2006)シーニック ・パイウェイ琵琶

湖・中山道検討会，委員，歴史街道推進協議会， 2 

回.

i肝藤降二郎 (2006)近江中山道を楽しむ会， 代表， 5 

回.

i斤藤降二郎 (2006)湖東地域交通安全ワークシヨツ

プ，アドバイザー，滋賀県湖東地域振興局， 3回.

近藤降二郎 (2006)琵琶湖塾，企画員/ア ドバイザ

一，滋賀総合研究所， 11回.

i斤藤降二郎 (2006)ひこね自転車生活を考える会，

代表→運営委員， 15回.

i斤蕗降二郎 (2006)滋賀県顔出し看板発掘再生新規

開発委員会，委員，5回.

i斤藤降二郎 (2006)(財)淡海文化振興財団，理事，

(財)淡海文化振興財団， 1回.

i斤藤降二郎 (2006)滋賀県地球温暖化防止活動推進

センター運営委員会， 委員長， (財)淡海環境保全財

団， 1回.

i斤藤降二郎 (2006)彦根市環境パートナー委員会，

委員長，彦根市生活環境課， 4回.

ifi藤降二郎 (2006)野洲市環境審議会，委員，野洲市

環境経済部環境課， 2回.

i斤藤降二郎 (2006)彦根市環境団体ネットワーク

(仮称)企画委員，彦根市生活環境課/彦根市環境市

民会議， 4回.

i斤蕗降二郎 (2006)和歌山市まちなか街道案内サー

ビス研究協議会，アドバイザー，和歌山市まちおこ

し推進課， 5回.

ι連主!lli(2006)滋賀県基本構想審議会委員， 1回.

ι連主盟 (2006)滋賀県環境審議会専門委員， 2回.

ι連主盟 (2006)滋賀県持続可能な社会づくり構想

検討委員会委員， 2回.

ι連主!lli(2006)滋賀県琵琶湖水環境ビジョン検討

委員会委員， 2回.
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ι連主!!Ii(2006)京都市環境審議会 委員， 5回.

ι連主!!Ii(2006)地下水検討専門委員会 委員，愛

知郡広域行政組合・東近江市， 3回.

ι連主盟 (2006)彦根市工場設置奨励審査会 委員，

1回.

ι連主盟 (2006)米原市環境審議会 委員， 3回.

ι連主盟 (2006)長浜市地域経営改革会議委員， 6 

回.

ιi皇主盟 (2006)滋賀県琵琶湖・環境科学研究セン

ター評議員会委員(外部評価委員会委員長)， 2 

回.

ι連主盟 (2006)環境フォーラム湖東 代表， 4回.

ι連主盟 (2006)滋賀県地域結集型共同研究事業共

同研究推進委員会委員， 2回.

ι連主盟 (2006)企業問連携によるゼロエミッショ

ン化の推進に関する調査検討委員会 委員， 4回.

ι連主盟 (2006)NPO法人工コ村ネットワーキン

グ理事長， 12回.

ι連主盟 (2006)小舟木エコ村推進協議会 会長，

2回.

ι連主盟 (2006)関西エコステージ研究会第3者評

価委員会委員， 4回.

主星王室 (2006)彦根市環境審議会 委員長， 1回.

主星正査 (2006)京エコロジーセンタ一 部会コー

ディネーター， 1回.

ヰ屋王室 (2006)グリーン購入ネットワーク 理事，

1国

主昼王査 (2006)滋賀県産業廃棄物不法投棄対策委

員会委員長， 1回.

ヰ星正室 (2006)大阪府職員研究研修センタ一 部

会コーディネーター， 1回.

盟組盤 (2006)NPO法人大森まちづくりカフェ

代表理事， 4回.

盤姐盤 (2006)NPO法人大森コラボレーション

理事，理事会 3回.

盤飽盤 (2006)CBNコミュニティ ・ビジネス・ネ

ットワーク 事務局長， 4回.

盤飽盤 (2006)NPO法人大牟田・荒尾炭鉱のまち

ファンクラブ副理事長， 4回.

2) 学会貢献

盆山道雄 (2006) 日本地理学会代議員会代議員 2

回.

盆山道雄 (2006)人文地理学会評議員会評議員， 3 

回.

匙斗ヰ基盤 (2006)人文地理学会公開セミナ一企画委

員会委員長， 3回

盆山道雄 (2006)経済地理学会評議員会評議員， 1 

回.

盆中道雄 (2006)水文 ・水資源学会編集出版委員会

編集出版委員， 2回.

盆山道雄 (2006)地域地理科学会関西支部副部会長，

1回.

盆山i基盤 (2006)歴史地理学会第49回大会実行委

員会委員， 3回.

韮圭j皇霊 (2006)環境システム計測制御学会，編集

委員長， 12回.

査以謹二 (2006)人文地理学会選挙管理委員会委

員， 4回.

査以雄二 (2006)人文地理学会編集委員会委員， 3 

回.

i斤藤降二郎 (2006)土木学会環境システム委員会，

委員兼幹事 1回，

ι連主盟 (2006)水資源・環境学会 事務局長， 6 

回.

ι連主盟 (2006)環境技術学会 編集委員， 1回.

ι連主盟 (2006)流域政策フォーラム 代表，3回.

3) 国際貢献

韮主且亘 (2006)Conservation and Citizen 

activities for Environment， JICA湖沼環境保全

のための統合的湖沼流域管理コース， (財)国際湖

沼環境委員会， (財)国際湖沼環境委員会， 2006年

2月8日.

韮主屋亘 (2006)Fundamental Knowledge of 

Water Quality， Data Processing， JICA湖沼環境

保全のための統合的湖沼流域管理コース， (財)国

際湖沼環境委員会， (財)国際湖沼環境委員会，

2006年 3月2日.

韮主盤亘 (2006)Lake Modeling， JICA湖沼環境

保全のための統合的湖沼流域管理コース， (財)国

際湖沼環境委員会， (財)国際湖沼環境委員会，

2006年 3月3日.

韮王堕亘 (2006)Final Report Presentation & 
Synthesis Discussion， JICA湖沼環境保全のた

めの統合的湖沼流域管理コース， (財)国際湖沼環

境委員会， (財)国際湖沼環境委員会， 2006年3月

10日.

韮王屋亘 (2006)環境問題基礎(琵琶湖の水管理)， 

JICA水環境を主題とする環境教育研修， (財)国際

湖沼環境委員会， (財)国際湖沼環境委員会， 2006 

年 9月8日.
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教員の-活動資料一

4)その他

i斤藤降二郎 (2006)平成18年度第 2回[現代GPJ地

域と大学を考えるシンポジウム/パネルトーク，

コーディネーター， 2006年 2月23日(滋賀県立大学

交流センター).

近藤降二郎 (2006)平成18年度第 3回[現代GPJ地

域と大学を考えるワークショップ/ファシリテー

ター， 2006年 3月23日(滋賀県立大学環境科学部談

話室1).

近藤隆三郎 (2006)木匠塾シンポジウム/パネラ

一， 2006年2月17日(滋賀県立大学).

i斤藤降二郎 (2006)第 2回シガリンタク!(滋賀に

輪タクを走らせるプロジェクト)，コーディネータ

ー， 2006年 2月26日(彦根市民会館).

i斤藤降二郎 (2006) 中山道宿場会議，コーディネー

ター， 2006年 3月25日(愛知川公民館).

i斤蕗降二郎 (2006) r私たちが考える彦根城築城4

o 0年祭!J作品展一滋賀県立大学生による企画

提案事例作品展，コーディネーター， 2006年 2月

20 日 ~27 日(滋賀中央信用金庫銀座支庖 2 階ギャ

ラリー)+2006年 3 月 6 日 ~9 日(彦根市役所 1 階

ロビー).

i斤藤降二郎 (2006)グループ討議/ファシリテータ

一，第 7回近江歴史回廊大学， 2006年 6月 3日

(大津市勤労福祉会館) • 

近藤降三郎 (2006)イベント演習in フリーマーケ

ットコミュニティ 2006J ，コーディネーター，

2006年 7月15日(滋賀県立文化産業会館).

i斤藤降二郎 (2006)彦根市庁内環境フォーラムワー

クショップ「エコシティ彦根のものがたりづく

りJ，ファシリテーター，彦根市生活環境課， 2006 

年11月10日(彦根市役所) • 

鍾霊滋雄 (2006)ひこね元気の「タネ」発見ワーク

ショップ，コーディネーター， 2006年 2月24日、

3月10日，彦根商工会議所.

遇銅盤 (2006)都市再生モデル調査弥彦村景観デ

ザインガイドライン策定ワークショップ，ファシ

リテーター， 2006年11月15日， 11月26日.

猛飼盤 (2006) エコテクノ 2006パネルディスカ ッ

ション「九州の環境ビジネスとNPOの協働の可能

性J，コーディネーター， 2006年11月23日.

遇飽盤 (2006)ふれあいパークいろは塾ワークショ

ップ，ファシリテーター，大田区協働実験塾，

2006年12月2日.

10. マスメディアとの対応

1)新聞、雑誌等からの取材による記事

韮王:屋宣 (2006)琵琶湖からのメッセージ rCOD

が増加傾向J.京都新聞滋賀版， 2006年10月30日.

肝藤降二郎 (2006) 自転車タクシー走れ彦根城下，

京都新聞， 2006年 1月17日.

ι連主盟 (2006)人と人を結び、人と環境をつなぎ、

生命に共感する「小舟木エコ村J，博報堂 エコソ

ス03(P18)， 2006年 8月20日.

ι連主盟 (2006)持続可能な社会を実証する日本発

のエコ村がこの秋着工月刊環境ビジネス (P60)， 

2006年10月1日.

ι連主監 (2006) r持続可能なコミュニティ、琵琶

湖畔『エコ村』から考える」 関西電力メールマガ

ジン『時代を解くキーワード・ Insight~ ， 2006年

11月15日.

2) TV、ラジオ番組への出演等

ι連主盟 (2006)WATER FOREST 21，森谷威

夫のお世話になります， KBS京都ラジオ， 2006 

年12月20日.

ι連主回 (2006)土清水縁の日曜音楽館， MBSラ

ジオ， 2006年12月31日.
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環境計画学科 環境・建築デザイン専攻

1.受賞

柴田いづみ，柴田知彦 (2006)エルザ世田谷(集合

住宅)環境共生住宅認定.

査宜盤呈 (2006) 日本都市計画学会論文賞 (W近代

世界システムと植民都市~，京都大学学術出版会，

2005年)• 

松岡拓公雄他 2名 (2006) 日本建築学会作品選奨

2006，札幌市，ガラスのピラミッド.

松岡拓公雄他 2名 (2006) 日本建築学会作品選

2006，札幌市，ガラスのピラミッド.

2. 著書

盛屋盟二二，主ID芝亘，共編著 (2006)安全・快適・

まちづくり 滋賀県立大学環境科学部.

柴田いづみ，柴田知彦 以下21名共著 (2006) ["ま

ちへ」日刊建設通信新聞社，東京.

本~主，他(編) (2006)小泉「構造改革」と自

律の地域づくり~持続可能な滋賀を求めて

2006.03，滋賀自治体問題研究所

査監盤亘 (2006) W墨茶羅都市ーヒンドゥー都市の

空間理念とその変容 ~ ，京都大学学術出版会，

2006年 2月28日，単著

査宜盤亘 (2006) W建築家前川園男の仕事~，生誕

100年前川園男建築展実行委員会，美術出版社，

2006年4月，共著.

主監盤亘 (2006) n室内』の52年 山本夏彦が残

したもの~， INAX出版， 2006年 9月15日，共著.

亙竪盤宣 (2006) W前川園男 現代との対話~，松隈

洋編，六曜社， 2006年10月，共著.

主畳盤亘 (2006) W都市の暮らしの民俗学 3 都市

の生活リズム~，新谷尚紀，岩本通弥編，吉川弘

文館， 2006年12月，共著.

査竪盤亘 (2006)W地域から一一私の美し国づくり~，

日刊建設通信社， 2006年12月，共著.

松岡柘公雄他 (2006) ["団地再生まちづくりJ，水曜

社

日本建築学会編 (2006)建築デザイン学事典，高姐

蓋盟，第14章，井上書院，東京

日本建築学会編 (2006)建築・都市計画のための空

間学事典[改定版1亘盟基盟，第9章「ダイアグラム，

CGJ ，井上書院東京

平尾和洋 ・末包伸吾編著 (2006)テキスト建築意匠，

山杢直E.， 3章「戦後日本の建築」および 7章

「建築のかたちJ，学芸出版社，京都.

3. 論文(学会誌およびそれに準じる学術， 技術雑

誌およびプロシーディングに掲載されているもの)

韓勝旭，亙宜盤豆1， リムボン (2006)土地所有関係

の変遷から見る在日コ リアン集住過程の形成過程

に関する研究，日本建築学会計画系論文集，第599

号， pp95-101， 2006年 1月.

ナウイット・オンサワンチャイ，桑原正慶，査宜盤

宣 (2006)アユタヤ旧市街の居住環境特性とショ

ップハウスの類型に関する研究，日本建築学会計

画系論文集，第601号， pp25-31， 2006年3月.

池尻隆史，安藤正雄，査監盤亘，山根周，片岡巌

(2006)ネイティブタウン(インド，ムンパイ)に

おけるチョールの類型に関する研究，日本建築学

会計画系論文集，第603号， pp37-44， 2006年5月.

柳沢究，大辻絢子，査宜盤呈 (2006)マドゥライ

(タミル ・ナードゥ州，インド)の都市形成と棲み

分けの構造，日本建築学会計画系論文集，第605号，

pp93-99， 2006年 7月.

Nawit Ongsavangciiai， .shu ii Funo (2006) 

Spatial Organization of Shop house in Market 

towns in the Central Plains of Thailand， J. 

Archit. PlannιAIJ， No. 606， pp9-16， Aug， 2006. 

山田協太，前田昌弘，村上和，査竪盤亘 (2006)ヴ

ォルフエンダール(コロンボ，スリランカ)の街

区構成と住居類型に関する考察，日本建築学会計

画系論文集，第607号， pp71-78， 2006年 9月.

越聖民主竪盤.E.L韓三建 (2006) 日本植民統治期

における韓国密陽・三浪津邑の都市形成と土地所

有変化に関する考察一旧日本人町に着目して一

日本建築学会計画系論文集，第607号， pp79-86， 

2006年 9月.

山田協太，主竪盤亘 (2006)オランダ東インド会社

(VO C) によるフオート ・コーチン(ケーララ，

インド)の再編に関する考察，日本建築学会計画

系論文集，第608号， pp81-87， 2006年10月.

血量造二、源田考司、ヰ証蓋坦 (2006) ガラス制

振壁を用いた伝統木造建物の耐震改修、日本建築

学会技術報告集 2006.12

全担阜本，起よ盤二 (2006)アクセス性からみた琵

琶湖湖岸緑地と隣接集落とのつながりについての

研究(査読付)，ランドスケープρ研究Vo1.69(5)， 

623-626. 

去釜盤塵，担よ盤二 (2006)棚田景観観賞のための

空間条件に関する研究，都市計画報告集， Vo1.4-4， 

pp.91-94. 

訟杢造主，虻よ盤二 (2006)モノレール遺構の都市

景観における位置づけに関する研究，都市計画報
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告集， Vo1.4-4， pp.95-98. 

狂よ盤二 (2006)歴史的頭首工の親水空間としての

可能性 桂川ーの井堰の利用観察調査をとおし

て，都市計画報告集， Vo1.5-2， pp.59-62. 

蛙よ盤二 (2006)歴史的頭首工の親水空間としての

可能性 仁淀川八田堰の利用観察調査をとおし

て，都市計画報告集， Vo1.5-3， pp.82-85. 

革島蓋主 (2006) I平泉柳之御所遺跡の建築につい

ての一考察J，岩手県教育委員会『平泉文化研究

年報』第6号 (2006年3月)， 1-10頁.

亘量蓋主 (2006)I平泉建築の復元一考証と課題一J，

宮城歴史科学研究会『宮城歴史科学研究』第60号

(2006年 7月)， 38-52頁

宣車蓋主 (2006)I推定中川寺成身院指図についてJ，

醍醐寺文化財研究所『研究紀要』第21号(法蔵館，

2006年10月)， 199-228頁

宣車義主 (2006) I京都国立博物館蔵『高野山水扉

風』にみる大伝法院関係の伽藍・建築J，根来寺

文化研究所『根来寺文化研究所紀要』第 3号

(2006年10月)， 1-2，11-20頁.

亘盟基盟，長山淳一， 渡辺仁史 (2006)歩行者の最適

速度保持行動を考慮、した歩行行動モデルー追従相転

移現象に基づく解析数理三日本建築学会計画系論

文集No606: 63-70 

贋川祐子，直盟基盟，服部写生鈴木雅之 (2006)大

学キャンパスにおけるリフレッシュ空間の創造に

関する研究一ベンチを用いた歩行実験に基づくデザ

インシミュレーション，日本建築学会大会学術講

演梗概集E-1: 367-368 

小島尚人，後藤信，直姐基盟，服部写生 (2006)大規

模小売店舗におけるマクロ流動制御手法に関する

研究その1-利用客行動調査とモデル構築について，

日本建築学会大会学術講演梗概集E-1: 491-492 

後藤信，小島尚人，直姐基盟，服部写生 (2006)大規

模小売庖舗におけるマクロ流動制御手法に関する

研究その2-シミ ュレーション構築とマクロ流動制

御手法の検討，日本建築学会大会学術講演梗概集

E-1 : 493-494 

山田悠子，直姐墓盟，服部写生 (2006)地下歩行空間

における雑踏制御とそのデザイン・シミュレーシ

ョン，日本建築学会大会学術講演梗概集E-1

1093-1094 

飯塚勤，森藤章光，亘遡基盟，服部写生 (2006)駅空

聞の歩行者流動内における時系列視環境評価に関

する研究そのL 日本建築学会大会学術講演梗概集

E-1 : 1101-1102 

東秋沙，服部岩手生，中山茂樹，直盟基盟，吉岡陽介

(2006)近年の団地再生における環境資産の継承

教員の活動資料編

を目指す計画手法，日本建築学会大会学術講演梗

概集E-2: 123-124 

斗庄亘産，牧紀男 (2006)パンダFアチェ市(インド

ネシア)におけるスマトラ沖地震後の復興住宅の

初期供給プロセス， 日本建築学会大会学術講演梗

概集(経済・住宅)F-1分冊， 1121-1122. 

石塚祐至，小j畢雄樹，山杢車産，柳沢究，平尾和洋，井

上真澄 (2006)伝統的左官技術を用いた薄肉楕円

体シェル構造の開発 シェルの概要と鉛直荷重載

荷実験一，日本建築学会大会学術講演梗概集(構

造)B-1分冊， 665-666. 

平尾和洋，上田崇博，井上真澄，斗庄車産 (2006)

SMC供試体における物理量(テクスチャアと圧縮

強度)と心理量の対応に関する研究， 日本建築学

会近畿支部研究報告集(計画系)， 437-440. 

Uetani， K.， M. Kobavashi and K. Higuchi (2006) 

Symmetry limit theory for work-hardening 

structures in the shakedown region. In; 

Proceedings of the Fifth International 

Conference on Behaviour of Steel Structures 

in Seismic Areas. F. M. Mazzolani and A. Wada 

(edsよTaylor& Francis， 549-554. 

Kobavashi. M.， K. Uetani and T. Mikami (2006) 

The occurrence limit of strain nonuniformity 

of thin-walled cylinders subjected to cyclic 

torsion， Key Engineering Materials 340-341: 

1411-1416. 

4. 作品

皇室一」重，高野裕子:都市住宅+公共施設，所沢元

町北地区市街地再開発造園実施設計，所沢市，都

市再生機構埼玉地域支社， 20∞06.3 
柴回いづみ，柴田知彦集集合住宅 エルザ世田谷設

計・監理(総合設計制度利用の地区開発計画)東

京都世田谷区 2002~2006. 

柴田いづみ，柴田知彦:集合住宅 プラウド津田沼

デザイン監修業務 千葉県船橋市・習志野市

2004~2006. 

柴田いづみ，柴田知彦:集合住宅 プラウド八事石

坂デザイン監修業務愛知県名古屋市 2004~

2006 

柴田いづみ，柴田知彦:集合住宅 プラウド新小岩

デザイン監修業務 東京都葛飾区 2004~2006. 

松岡拓公雄:伊藤邸(都市住宅)，基本設計，実施設

計指導，京都市.

松岡拓公雄:三島ゲストハウス基本設計，実施設計，

三島市
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松岡拓公雄:金田邸(郊外型小住宅)，実施設計，

池田市.

松岡拓公雄:田無印刷工場，基本構想，東京都.

松岡拓公雄:エコ村エコハウスブロ ック構想，近江

八幡市.

松岡拓公雄他 1名:世界救世教東京聖堂コンペ(次

点)，東京都.

松岡拓公雄/新学科コアチーム:工学部電子システ

ム学科棟基本構想

岡田哲史、血量造二:たいさんじ風花の丘(滋賀県立

大学受託研究:依頼者:高島市):木造新工法 (CSS)

岡田哲史、血量造二 :若葉台の家:木造新工法(甲

殻構造)

岡田哲史、血量造ζ:赤羽邸:木造新工法(在来+枠

組壁混合新工法)

宮本佳明、阻量造二:明石の家 基本設計、実施設

計:伝統工法建築の新再生手法

亘盟基盟 (2006)集合住宅MSA，企画・基本設計，

実施設計，愛知県名古屋市， 2005 -2006. 

亘盟基盟，遠藤寛子 (2006)集合住宅SH，基本設計，

実施設計，愛知県名古屋市， 2005 -2006. 

5. 報告書，その他著作，一般向け記事

1) 科研費他外部研究費による研究の成果報告書

柴田いづみ (2006)平成17年度学術研究助成金，

「自然再生に向けての基礎調査J，大阪市立大学

(財)有恒会.

査竪盤宣 (2006) WECO-HOUSE-TOWN報告書;

発展途上地域(湿潤地帯)の大都市における居住

地モデルの開発に関する研究~ (科学研究費 基

盤 (B)2002-2005)， 2006年 3月.

証よ盤二 (2006)河川整備基金助成事業，平成17

年度成果報告書，琵琶湖沿岸域における湖岸と人

の関わり方の変化についての研究.

亘盟基盟，服部写生 (2006)東日本旅客鉄道株式会

社， 2005-2006研究報告書，駅環境における効果

的なデザインシミュレーションに関する研究.

山本直彦(ギ杏)他 5名 (2006)住宅総合研究財団，

平成17"'18年度研究成果報告書，伝統技術を活用

した災害仮設住宅の建設技術開発に関する研究一

左官技術を用いた自助建設型シェル構造ユニッ

ト一.

2) 受託研究等の報告書

亘阜蓋主 (2006) I地震と木造建築一中世前期にお

84 

ける日本建築技術のー側面-J，W安全 ・快適 ・ま

ちづくり~ (藤原悌三代表，滋賀県立大学平成15

年度特別研究「琵琶湖西岸断層帯を視野に入れた

滋賀県および県内各市町村の地震防災対策の再構

築」報告書， 2006年3月)， 161-166頁

4ユ蛙王室 (2006)2000年鳥取県西部地震に学ぶ一

建物被害，地盤特性，構法，修理再建，住宅支援

，藤原悌三(研究代表者)，平成15"'17年度特

別研究費，琵琶湖西岸断層帯を視野に入れた滋賀

県および県内各市町村の地震防災対策の再構築:

73"'76. 

轟屋二 (2006)滋賀県湖西地域における里山と棚

田の景観構造と環境システム，藤原悌三，安全 ・

快適 ・まちづくり， 183-186.

3) 新聞， 一般向け雑誌等への解説記事など

藍毘:陸孟 (2006) I想しり耐震構造から総合防災へ

そして，いま環境防災， 自費出版.

麗屋畳二 (2006) I一期一会」我が歩み一藤原悌

三論文集一 自費出版

皇室一」皇 (2006) I特集:環境科学部の地域貢献と

教育 ・研究/現代GPを活用した地域活性化への貢

献J，環境科学部年報第10号， 2006.3. 

皇室一」塗 (2006)湖国景観論/次代に引き継ぐ景観，

藤原悌三退官記念論文集 安全・快適・まちづく

り，滋賀県立大学環境科学部， 2006.3 

皇室一」重 (2006) I都市公園と景観形成/美しい公

園を考えるJ，公園緑地VOL.66(社)日本公園緑

地協会， 2006.1 

滝田 JII員，皇室一」監 (2006) Iノルマンディ一豊鏡

の庭JNol-12，企画・構成， NIKKEI NET Living 

Style，日本経済新聞デジタルメディア， 2006.1-12

皇室一」塗 (2006)位置指定道路の管理責任， NIKKEI 

NET住宅サーチ，日本経済新聞デ、ジタルメデ、イア，

2006.4. 

皇室ー」盗 (2006)屋上緑化の不動産価値， NIKKEI 

NET住宅サーチ，日本経済新聞デ、ジタルメデ、イア，

2006.5. 

皇蓋~盗 (2006) マンション建設と近隣協議， NIKKEI 

NET住宅サーチ，日本経済新聞デジタルメディア，

2006.12. 

主亙1菱重 (2006) I前川園男と戦後近代建築J，W前

川園男建築展 図録~， 2006年 1月.

主竪盤亘 (2006) Iインド・イスラーム都市論ノー

トJ，Wtraverse07 ~ traverse編集委員会，京都大

学・建築系教室， 2006年.

査竪1菱重 (2006) I私の環境学:地域の生態系に基



づく住居システムに関する研究J，環境科学部年

報第10号， 2006年.

査竪盤宣 (2006) 1多様性に欠け，貧困な日本の住

まいと家族のあり方」書評西川祐子~図書新聞~，

2006年 2月12日

査竪盤皇 (2006) 1アジアの都市と集落J，第七期神

楽坂建築塾「講義録JVOL.16， 2006年 2月.

査竪盤宜 (2006) 1防災と景観 タウンアーキテク

トの可能性 J ，藤原悌三退官記念論文集， 2006 

年 3月.

主監盤車 (2006)風景のかけら 世界の集落を切り

とる 鞍(鞍形屋根)， KAJIMA月報， 2006年4月.

主竪盤車 (2006)都市再生の本質 光と影のはざま

で一秩序と混沌一「都市組織」と「都市住居」

私にとって都市の魅力~建築と社会~， 2006年4月.

主宜盤車 (2006)私の紙面批評「再び胸を突く 11

年前の衝撃JJ， ~京都新聞~， 5月14日.

亙JH~皇 (2006) インタビューヨーロッパ世界

観を覆すJ，~世界住居誌~ ~量茶羅都市』をめぐ

って， 日刊建設工業新聞， 5月19日.

主壁盤耳 (2006)私の紙面批評「環境再生は世界共

通テーマJ，~京都新聞~， 6月11日.

亙竪箆皇 (2006) 書評「山本理顕『住居論~J， ~図

書新聞~， 2006年 3月12日.

主竪盤亘 (2006)CEL 

査宜盤亘 (2006) 1近代世界システムと植民都市J，

都市計画学会賞受賞に当たって~都市計画~ 262， 

2006年 8月.

五宜~宣 (2006) 私の紙面批評「滋賀県知事選，波

乱の背景は?J， ~京都新聞~， 7月9日.

亙竪盤車 (2006) 1読書アンケート'06上半期J，図

書新聞， 7月23日.

五JHtPJ(2006) 1審査後のモニタリングも必要J， 

『日刊建設通信新聞~， 2006年 7月20日.

主竪1菱重 (2006) 1四面楚歌の建築家はどこへ向か

うべきj 居酒屋ジャーナル 1，~建築ジャーナル』

No.1104， 2006年06月J. 

亙竪盤E1(2006)建築ジャーナル・コンペ・インタ

ビュー 11タウンアーキテクト」が選定方法を決

め，審査すればよいJ ，建築ジャーナル~ No.1104， 

2006年06月.

査ru差車 (2006) 1伊東豊雄論のためのメモランダ

ムJ，~建築ジャーナル~ No.1105， 2006年07月.

主宜盤亘 (2006) 1藤森照信に問うJ，~ザ・藤森照

信~， X-KnowledgeMook， 8月10日.

査宜盤車 (2006)私の紙面批評「地域版は教材の宝

庫J，~京都新聞~， 8月13日.

亙宜1菱重 (2006)私の紙面批評「防災への意識 紙

教員の活動資料編

面で検証をJ，~京都新聞~， 9月10日.

亙亙~tPJ (2006) 11清渓川 「再生」の衝撃JJ， ~建

築ジャーナル~， 2006年10月.

査竪盤車 (2006) I~室内』から「世界」を斬る J ，

(U室内』の 52年 山本夏彦が残したもの~ ， 

INAX出版所収入 2006年 9月.

主宜盤車 (2006) 1タウンアーキテクトの可能性

その 2J， ~建築ジャーナル~， 2006年10月.

査監盤亘 (2006) 1建築が「文イヒJとして共有され

るには」居酒屋ジャーナル4，~建築ジャーナル~，

2006年10月.

査宜~亘 (2006) 私の紙面批評 11景観と観光」掘

り下げてJJ， ~京都新聞~， 10月8日.

亙宜盤車 (2006) 1雛芥子の頃J，著書の解題『神殿

か獄舎か~， INAX REPORT No.168， 2006年10

月20日.

主宜盤亘 (2006) 1書評・ 『都市 ・建築の現在~J ， 

図書新聞， 2006年11月25日.

五竪PtPJ(2006) 1 n LDKの誕生 近代日本の都市

住宅事情J，(~都市の暮らしの民俗学 3 都市の生

活リズム~，新谷尚紀，岩本通弥編，吉川弘文館

所収入 2006年12月.

査監盤車 (2006) 1読書アンケート'06下半期J，図

書新聞， 12月23日.

松岡拓公雄 (2006) 1空水人のビジョンJ/空水

人/滋賀空調衛生設備協会機関誌.

松岡柘公雄 (2006) 1内井昭蔵の教育施設建築J/

季刊文教施設23号.

大谷弘明、血量造二、北条稔朗、古林桂太 (2006): 

「積層の家」、 STRUCTURE KANSAI，2006.1 

(社)日本建築構造技術者協会、 pp.2-3

岡田哲史、加藤功、血量造二 (2006) 若葉台の家

解説新建築住宅特集 2006.10

岡田哲史、血量造二 (2006) たいさんじ風花の丘

解説新建築 2006.11

血量造二、民回大輔、名和研二 (2006) 対談「普

通の材料でつくる」新建築 2006.11 

全主1孟本，虻よ盤二 (2006)琵琶湖湖岸緑地におけ

る空間利用についての研究vo1.2，楓，滋賀県造園

技術者協議会発行，第90号， pp.5-8. 

証よ盤二 (2006)大学は実践教育をとおして地域活

性化にいかに貢献できるか一滋賀県立大学「ステ

ューデントファーム近江楽座Jの試み，滋賀の経

済と社会， (財)滋賀総合研究所， No.116， pp.36-39. 

亘阜蓋主 (2006)平泉の文化遺産をユネスコ世界遺

産センターに推薦する文化審議会文化財分科会で

の決定を受けてのコメント，毎日新聞 地域のニ

ュース(岩手) (2006年 7月22日) • 
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直盟基盟，株式会社AMS(2006)建築IT 建築現場

のプレゼンテーション術ー，日経アーキテクチュア

2006 6-12号(第824号)、 80-81.

亘盟茎盟 (2006) アーキファイル&ディテール

2006，日経アーキテクチュア20063-20号(第816

号)、 88-89.

山杢車産 (2006)研究の風景「滋賀県立大学山本直

彦研究室J，建築と社会2006年 7月号， 日本建築

協会， 18-19. 

斗直直産 (2006) r私の環境学:地域性を取り入れ

た新たな試みへJ，環境科学部年報第10号， 2006 

年 3月.

6. 学会等への発表

柴田いづみ (2006)第 6回mAAN国際会議2006

r our modern/われらがモダーン:アジア都市遺

産を再認識するJ第 2セッション議長 mAAN 

(アジア近代建築ネットワーク) 2006.11.1""'5. 

本屋--盗 (2006) ドイツにおける戦略的環境アセス

メント制度の導入 都市計画での適用，日本建築

学会2005年度大会(関東)学術講演梗概集(都市

計画)， 2006.09.09 (発表番号7299). 

三品実穂(フリー) ・本屋一」杢 (2006)新田集落に

おける町並み景観と住民意識に関する研究 滋賀

県能登川町栗見出在家を事例にして， 2006.09.08 

(発表番号6040). 

Shuii FunQ (2006) Colonial Urban Heritage 

and Asian Urban Traditions， Urban-Cultural 

Research Center， Graduate School of 

Literature and Human Sciences， The 21st 

Century COE Program， International 

Symposium， Osaka City University， 1st Oct.， 

2006:大阪市立大学大学院文学研究科， COE国際

シンポジウム 2006年10月1日.

Shuii FunQ (2006) Towards an Architecture 

based on Vernacular Values in the Regions: 

On Paradigm of Asian Studies for 

Architecture and Urban Planning， Keynote 

Speech， The 6th International Symposium on 

Architectural Interchange in Asia， "A+T: Neo-

Value in Asian Architecture"， October 25-28， 

2006， Daegu Convention Center， Daegu， 

Korea. 

Nawit Ongsavangchai， ~huii FunQ (2006) 

Formation and Transformation of Shop 

houses in Khlong Suan Market Town: 

Proceedings Volume 1， PP.9-14: The 6th 

International Symposium on Architectural 

Interchange in Asia， "A+T: Neo-Value in 

Asian Architecture"， October 25-28， 2006， 

Daegu Convention Center， Daegu， Korea. 

Chung-Shin Park， Sung-Min Cho， ~huii Funo 

(2006) Formation and Residential Quarter 

Organization of a Korean Resident Village in 

UTORO of Kyoto， Japan: Poster Sessions， PS1-

6: The 6th lnternational Symposium on 

Architectural lnterchange in Asia， "A+T: Neo-

Value in Asian Architecture"， October 25-28， 

2006， Daegu Convention Center， Daegu， 

Korea. 

Yusuke Nakagawa， Masahiro Maeda， ~huii Funo 

(2006) Consideration on Actual Conditions 

and Reconstruction Process of JAY AGATO 

PURA (Moratua， Sri Lanka) Damaged By 

Sumatra EarthQuake and lndian Ocean Tidal 

Wave in 2004: Poster Sessions， PS 1-12: The 

6th lnternational Symposium on Architectural 

lnterchange in Asia， "A+T: Neo-Value in 

Asian Architecture"， October 25-28， 2006， 

Daegu Convention Center， Daegu， Korea. 

Masahiro Maeda， Yusuke Nakagawa， ~huii Funo 

(2006) Consideration on Actual Conditions 

and lssues of Sett1ements in South West coast 

of Sri Lanka Damaged By Sumatra 

EarthQuake and lndian Ocean Tidal Wave in 

2004: Poster Sessions， PS 1-12: The 6th 

International Symposium on Architectural 

Interchange in Asia， "A+T: Neo-Value in 

Asian Architecture"， October 25-28， 2006， 

Daegu Convention Center， Daegu， Korea. 

Kyota Yamada， Masahiro Yamada， ~huii Funo 

(2006) Considerations on Spatial Formation 

and Transformation in Pettah (Colombo， Sri 

Lanka) : Proceedings Volume 1， PP.541-548: 

The 6th lnternational Symposium on 

Architectural lnterchange in Asia， "A+T: Neo-

Value in Asian Architecture"， October 25-28， 

2006， Daegu Convention Center， Daegu， 

Korea. 

Shu Yamane， ~huii FunQ， Takeshi lkejiri (2006) 

Space Formation and Transformation of the 

Urban Tissue of Old Delhi， lndia: Proceedings 

Volume 1， pp.549-554: The 6th International 

Symposium on Architectural Interchange in 

Asia， "A十T:Neo 
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October 25-28. 2006. Daegu Convention 

Center. Daegu. Korea. 

田島喜美恵，畑中久美子，査竪隆宣 (2006) rパキ

スタン地震における仮設住宅"1+αtemporary 

housing"の提案と実施についてJ. pp.185-186. 

日本建築学会学術講演会梗概集，神奈川大学，

2006年 9 月 7 日 ~9 日.

中川雄輔，前田昌弘，査宜盤皇 (2006) rコロンボ

近郊における津波被災シャンティ・セツルメント

の復興過程 その 1 スリランカにおける居住政

策の変遷と津波復興政策の位置づけJ. pp.195-

196.日本建築学会学術講演会梗概集，神奈川大学，

2006年 9 月 7 日 ~9 日.

前田昌弘，中川雄輔，査竪盤宣 r(2006) コロンボ

近郊における津波被災シャンティ・セツルメント

の復興過程 その 2 沿岸居住地の被害状況と復

興の実態J.pp.197-198.日本建築学会学術講演会

梗概集，神奈川大学. 2006年 9 月 77 日 ~99 日.

朴重信，超聖民，金泰永，主監盤亘 (2006) r日本

植民地期における韓国の河川の日本人移住漁村に

ついて その 1密陽の三浪津邑の事例J.pp.197-

198.日本建築学会学術講演会梗概集，神奈川大学，

2006年 9 月 7 日 ~9 日.

超聖民，朴重信，主監盤亘 (2006) r韓国密陽市三

浪津邑鉄道官舎の形成と空間変容に関する考察一

三浪津鉄道官舎の形成と空間変容を中心として

-J. pp.139-140.日本建築学会学術講演会梗概集，

神奈川大学. 2006年 9 月 7 日 ~9 日

全起ヰ本 (2006)アクセス性からみた琵琶湖湖岸緑

地と隣接集落とのつながりについての研究，平成

18年度日本造園学会全国大会，大阪芸術大学，

2006年 5月21日.

全主主阜本，蛙よ盤二 (2006)琵琶湖湖岸緑地におけ

る空間利用についての研究，平成18年度日本造園

学会全国大会分科会，大阪市. 2006年 5月22日.

Hよ盤二 (2006)第 3会場第lセッション「利用者

の行動と利用の調査が公園緑地の活性化につなが

るために」座長，平成18年度日本造園学会全国大

会研究発表会，大阪芸術大学. 2006年 5月21日.

註よ盤二 (2006)大学における地域連携型の実践教

育プログラムが地域再生にもたらす効果と課題に

ついて一滋賀県立大学「ステューデントファーム

近江楽座Jを事例として，平成18年度日本建築学

会全国大会研究発表会，都市計画部門オーガナイ

ズドセッション一都市と大学の連携による都市・

地域の再生，神奈川大学. 2006年9月7日.

宣島義主 (2006) r平泉柳之御所遺跡の建築につい

ての一考察J. 岩手県教育委員会 第 6回平泉文

教員の活動獄ヰ編

化フォーラム，於一関市ダイヤモンドパレス，

2006年 2月19日.

孟阜蓋主 (2006) r現世と浄土をつなぐ景観一一平

等院鳳風堂仏後壁画の解釈をめく守って一一J. 第4

回考古学と中世史シンポジウム，於帝京大学山梨

文化財研究所. 2006年 7月 1日.

亘皇蓋主 (2006) r柳之御所遺跡の建築についてJ.

平泉 ・衣川遺跡群研究会 柳之御所遺跡検討会，

於平泉郷土館. 2006年 12月 2~3 日.

宮沢千顕，倉山千春.1!.丑一」童，田代達一郎，赤坂

裕 (2006)開口部の遮熱性能の計算法~その10

窓-RC造外壁間の線熱貫流率計算結果と考察~，日

本建築学会大会学術講演梗概集2006(環境工学2).

畳丑-----.J.宣，豊田盤盤 (2006)開口部の遮熱性能の計

算法~その11斜め入射に対する検討(その 1計算

法)~.日本建築学会大会学術講演梗概集2006(環境

工学2).

豊田豊箆，盟.t!:.....Ji(2006)開口部の遮熱性能の計

算法~その11斜め入射に対する検討(その 2計算

結果)~.日本建築学会大会学術講演梗概集2006(環

境工学2).

ヰ直車産 (2006) r建築計画学における海外集落研

究の諸問題J. 日本建築学会大会(関東)建築計画

部門研究懇談会「建築計画，その可能性の中心一

建築計画は集落を超えることができるかJ.9月7日.

7. 研究会等，講演会，特別講義での発表

1)研究会等における発表

皇重一」室 1斤蕗降二郎，証よ盤二，鐘還準盤，直盛

皇.:lli.. fi盟車産，石川慎治，徳満勝久，河崎澄，

黒田末書，漬崎一志 (2006)"スチユーデントフ

ァーム「近江楽座」ーまち ・むら・くらしふれあい

工舎"ワークショップ. 2006.3.23. 

皇室~.奥野 修 (2006) r地域再生人材創出拠

点の形成プログラムJ10大学事業説明会報告，独

立行政法人科学技術振興機構. 2006.6.8. 

皇室一隆 (2006)佐々木葉二，杉本正美，増田 昇，

松久喜樹，宮城俊作:関西ランドスケープ7大学

展2006講評会，京都市中央区元立誠小学校，

2006.10.29. 

柴田いづみ (2006) r防災 ・耐震 ・まちづくりフ ォ

ーラム」京都大学+滋賀県立大学 2006.2.4.

柴田いづみ (2006) r防災・耐震 ・まちづくりフォ

ーラム」京都大学+滋賀県立大学2006.3.12.

柴田いづみ (2006) r第 1回防災・耐震 ・まちづく

りフォーラム2006J京都大学+滋賀県立大学+
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NPO彦根景観フォーラム他防災・耐震・まちづ

くりフォーラム実行委員会実行委員長2006.11.12.

柴田いづみ (2006) r防災 ・耐震 ・まちづくりフォ

ーラム2006，まち歩きJ，京都大学+滋賀県立大

学+NPO彦根景観フォーラム他防災・耐震・ま

ちづくりフォーラム実行委員会実行委員長

2006.11.23. 

柴田いづみ (2006) r第 2回防災 ・耐震 ・まちづく

りフォーラム2006J京都大学+滋賀県立大学+

NPO彦根景観フォーラム他防災・耐震・まちづ

くりフォーラム実行委員会実行委員長2006.12.3.

柴田いづみ (2006) r防災 ・耐震 ・まちづくりフ ォ

ーラム，木造伝統構法彦根研究会」京都大学+滋

賀県立大学+NPO彦根景観フォーラム他防災・

耐震・まちづくりフォーラム実行委員会実行委員

長2006.12.18.

本屋--...i主 (2006) ドイツにおける戦略的環境検査の

展開 EUの計画・プログラム環境検査指令とド

イツでの国内法化，およびその実践，開発代償研

究会拡大研究会， (2006.06.01) • 

査ru蓋宣 (2006) 日本建築学会建築計画委員会春季

研究集会都市 ・建築の再生と建築計画一韓国

ソウルの清渓川復元と近 ・現代建築 J.主催，

ソウル，漢陽大学， 2006年 6 月 2 日 ~4 日.

査宜盤亘 (2006)歴博共同研究第一回研究会「アジ

ア都市建築研究の課題J，国立歴史民俗博物館，

2006年 6 月 17 日 ~18 日.

査竪盤宣 (2006) 日本建築学会建築計画部門・研究

懇談会建築計画，その可能性の中心一建築計

画は集落を超えることが出来るか コメンテ

ータ一， 2006年 9月 7日

査畳盤呈 (2006) 日本建築学会建築計画部門 ・研究

協議会プロトタイプからプロトコルへ-21世

紀の建築計画学のあり方を展望する 主旨説

明， 2006年 9月7日.

斗産直産 (2006)パンダ・アチェ市における復興段

階への移行と住宅供給プロセス，研究フォーラム

r2004年インド洋地震津波災害被災地の現状と復

興への課題 IIJ，国立民族学博物館， 1月8日.

山杢直産，小津雄樹 (2006)伝統技術を用いた災害

仮設住宅一京都の左官技術を用いた被災者による

自助建設の野可能性一，第 2回文化遺産防災シン

ポジウム「文化遺産の防災一防災まち(地域)づ

くりをめざして J，立命館大学， 2006年12月19

日.

山杢車産 (2006)インドネシア・パンダアチェ市に

おけるスマトラ沖地震後の住宅復興，第4回関西

地震防災研究会， 9月16日

2)講演会

皇室一」藍 (2006) r土地利用と景観j 滋賀県用地対

策連絡協議会講演会:2006.6 .21. 

柴田いづみ (2006) クラブ卓話 長浜東ロータリー

クラブ「個の総体がまちをつくる(長浜バージョ

ン)J 2006.5.16. 

柴田いづみ (2006)全国都市再生まちづくり会議

2006 全国都市再生まちづくり会議事務局 東京

都 2006.8.5 ，6 . 

柴田いづみ (2006)環境建築連続セミナ-2006

「東京エコシティー水の都市の再生に向けて」パネ

ルディスカッション JIA (日本建築家協会)

2006.9.30. 

柴田いづみ (2006)倉敷市景観フォーラム「都市景

観を創る?理念実現と担い手はいかにあるべきかj

シンポジウム岡山県倉敷市 2006.10.4 • 
柴田いづみ (2006) 中央講座「安全・安心な社会を

支える先端技術J講演 「すまいの安全 ・安心」日

本技術士会 2006.10.28.

柴田いづみ (2006)JIA建築家大会2006奈良時を

紡ぐJ~千三百年を継承するテクノロジー~まち

づくり円卓会議「まちへ出でよ…その活動現場か

ら JIA (日本建築家協会)奈良県奈良市

2006.11.10. 

査壁盤亘 (2006)パネル・ディスカッション，布野

修司，鬼頭梓，林昌二，松山巌前川園男のモ

ダニズムJ，東京海上火災ビル， 2006年01月19日.

主亙盤車 (2006) 日独シンポジウムJapanese-

German Symposium W持続可能なコミュニティ

とエコ建築SustainableCommunities and 

Ecological Building~ ， ドイツ連邦環境省・滋賀

県 .NPO法人エコ村ネットワーキング主催，基調

講演，布野修司「日本とアジアにおけるエコ建築

とエコ・コミュニティ:過去・現在・未来J，コラ

ボしが21，2006年02月13日.

査壁盤呈 (2006) シンポジウム「大震災からの復興

への道のりーパキスタン大地震・阪神淡路大震

災 ・インド洋大津波一」布野修司「インド洋大津

波調査と復興支援」 大阪市中央公会堂 地階展

示室， 2006年04月28日.

査竪盤車 (2006)鯨の会講演会 裸の建築家/タウ

ンアーキテクトの可能性J，2006年 5月26日.

査宜盤宣 (2006)宮内嘉久著『前川園男 賊軍の将』

合評会，司会，国際文化会館，東京， 2006年7月29日

査竪盤皇 (2006)講演会 ・シンポジウム「関西の三

奇人ふたたびJ，安藤忠雄，渡辺豊和他， 一心寺 ・

日想殿， 2006年 9月16日.
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査壁ß~ ?J (2006) シンポジウムそれぞれにとっ

ての前川国男J，松隈洋，松山巌，布野修司，京

都造形大学， 2006年12月2日.

主ru主主 (2006)歴博国際シンポジウム2006I日

韓比較建築文化史の構築一宮殿・寺廟・住宅一J， 

国立歴史民俗博物館， 2006年12月12日'"13日.

主宜1盆宣 (2006)基調講演「東南アジアの住まいの

様相J，シンポジウム「アジアの住まい 1J， 日本

建築学会，東洋建築史小委員会， 2006年12月16日.

松岡拓公雄 (2006)JIAプ口フェッションスクール

2005/06年 2月3日「アトリエでの設計J. 

松岡拓公雄 (2006) I宇治の景観」宇治ロータリー

クラブ講演 06年10月.

血量造二三 (2006) 構造技術が拓く建築空間の可

能性」日本大学大学院特別講演 2006.01.13

大谷弘明、血量造二積層の家」、 J 1 A近畿支

部住宅部会講演会 2006.03.03

血量造二 (2006) 構造デザインについて」、社

団法人滋賀県建築設計家協会 財団法人滋賀県建

築住宅センター主催講演会 2006.03.08

大谷弘明、血量造二 (2006) 積層の家」、 PC技

術講習会 社団法人日本プレストレストコンクリ

ート技術協会主催 2006.6.2

血量造二二 (2006) 構造計画について JIAオープ

ンスクール 社団法人日本建築家協会主催

2006.9.13 

血量造二 (2006) 普通の材料で創る 第123回新

構法開発研究会 2006.9.15

血量造二他 (2006) 滋賀県建築士会女性部会 伝

統工法勉強会 2006.10.14 

去盆隼塵，証よ盤二， ι連主盟 (2006) まちづくり

構想報告「長浜米原まんなかまちづくり構想 コ

ンパクト・コミュニティをめざして一J，長浜米

原まんなかまちづくりシンポジウム，長浜， 2006 

年12月2日.

畳丑~童 (2006) ライフライン被害と市民の接点か

ら見たまちの安全性，滋賀県設備事務所協会・

(社)滋賀県空調衛生設備協業協会合同会員研修会，

ウェルサンピア滋賀， 2006年11月22日.

3)授業

産屋畳二 (2006)最終講義:見える美しさ，見えな

い大切さ，環境科学部講義室， 2006年 2月3日.

柴田いづみ (2006)耐震診断調査(指導・助言)， 

彦根工業高校建築科 滋賀県彦根市河原 2006.6 

主屋一並 (2006)環境問題を考える 環境をどう捉

-89 

「員の活動資料一

え，どう扱っていけば良いのだろうか，塔南高校

(京都)模擬講義， 2006.08.11. 

虻よ盤二 (2006)来訪者が興味をもっ景観要素につ

いて，平成18年度グリーンツーリズムデザイナー

育成講座， NPO法人HCCグループ，ウッディパル

余呉， 2006年11月10日.

直盟蓋盟 (2006)慶応大学大学院COE特別講義人

の動きをデザインする一，慶応大学COEプログラム，

2006年11月16日

包丑一」宣 (2006)建築士のための指定講習会室内

環境， (社)滋賀県建築士協会，ピアザ淡海， 2006年

2月24日.

8. 展覧会等

柴田いづみ (2006)建築家 5人展 建築家展(アー

キテクツギャラリー) JIA (日本建築家協会)東

京都渋谷区 2006.11.24'" 30. 

9. 競争的研究資金の導入

1)本学特別研究

鹿屋畳二:滋賀県立大学環境科学部特別研究「滋賀

県におけるまちなみ保全・創出と安全・快適住宅

創出に関する研究J(第3年度)• 

本足並，lf.盟亘草，箪盆墨江，孟以蓋起，虻よs!

二，主主E監~，亘盛亘i包:共同重点，平成16年度

'" 18年度， 117万3000円.

匙且』基盤，土井崇司.1斤藤降二郎1.阜且正美，重

量二，亀田彰喜:特別研究，公共交通とまちづく

りに関する地域学的研究，平成 16"'17年度，

167.4万円.

轟崖二:奨励研究，地方都市の街なか・郊外居住

と持続可能性に関する計画論的研究 少子高齢時

代における市街地再編と都市再生一，平成18年度，

50万円.

2) 科学研究費補助金

主監盤耳:科学研究費補助金，基盤研究 (B)， Iア

ジア諸都市の都市組織と都市型住宅のあり方に関

する研究J (課題番号18360295)，2006"'2009 

年度， 430万円 (2006年度) • 

主竪盤車:科学研究費補助金，研究成果公開促進費，

学術図書， IStupa & SwastikaJ (課題番号

185326)， 450万円 (2006年度)，京都大学学術

出版会.



社よ盤二:歴史的固定堰の親水空間としての可能性

についての研究，一般研究(基盤C)，2006年度，

90万円.

亘皇義主:平成18年度科学研究費補助金(研究成果

公開促進費)課題番号185323.

渡辺秀俊，高橋正樹，林田和人，佐野友紀，直盟基盟 :

ロボットと人間が共存するための建築空間の計画

要件，文部科学省科学研究費一基盤(C)，平成17-19年

度， 160万円.

斗盛車産:オランダ領東インドにおける統一都市計

画法成立以前の都市計画実態に関する研究，若手

研究 (B)，70万円.

3)政府および地方公共団体(関連法人を含む)か

らの補助金

皇蓋---..l!!，松岡拓公雄，漬崎一志，印南比日志 1丘
藍隆二血，虻よ盤ニ:r現代的教育ニーズ取組支援

プログラムJスチューデントファーム"近江楽座

文部科学省， 2004"-'2006， 1350万円 (2006年

度) • 

皇室一」塗，曽我直弘，主監盤亘，松岡拓公雄，蛙よ

盤二， ι連主盟，盆山道雄，盤飽~，山根浩二，

演崎一志，黒田末書，奥野修，上田洋平地域

再生人材創出拠点の形成」プログラム近江環

人地域再生学座J，文部科学省， 2006"-' 20 1 0， 

2500万円 (2006年度) • 

柴田いづみ:平成18年度市民活動団体等支援総合事

業内閣府 まちの継続in彦根防災 ・耐震・ま

ちづくりフォーラム2006一.

松岡拓公雄前:木造建築 木造文化の継承発展およ

び木造文化を基礎とした地域再生をめざす総合的

な研究，教育，実践プログラムの構築，平成18年

度， 100万円，滋賀県.

阻量造二、岡田哲史、今井隆志:平成18年度 国土

交通省建設技術研究開発助成制度:耐震性に優

れ、狭小間口で自由な建築空間を可能にする木造

新工法、平成18年"-'19年度、 1050万円

4) その他財団からの研究補助金

柴田いづみ:自然再生に向けての基礎調査 平成17

年度 30万円 大阪市立大学(財)有恒会.

査竪i菱重.住宅総合研究財団研究助成スペイン

植民都市の起源 ・変容・転成・保全に関する研

究J(研究番号0602)，2006年 6月1日"-'2007年

10月31日， 180万円.

主主主盤二:琵琶湖岸景観の保全に対する地域住民の

活動の有効性に関する研究，河川整備基金助成，

(財)河川環境管理財団 2006年 6月"-'2007年 5

月， 69万円.

末富孝也，秦憲志，奥野修，浅野智子，戸谷秀子，

永橋為介，西本和正，揮哲男，虻よ箆二:大津 ・

志賀地域協働街づくり研究 日本都市計画学会関

西支部「都市計画研究会」助成， 2006年 4月~

2007年 3月， 10万円.

山本直彦(ギ杏)他 5名:伝統技術を活用した災害

仮設住宅の建設技術開発に関する研究，住宅総合

研究財団， 45万円.

10. 研究員の受入

査壁盤呈，朴重信，学術振興会特別研究員， 2005年

10月"-'2007年 9月.

査竪盤宣，ホアン ・ヒメネス ・ベルデホ，学術振興

会特別研究員， 2006年4月"-'2008年 3月.

11.社会への貢献

1)各種委員会等

産屋畳二二 (2006)土砂災害防止対策委員会， 1/31. 

産屋盟二 (2006)学校建築耐震診断委員会， 2/22. 

産屋盟二 (2006)耐震診断委員会， 3/28. 

皇室一」盗 (2006)現代的教育ニーズ取組選定委員会

第4部会(持続可能な社会につながる環境教育の

推進)，委員，文部科学省.

皇室一」皇 (2006)滋賀県国土利用審議会，委員，滋

賀県.

皇室一主主 (2006)滋賀県みずすまし構想推進委員会

景観保全専門部会，会長，滋賀県.

皇重一」盗 (2006)美しいしがのふるさとづくりこん

くーる選定委員会，委員，滋賀県.

皇室一」盗 (2006)守りたい育てたい湖国の自然100

選選定委員会，委員，滋賀県.

皇室一」車 (2006)滋賀県東北部浄化センタ一造成計

画検討懇話会，委員長，滋賀県.

皇室~主 (2006) 滋賀県土木交通部指定管理者選定

委員会，委員，滋賀県.

皇室~主 (2006) 大津市都市計画部指定管理者選定

委員会，委員，大津市.

皇室~主 (2006) 長浜市建築審査会，会長，滋賀県

長浜市.

皇室一」車 (2006)大津市風致保全に関する懇話会

委員，滋賀県大津市.

皇室一」盗 (2006)大津市景観審議会，副会長，滋賀
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県大津市.

皇重一」皇 (2006) 自然環境アドバイザー，国土交通

省近畿地方整備局.

皇室一」皇 (2006)彦根市景観アドバイザー，彦根市.

皇室一民 (2006)都市再生機構，浜甲子園デザイン

協議会，委員，都市再生機構関西支社.

皇室~ (2006)関西ランドスケープ7大学展実行

委員会，委員

柴田いづみ (2006)文化庁文化審議会文化財分会第

二専門調査会文化庁.

柴田いづみ (2006)河川保全利用委員会 国土交通

省琵琶湖河川事務所.

柴田いづみ (2006)現代的教育ニーズ取組選定委員

会におけるペーパーレフェリ一 文部科学省.

柴田いづみ (2006)都市計画協会常任理事 (財)

都市計画協会.

柴田いづみ (2006)淡海環境保全財団理事会理事

(財)淡海環境保全財団.

柴田いづみ (2006) (NPO法人)東京いのちのポー

タルサイト理事会理事.

柴田いづみ (2006) (NPO法人)太陽光発電をすす

める大津市民の会(ソーラーおおつ)理事.

柴田いづみ (2006) (NPO法人)彦根景観フォーラ

ム副理事長.

柴田いづみ (2006)ネット社会と子ども達協議会副

運営委員長東京都 3@].

柴田いづみ (2006)滋賀県土地利用審査会委員 滋

賀県.

柴田いづみ (2006)滋賀県公共事業評価監視委員会

委員滋賀県l回.

柴田いづみ (2006)滋賀県施設・事業仕分け会議委

員滋賀県2回.

柴田いづみ (2006)史跡観音寺城跡整備基本構想・

基本計画策定委員会 滋賀県安土城城郭研究所.

柴田いづみ (2006)彦根市都市景観審議会 彦根市.

柴田いづみ (2006)彦根市景観計画策定委託業者選

定委員会彦根市2回.

柴田いづみ (2006)彦根市都市計画マスタープラン

策定委員会.

柴田いづみ (2006)近江八幡市観光振興計画策定委

員会近江八幡市.

柴田いづみ (2006)安土・八幡文化的景観保存活用

委員会副委員長近江八幡市.

柴田いづみ (2006)長浜市都市計画審議委員 長浜

市.

柴田いづみ (2006)長浜市商庖街活性化検討委員

長浜市産業経済部.

柴田いづみ (2006)湖南市都市マスタープラン・国

土利用計画委員会委員長 湖南市 l回.

柴田いづみ (2006)湖南市都市計画審議会 湖南市

1回.

柴田いづみ (2006)唐津市「蕨野の棚田」保存管理

計画策定委員会委員 佐賀県唐津市 l回.

本屋一」主 (2006)彦根市建築審査会会長彦根市.

本屋~主 (2006) 大津市開発審査会会長大津市.

本屋一一主主 (2006)大津市建築審査会 委員 大津市.

本屋--.J生 (2006) (社)滋賀県建築士会継続能力開

発 (CPD)プログラム評議員会会長滋賀県建

築士会.

本屋--.J圭 (2006) (社)滋賀県建築士会専攻建築士

評議会会長滋賀県建築士会.

本屋一主主 (2006)滋賀自治体問題研究所 理事長.

産屋一二盗 (2006)東近江市あいとうウエストランド

土地利用研究会座長

本塁--.J主 (2006)大津市住宅マスタープラン改定検

討委員会委員長.

本屋--.J杢 (2006)新建築家技術者集団滋賀支部 代

表幹事

亙宜盤亘 (2006)文化庁文化遺産国際協力コンソー

シアム委員.

査竪盤ヨ (2006)国際技能振興財団専務理事.

査竪1菱重 (2006)米原市駅周辺整備ヴィジョン策定

委員会(座長). 

査竪盤呈 (2006)宇治市都市計画審議会(会長). 

査竪1菱重 (2006)宇治市都市景観審議会委員

査宜盤宣 (2006)淀川水系宇治川河川利用委員会委

員.

主宜盤呈 (2006)塔の島地区河川整備に関する検討

委員会委員

主宜盤宣 (2006)大阪府警察金岡単身寮整備等事業

の係る選定事業者審査委員会委員.

主宜盤亘 (2006) しまね景観賞委員会委員

主宜盤車 (2006)大橋川周辺まちづくり検討委員会

(副委員長). 

松岡柘公雄 (2006)ガラス再資源協議会副会長， 2回.

松岡拓公雄 (2006)彦根市都市景観審議会委員， 2回.

松岡拓公雄 (2006)宇治市都市景観審議会会長， 5回.

松岡拓公雄 (2006)京都CDLユニットマスター

1回.

松岡拓公雄 (2006)京都CDLみてきてつくって審

査委員， 1回.

松岡拓公雄 (2006)高月町コミュニティパス検討委

員， 4回.

松岡拓公雄 (2006)団地再生協議会委員， 3回

松岡拓公雄 (2006)大沢池環境再生計画委員会副委

員長， 2回.
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松岡拓公雄 (2006)札幌市モエレ沼公園運営会議，

l回.

松岡柘公雄 (2006)滋賀県協働部活プロジェクト/

ウッドマイレージ会議， 3回.

血益造二 (2006)滋賀県学校建築耐震判定委員会

副委員長

阻蓋造二 (2006)滋賀県開発許可基準等調査検討委

員会 学識経験者部会委員

血量造二 (2006) (財)日本建築総合試験所 建築

物構造性能評価委員会 委員

阻量造二 (2006)大阪府下行政連絡協議会 建築確

認アドバイザー委員.

阻量造二 (2006)大阪建築コンクール 審査委員.

担よ盤二 (2006)大津市長等地区都市水路計画協議

会コーディネーター，大津市， 1回.

担よ盤二 (2006)長等商店街振興組合への専門知見

提供，大津市， 2回.

虻よ盤二 (2006)浜大津手しごと市場実行委員会へ

の専門知見提供，大津市， 2回.

Eよ盤二 (2006)大津・志賀地域協働街づくり研究

会委員，大津市， 2回.

虻よ盤二 (2006) 山田21まちづくり推進委員会へ

の専門知見提供， 草津市， 6回.

狂よ盤二 (2006) コトナリエ実行委員会への専門知

見提供，東近江市， 5回.

証よ盤二 (2006)五個荘地区まちづくり協議会への

調査協力，東近江市， 2回.

蛙よ盤二 (2006)長浜米原まんなかまちづくり協議

会への専門知見提供， 長浜市 ・米原市， 3回.

証よ盤二 (2006)三津海瀬土地利用委員会への専門

知見提供，彦根市， 1回.

蛙よ盤二 (2006)関西ラ ンドスケープ7大学展実行

委員会，京都市， 2回.

宣車蓋圭 (2006)草津市文化財保護審議会委員.

宣車蓋童 (2006)愛知川町史執筆委員

E丑~童 (2006) 窓のエネルギー性能評価指標研究

プロジェク ト 委員， (社)リビングアメニティ協会，

2005年4月 5回.

E丑一遣 (2006)ISO/TC163/SC2対応WG 委員，

建築 ・住宅国際機構， 2003年 6月 4回.

轟一」室二 (2006)草津市都市計画マスタープラン策

定委員会委員，草津市

2)学会貢献

柴田いづみ (2006) (社)日本建築士会連合会 情

報・広報委員会委員 9回.

主屋-----.I杢 (2006) 日本建築学会，都市計画委員会

環境地域計画システム小委員会 委員.

査m芝呈 (2006) 日本建築学会建築計画委員会(委

員長)• 

査竪盤車 (2006) 日本建築学会アジア建築交流委員

会(委員長) • 

査宜盤呈 (2006) 日本建築学会英文論文集JAABE

Oournal of Asian Architecture and Built 

Environment)委員会(委員長 Field Editor) . 

査宜盤宣 (2006) 日本建築学会学会賞(業績賞)部

会長.

松岡拓公雄 (2006) 日本建築学会司法支援委員会委

員， 2回.

血量造二 (2006) 日本建築学会 シェル小委員会

鉄筋コンクリート系厚肉床壁構造設計施工WG委

貝.

血量造二 (2006) 日本建築学会 Studen t 

Summer Seminar コンテスト審査員.

阻量造二 (2006) 日本建築学会 関東支部構造デザ

インテキスト作成委員会委員.

血盤造二 (2006) 日本建築学会 作品選奨選考委員

会委員

血盤造二 (2006) 日本建築学会 設計競技事業委員

会委員

虻よ盤二 (2006) 日本造園学会 学術委員会委員，

論文集校閲委員会委員.

亘阜蓋主 (2006) 日本宗教文化史学会，編集委員

豆島蓋主 (2006)建築史談話会，幹事

宣盟茎盟 (2006) 日本建築学会建築計画委員会空

間研究小委員会シンポジウムWG委員.

車並E基盟 (2006) 日本建築学会情報システム委員

会 AIディレクトリ構築WG委員.

斗l杢車産 (2006) 日本建築学会計画委員会比較居住

文化小委員会幹事.

止蛙正室 (2006) 日本建築学会 不均質・混合体の

数理解析手法小委員会委員， 1回.

止蛙正室 (2006) 日本建築学会近畿支部 災害対応

ネットワーク委員.

轟屋二 (2006) 日本造園学会校閲委員

3)国際貢献

松岡拓公雄 (2006)ベネチアビエンナーレ日本館オ

ープニングセレモニー招待参加/9月7日.

松岡拓公雄 (2006)IBAエムシャーパークエントリ

-2006参加/ツアルフアライン/10月17日.

松岡拓公雄 (2006) ドイツ連邦建設省「団地再生シ

ンポジウムJ/ライネフェルデ/10月19日.

亘阜蓋主 (2006)東アジア建築文化国際会議京都
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2006，実行委員

12. マスメディアとの対応

1)新聞，雑誌等からの取材による記事

藍屋:匝孟 (2006) 中日新聞「琵琶湖と環境J12回

シリーズ 地震防災と市民の力，①風光明婦の国

日本の自然災害 ②剛柔論争 耐震構造の歴史

③建築基準法一安全の指標 ④建物と地盤特性

地面の揺れ方 ⑤ソフト防災 強い建物から安全

な町づくりへ ⑥世界の災害を軽減する 日本の

役割 ⑦学校の耐震 避難所の運営 ⑧被害推定

一東南海地震と琵琶湖西岸断層帯の地震 ⑨自助

公助共助 私有財産と社会資産 ⑩地域のリスク

ー危険な地域から防災対策を ⑪児童に学ぶ地震

への備え 瀬田小学校の事例⑫環境職能論 建

築組織の責任.

皇皇」皇 (2006)稲村神社春季例大祭環境フィール

ドワークプレス説明会，京都新聞社，中日新聞社

ほか， 2006.4 .12. 

皇室一」逢 (2006)滋賀県立大学現代GP"スチユーデ

ントファーム「近江楽座」 まち・むら・くらしふ

れあい工合"平成18年度プロジェクト募集プレス

説明会，朝日新聞社，読売新聞社，中日新聞社，

産経新聞社，京都新聞社ほか， 2006.4.24. 

柴田いづみ (2006)商庖街活動に「防災加えて」

彦根の商庖主30人が参加専門家から学ぶ京都

新聞 2006.2.5. 

柴田いづみ (2006)滋賀大地域連携センターと県立

大 商庖街に研究室「市民と交流を」 中日新聞

2006.2.9. 

柴田いづみ (2006)住宅の耐震補強について考える

彦根でシンポ 京都新聞電子版 2006.3.12. 

柴田いづみ (2006)住宅の耐震補強について考えた

「防災・耐震・まちづくりフォーラム」 彦根で

シンポ京都新聞 2006.3.13.

柴田いづみ (2006)はばたけ滋賀っ子新病院飾る

立体作品に 近江八幡の子ら 琵琶湖の魚模型

紙粘土で作った 朝日新聞 あいあいAI滋賀

2006.3.15. 

柴田いづみ (2006)町家を無料耐震診断，実習と地

域防災に 京都新聞電子版 2006.3.20. 

柴田いづみ (2006)町家を無料耐震診断 旧城下町

で実習と地域防災に 京都新聞 2006.3.20. 

柴田いづみ (2006)彦根の町家地理情報システムに

集約耐震，景観保全活動へ京都新聞 2006. 

3.23. 
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柴田いづみ (2006)耐震診断まかせて 彦根工業高

生が商!古街で町家実測実習 中日新聞電子版

2006.6.10. 

柴田いづみ (2006)耐震診断まかせて 商庖街で彦

根工業高生が実習 中日新聞電子版 2006.6.10. 

柴田いづみ (2006)黒壁スクエアの成功学ぶ県立

大環境科学部 特別講義「長浜のまちづくり」

読売新聞 2006.6.13. 

柴田いづみ (2006) I耐震補強工事安価な手法を」

学者 .NPOがシンポ 日本経済新聞 2006. 

6.18. 

柴田いづみ (2006)耐震診断調査にチャレンジ 読

売新聞2006.6.27.

柴田いづみ (2006)町家を対象に簡易耐震診断 地

域の防災強化に一役 中日新聞 2006.8.7. 

柴田いづみ (2006)アートで街いきいき 県立大環

境科学部「柴田いづみ研究室JI八幡堀まつり」初

の試み読売新聞 2006.6.26.

柴田いづみ (2006)地震に強い家訴える 彦根でま

ちづくりフォーラム 読売新聞 2006.12.13. 

松岡拓公雄 (2006) I環境建築デザイン」西日本新

聞研究最前線コラム

松岡柘公雄イ付1，7名 (2006)座談会:テーマ「内井昭

蔵の教育施設J. 

全担ヰ本，韮よ瓦量三，本証基且，正且蓋進，虻よ盤

二 (2006) I児童とヨシあんどん作り・県立大j

読売新聞しが県民情報， 2006年2月21日.

全担広本，韮よ瓦重三，五五皇I包，孟国重量，証よ盤

ー (2006) Iコトナリエ・イルミネーション・デ

ザイン」毎日新聞， 2006年 8月 3日，産経新聞，

2006年8月8日，中日新聞， 2006年8月11日.

森田一弥，斗直車産他 5名 (2006)マイチャレンジ

「左官材料だけで自立する空間を 厚さ 4mmで

80kgの重さに耐えるJ， 日経アーキテクチュア

(52-53) 2006年4月24日号.

2) TV，ラジオ番組への出演等

柴田いづみ (2006)M 7. 8の脅威~琵琶湖西岸断

層が動くとき"" NHK大津放送局 地上波デジ

タル放送開始 1周年記念特別番組 NHK2006. 

4.7. 

査竪盤車 (2006)対談菅原文太 日本人の底力J，

菅原文太，ニッポン放送， 2006年12月3日放送.



生物資源管理学科

1.受賞

飯嶋盛雄，皐一一室斗，Erwin Yuliadi， Sunyoto， 

WayanSabe Ardjasa (2006)第 3回日本作物学

会論文賞Cassava-BasedIntercropping Systems 

on Sumatra Island in Indonesia: Productivity， 

Soil Erosion， and Rooting Zone. Plant 

Production Science 7 (3) : 347-355. 

~p f主 (2006) 日本陸水学会2006年度学会賞

(第8回吉村賞)， 日本陸水学会，受賞対象論文:

Sudo M.， Okubo T. and Kaneki R. (2005) 

Paddy herbicide inputs in the entire river 

inf10w reaching Lake Biwa， Japan， Limnology， 

6 (2)， pp.91-99. 

2. 著書

盆且重量、塩谷哲夫編著 (2006)植物生産技術学

1-257文永堂東京.

盟国隼盟 (2006)規制改革時代の JA戦略-JA批

判を越えて.家の光協会. 1-258. 

Imamura， Y.， T. Umezawa and T. Hata (eds.) 

Sustainable Development and Utilization of 

Tropical Forests Resources (2006) Watanabe， 

T.， M. Samusuri， R. Amirta， N. Rahmawati， 

Syafwina， B. Prasetya， T. Tanabe， Y. Ohashi， 

T. Watanabe， Y. Honda， M. Kuwahara and K. 

Q与盆且♀， Lignin degrading fungi as a 

biotechnology tool for biomass conversion. 

167-173. RISH， Kyoto University， Kyoto. 

畠山成久編 (2006)化学物質の生態リスク評価と規

制一農薬編 • ~p 監，アイピーシー出版，

PP.53-60. 

土屋正春・伊藤達也編 (2006)水資源・環境研究の

現在.亘掻皇車，第17章「先進国における大都市

水源林管理の比較研究一ニューヨーク，パンクー

パー，東京の事例から考える-J，成文堂，東京

土屋正春 ・伊藤達也編 (2006)水資源 ・環境研究の

現在.宣血量主主滋賀県環境こだわり農業の展

開方向 環境こだわり農業から持続可能性農業へ

-J、成文堂，東京

3. 論文(学会誌およびそれに準じる学術、技術雑

誌およびプ口シーディングに掲載されているもの)

且Jl!l去箆，匙旦豆誕 (2006)水田栽培ナタネの収量

決定過程の解析 近畿作物・育種研究会報告.

Ara主L旦.and H. Hase只awQ(2006) Expression 

of rice (Oryza sativa L.) genes involved in 

high-affinity nitrate transport during the 

period of nitrate induction. Breeding Science 

56: 295-302. 

長盆』盟，蓋主息二，竪且中主主，宣盆益重，王韮起

王，生主主主 (2006)ヨシ (Phragmitesaustralis) 

の遺伝的改良一序論一.近畿作物・育種研究51:

13-17. 

Yana只ida.N.. 工」且~， .E. TanakQ， C. TeramotQ， K. 

Kuwabara andム.Taii皿i(2006) New choke 

diseases and their molecular phylogenetic 

analysis in Agropyron ciliare var. minus and 

Agropyron tsukushiense var. transiens. Mycologia 

97 (6) : 1313-1317. 

孟盟蓋治，企主主ニ，谷川寅彦，基盤監童 (2006)

多孔質管地中濯j既の実用性向上について， 低正

圧間断濯概の実用性と負圧連続濯j既による根巻き

防止効果一，農業土木学会論文集245: 19-23 

岩国蓋JiJ.，谷川寅彦，企主主二，基盤監童 (2006)

地中連続濯概における多孔質媒体の差異が給水特

性に与える影響，農業土木学会論文集245: 13-17 . 

Zegada-Lizarazu， W.， 工.IZlよ旦iand M. Iijima 

(2006) Water competition of intercropped 

pearl millet with cowpea under drought and 

soil compaction stress. Plant Prod. Sci. 9: 123 

132. 

Zegada-Lizarazu W.， L. Kanyomeka ， エ.IZlよ旦L
and M. Iijima (2006) Pearl millet developed 

deep roots and changed water sources by 

competition with intercropped cowpea in the 

semiarid environment of northern Namibia. 

Plant Prod. Sci. 9 : 355-363. 

金主亙二、 ~p ~主、芝原勉 (2006) 無代かき・

減肥栽培による窒素・リン流出負荷の削減、水文

水資源学会誌19(5)、360-371.

企主主二、五山盛丘、 羊血血畳、田中正 (2006)給

排水調節ユニットによる水田からの表面流出負荷

の削減、農土誌74(12)、23-27.

m主f!1.......ill;(2006)電気泳動技術を用いた重金属汚染

土壌の修復，農林水産技術研究ジャーナル29-10，

34-37. 

i出f!1.......ill;，李泰勲 (2006)安定型処分場周辺の地

下水汚染の事例と修復過程の考察、第12回地下

水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会講

演集、 789-791.

企迫且塁 (2006)担い手直接支払いと地域振興直接
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支払いで日本の食料・農業・農村はどうなる.農

業と経済72(3):44-52.

止迫且皇 (2006)品目横断的経営安定対策で担い手

確保は実現できるか.農村ニュース2006年春季特

大号:28-31.

止池且塁 (2006)米政策改革 2年の評価と提言週

間農林1952:6-7，1955: 4 -5. 

止迫且塁 (2006)農政改革と農業財政システムの変

質.地域農業と農協36(2):2-3.

止迫且星 (2006)地域農林経済学研究者の役割と評

価 社会貢献の視点より一.第56回地域農林経済

学会大会報告要旨:15-16.

止辿且皇，園並よ主皇，韮国歪蓋 (2006)冬期湛水・

不耕起をはじめとする環境保全型稲作の経営経済

分析.第7回日本有機農業学会大会資料.

血血且星 (2006)農政改革と地域農政の展開一経営

安定対策の問題点と今後の課題 .農業と経済

73(1)， 2007年1・2月合併号:46-54.

早川文子.中森正代.岡崎章子.小飯塚尚子，曽我

千晴.盟国隼盟.阿部尚人 (2006)食事からみた

食料自給率一女子大学生の食品摂取実態を中心

に . 日本栄養・食糧学会誌第58巻第6号. 323-

328. 

盟国隼盟 (2006)経済事業改革の評価と課題農業

と経済第72巻第 9号. 58-68. 

止盆塵通，j:韮童去、堀野治彦 (2006)農業用水の

多面的機能の経済評価.平成17年度野洲川沿岸農

地防災事業(二期)野酬川地区地域生態系調査検

討委託業務報告書、(社)農業土木学会、 47-63.

Oda且L旦ε，S. Takeuchi， K.主盆盟主iand T. Yano 

(2006) Evapotranspiration， Transpiration 

and Evaporation from Soil Surface in a Maize 

Field， The Advance Report of the Research 

Project on the Impact of Climate Change on 

Agricultural Production System in Arid 

Areas， Research Institute for Humanity and 

Nature， 75-76. 

~車並，盟主主盆蓋，二本監王，稲冨 聡 (2006)

エリンギ (Pleurotuseryngii)栽培後のコーンコブ

ミール廃培地の再培養の温度と期間が廃培地の消

化性に及ぼす影響，日本畜産学会報 77:225-230. 

Q担旦♀， K.，エ」迅g，M. Samusuri， B. Prasetya， T. 

Usagawa and T. Watanabe (2006) Comparison 

of in vitro digestibility and chemical composition 

among sugarcane bagasse treated by four 

white-rot fungi， Animal Science Journal 77: 

308-313. 

Watanabe， T.， T. Ougi， H. Nishimura， T. 

Watanabe， Y. Honda and K.OkanQ (2006) 

Free radical-mediated lignin biodegradation 

by selective white rot fungi and its potential 

use in wood biomass conversion. In; Research 

progress in pulping and papermaking. H. 

Beihai， F. Shiyu and C. Fangeng (edsよSouth

China University of Technology Press， 

Guangzhou， 864-868. 

Okano. K" A. Nishivamg， N.Ohkoshand T. 

Usagawa (2006) Conversion of bamboo into 

ruminant feed by white-rot fungi. In; New 

technologies in non-wood fiber pulping and 

papermaking. Z. Huaiyu， C. Fangeng and F. 

Shiyu (eds.)， South China University of 

Technology Press， Guangzhou， 375-378. 

且宜宣治，二五監エ撞竪歪盤 (2006)きのこ栽培

を教材化するための一考察 トキイロヒラタケを

小麦ワラで簡易に栽培するための条件についての

検討， 日本農業教育学会誌 37:89-96. 

宇佐川智也大角雅晴，国亙宣治 (2006)屋外の柵

内における春季および夏季のサフォーク種双子成

雌羊の個体間距離， 日本緬羊研究会誌 43:1-6. 

且星盟丘，藤田建太郎，山盤盤ム，中井克樹，起旦益二

(2006) 琵琶湖北湖における外来魚ブルーギル

Lepomis macrochirusの繁殖生態.魚類学雑誌53

(1) : 55-62. 

虫星豊丘，藤田建太郎，中井克樹，抵国益二 (2006)

外来魚ブルーギルの卵・仔魚に対する在来巻員類

による捕食.魚類学雑誌53(2) :167-173. 

Egusa， S.， K. Fujisaki and H. Sawadg (2006) 

Spatio-temporal abundance of flushing leaves 

shapes host selection in the willow leaf beetle， 

Plagiodera versicolora. Entomologia Experimentalis 

et Applicata 120 (3) : 229-237. 

直且宜，荒木ゅう子，返国益二 (2006)緑化害虫ヒロ

へリアオイラガの寄生樹種と繭発生量の季節変動.

関西病虫研報48: 115-117. 

Yano， K.， K. Imai， A. Shimizu and T. Hanashita 

(2006) A new method for gene discovery in 

large-scale microarray data， Nucleic Acids 

Research 35:1532-1539. (eQual contribution) 

盈E......j主， )fl:tili ft主(2006)琵琶湖流域の水田群に

おける除草剤の流出とその要因，水環境学会誌，

29 (11)， 715←721. 

Shibata， K.， T. Fukuwatari， Y. Iguchi， Y. Kurata， 

M.S斗doand R. Sasaki (2006) Comparison of 

the Effects of Di (2-ethylhexyl) phthalate， a 

Peroxisome Proliferator， on the Vitamin 
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Metabolism Involved in the Energy Formation 

in Rats Fed with a Casein or Gluten Diet 

Biosci. Biothechnol. Biochem，7 0 (6) ， 1331 

1337. 

5斗且♀ιムιM.Nishino and T. Okubo (2006) 

Decrease in pesticide concentrations and 

atfected factors in lagoons located around 

Lake Biwa. Water Science and Technology， 

Water Science and Technology，53 (2) ，131 

138. 

Kunimatsu， T. and出ι主斗do(2006) Long-term 

fluctuation and regional variation of nutrient 

loads from the atmosphere to lakes， Water 

Science & Technology，53 (2) ，53-61. 

Su只iura.S.H.， P.K. Roy and R.P. Ferraris (2006) 

Dietary acidification enhances phosphorus 

digestibility but decreases H+/K +-A TPase 

expression in rainbow trout. Journal of 

Experimental Biology 209:3719-3728. 

Sugiura. S.H.， D.D. Marchant， K. Kelsey， T. 

Wiggins and R.P. Ferraris (2006) Effluent 

profile of commercially used low-phosphorus 

fish feeds. Environmental Pollution 140:95 

101. 

益率二室，村井 淳，冨田麗子，浜田博幸，三浦由

雄 (2006)力プシクム属植物のウイルス抵抗性機

構の解析，植物ウイルス病研究会レポート 8

21-28. 

浜田博幸，岩館康哉，富田麗子，村井 淳，鎧率二

塞 (2006)岩手県のL3抵抗性導入ピーマンから

分離されたPeppermild mot t le virus (PMMo V)の

解析， 日本植物病理学会報 72 53-54. 

浜田博幸，富田麗子，岩館康哉，小林括平，鐙主二

室 (2006)Pepper mild mot t le virus (PMMoV) 

の外被タンパク質 (CP) アミノ酸変異L13Fと

G66Vの共同的な作用がCapsicum属植物のL3抵

抗性を打破させる， 日本植物病理学会報 72 

299. 

Fuke， K. N. Hozumi， Y. Enami， K. Matsuura and 

A. Tajimi (2006) Anthracnose of centipede 

grass caused by Colletotrichum caudatum. J. Gen. 

Plant Pathology 72:74-75. 

直量皇畠 (2006)森林認証をめぐる社会科学的研究

この10年の動向一.林業経済59(9) (通巻698

号， 2006年12月): 1-16. 

横川洋・飯園芳明・宣血昌主主・福田晋 (2006)環境

直接支払いへの取り組み [4)-3報告論文へのコ

メントと総括一，農業および園芸、 81の12、

1253-1261. 

Uemachi. T.. Kurokawa.M. and盟主且担ι工.(2006) 

Comparison of inflorescence ∞mposition and 

development in the lacecap and its sport， 

hortensia Hydrangea macrophylla (Thunb.) Ser. J. 

Japan. Soc. Hort. Sci. 75: 154-160. 

Kesumawati， E.， Kimata， T. Uemachi. T .. 

Hosokawa， M. and Yazawa， S. (2006) 

Correlation of phytoplasma concentration in 

Hydrangea macrophylla with green-flowering 

stability. Scientia Horticulturae 108: 74-78. 

谷川寅彦、基盤腫産 (2006)造成樹園地における水

分消費と下層補給について、農業土木学会論文集

243 : 113-120. 

4. 報告書、その他著作、一般向け記事

1)科研費他外部研究費による研究の成果報告書

孟釜山撞 (2006)カスミソウの悪臭成分に関わる分

子マーカ一.花芥の香りの評価とその制御を目指

した分子育種(研究代表者 大城閑).平成15"'-' 

17年度基盤研究 (B)研究成果報告書:14"'-'23. 

撞旦隼盟 (2006) (社)農業開発研修センター J 

Aと組合員との関係再構築のあり方に関する調査

研究報告書.増田佳昭.第 5章 rJ A組織運営に

おける組合員参加のあり方J. 69-81.増田佳昭.

第6章「支店・事業所再編と『関係再構築』の課

題J. 82-104. 

盟旦隼m(2006)京都府農業会議 認定農業者等の

新たな経営展開・経営多角化に関する調査報告.

増田佳昭「第 1章 農業経営多角化をどう考える

かJ. 1-6. 

遣主題皐，池橋宏 (2006)酸性硫酸塩土壌で問題と

なる栄養ストレス耐性に関する遺伝育種学的研究，

佐々木悪彦(拠点リーダー)，平成15年"'-'19年度

21世紀COEプログラム，中間報告書，環境適応生物

を活用する環境修復技術の開発.

基盤盤車、玉井重信 (2006)Studies on the Salt 

Tolerant Mechanism of Plant and the 

Improvement of Saline Soil. Annual Report 

2005-2006， Tottori University Arid Land 

Research Center， 27-28. 

2) 受託研究等の報告書

企迫且星 (2006)水田農業への対応の現状と問題点.

5(3):176-189. 米麦雑穀等の販売事業への JAの
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対応の現状と課題. 6(3):215-217. 水田農業に関

する営農面活動の対応課題と県内系統指導事業の

改革方向. 7(2):252-265. J Aグループの米販売

機農強 化 ・ 高 度 化の課題と取り組み方向.

8(3):293-294. J Aグループ宮城の地域農業対応

戦略確立のための調査研究事業報告.

3) ハンドブック、辞典、図鑑などへの執筆

地盤工学会編 (2006)地盤工学用語辞典， lI[tili ft主，

第22章「地盤環境J，地盤工学会，東京.

4)新聞、 一般向け雑誌等への解説記事など

11佳!!LJ邑 (2006)土の化学試験の変化・変遷と今後、

土と基礎、 54-2、8-10.

l..!.Jl也一誌 (2006)地盤材料の化学試験はいかにある

べきか、土と基礎、 54-12、24.

止迫且星 (2006) 21世紀初頭10年の歴史的位置に

ついて考える.連帯通巻180号， 2006年2月， 3-7. 

企迫足塁 (2006)安高澄夫・土屋博・仏国利弘・石

田正昭(座談会)J A再生の道を探る.農業と経済，

第72巻第 9号， 2006年 8月， 5-34. 

止迫且星 (2006) ~貸し剥がし』問題の深層.農業

と経済第72巻12号， 2006年10月， 3. 

止迫且塁 (2006)(書評)新村洋史著「大学生が変わ

る一能力主義の囚人から教養の主人公へ J .大

学創造2006第18号， 2006年10月.

生迫巨星 (2006) I特集: ミ琵琶湖と共生する水田

農業のあり方ミを求めて」 環境科学部年報第10

号， 2006年3月.

盟国隼盟 (2006)琵琶湖と水田農業 農業濁水とゆ

りかご水田プロジェクト一.ひょうご JC C 
NO.63. 6-7. 

盟国隼盟 (2006) I環境敏感地域」の農業.水生畑

Vo1.19. 1. 

盟旦隼臣 (2006)J Aへの結集力を強化するために.

JA教育文化NO.71. 14-15. 

盟旦隼.!lli(2006)組合員が主人公，ユニーク JAの

新たな挑戦一島根県いずも農業協同組合.家の光

ニュースVoL709. 12-14. 

直星盤車 (2006) 琵琶湖と環境 野菜栽培(1)、

中日新聞、 3月20日.

亙星盤草 (2006) 琵琶湖と環境 野菜栽培 (2)、

中日新聞、 3月27日.

Ferraris， R.P.， R. Coloso， S. Su只iuraand G. 

F1im1in (2006) Phosphorus in effluents from 

rainbow trout (Oncorhynchus mykiss) aquaculture， 

97 

ト員のj香動資料一

World Aquaculture 37 (1) :16-20， March 

2006. 

髭通盆二 (2006) I私の環境学:環境にやさしい水

産増養殖J，環境科学部年報第10号， 2006年 3月.

車撞皇車 (2006)書評・鈴木宣弘著『食料の海外依

存と環境負荷と循環農業~，農業と経済72 (8)、

2006年 7月号:110. 

孟且昌主主 (2006)動き出す環境直接支払い，農業と

経済、 72(1)， 3. 

Z血品主主 (2006)見えてきた農業環境政策 ・地域資

源保全政策，月刊NOSAI，平成18年 2月号， 25 

31. 

孟且昌基，盟国隼.!lli，盆乙且 (2006) I特集:環境

こだわり農産物と環境農業直接支払い制度創設の

取り組みJ，滋賀県立大学環境科学部・環境科学研

究科年報第10号， 27-31. 

宣且昌雄 (2006) 琵琶湖と環境一環境こだわり農

業一、中日新聞， 2006年 10月 23 日 ~12月 18 日毎

月曜日朝刊「広域滋賀」面.

よE達且 (2006)多彩なアジサイ園芸品種を生み出

すアジサイ，ヤマアジサイ，工ゾアジサイ あじ

さい 15:2-5. (2006年1月). 

5. 学会等への発表

山A広箆，盆旦重量産 (2006)近畿作物・育種研究会

講演会.

川口佳則，愁旦亘越 (2006)近畿作物・育種研究会

講演会.

蓋五阜二，撞斗基塁，皇国瓦査，孟盆且l盟 (2006)

硝酸誘導時において硝酸吸収と同調するイネの高

親和性硝酸輸送遺伝子.第47回日本植物生理学会

年会，つくば市.

撞山室塁，主主阜二，止山本監，本証且王，長盆m
撞 (2006)イネの低硝酸還元酵素活性突然変異

体の硝酸代謝. 日本育種学会第 109回講演会

(2006) ，府中市.

畠田盆蓋，盗血血王，畳藍車工，誼正塵ji，長盆m
撞 (2006)ベニバナカスミソウの花の匂いの強弱

に関する純系育成とAFLPマーカーの探索.近畿

作物・育種研究会第161回例会，奈良市.

孟盆益葺，森真理，吉田薫，遺主題皐，長盆lill重
(2006)イネのフィチン酸合成関連遺伝子を導入

したヨシの特性. 日本育種学会第110回講演会

(2006) ，松山市.

杢証基，且旦監査，長釜山盟 (2006)異なる硝酸濃

度区におけるイネ幼植物体の生長率に関する遺伝

子型間差異.近畿作物・育種研究会第162回例会，



京都市.

且 i 阜、塁翠盆玄、森真理、ム正盆二 (2006)

SAGE法を用いた白色腐朽菌Phanerochaete

chrysosporium RP78の遺伝子発現プ口ファイリン

グ，日本農芸化学会2006年度大会，京都市.

量杢盤二、ム正盆二、主宜忠皇、情藤久美子、佐藤

利次 (2006)シイタケにおける組換えマンガンペ

ルオキシダーゼ遺伝子の発現，日本農芸化学会

2006年度大会，京都市.

Minami. M.. O. KurehQ， M. Mori， H. Kamitsuji， K. 

Suzuki and 工」且~ (2006) Serial analysis of 

gene expression of Phanerochaete 

chrysosporium， 20th IUBMB International 

Congress of Biochemistry and molecular 

Biology， Kyoto city. 

且 i 阜、 蛙達盛、空広盤、長盆以盟、ム江盆二

(2006)白色腐朽菌Phanerochaetechrysosporium 

におけるeIF5AおよびDHS転写物量の経時変化，

日本菌学会50周年記念大会，千葉市.

直一正~，塁週盤Jx，森 真理，上辻久敏，益率二

茎，ム年盤二 (2006) リグニン分解酵素発現にお

けるPhanerochaetechrysosporiumの網羅的遺

伝子発現プロファイリング，第56回日本木材学会

秋田大会，秋田市.

愁瓦塵去，孟盟室主主，基盤監産 (2006)多孔質ホー

スを用いた自動地中瀧概の実用化に関する研究，

農業土木学会京都支部第63回研究発表会，大阪市.

是一室弘，飯嶋盛雄 (2006) コムギーダイズ連続不

耕起輪作における根系発達と収量の経年変化およ

びサブソイラ耕による心土破砕処理、第221回日

本作物学会、東京大学.

吉田智晴，皐~詰ム，飯嶋盛雄 (2006) コムギ ダ

イズ連続不耕起輪作における作物の水吸収:心土

破砕による成育改善、同上.

Zegada-Lizarazu， W.， L. Kanyomeka， エιIZlょ且i
and M. Iijima (2006) Potential agricultural 

use of seasonal flooded wetlands in Namibia 

and the water use of pearl millet，向上

Zegada-Lizarazu， W. L. Kanyomeka，エ」呂主旦i
and M. Iijima (2006) Root growth and source 

of water used by intercropped pearl millet in 

a semiarid environment in Namibia，同上.

金主主二、五山盛丘、並担益重、田中正 (2006)給

排水調節ユニットによる水田からの表面流出負荷

削減、農土学会大会、宇都宮市.

Ka主ac且1.T.， H. Nagai and S. Nomura (2006) 

Direct Measurement of Soil pH using A Semi 

conductor pH Sensor， PITTCON2006， USA. 

i世flL....j主，李泰勲 (2006)安定型処分場周辺の地

下水汚染の事例と修復過程の考察、第12団地下

水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会、

京都

山地--..l邑 (2006)市街地の土壌汚染と対策の現状，

土壌肥料学会中部支部講演会，福井.

m主llL...ill;(2006)地盤材料の化学試験はいかにある

べきか、 DS座長、第41回地盤工学研究発表会、

鹿児島

止辿且皇，圏訟主皇，韮旦歪蓋 (2006)冬期湛水・

不耕起をはじめとする環境保全型稲作の経営経済

分析.第 7回日本有機農業学会大会，福岡市.

盟国隼盟 (2006)組合員の事業利用構造の変化と協

同組織性の展望. 日本協同組合学会第26回大会シ

ンポジウム報告集.28-38. 

Iiguni， Y.， and. Y. MasudQ (2006) Features and 

efficiency of direct payment Japan. 

Preceeding for mini-symoisium "Designing 

agriculturar policy in Net Food Imorters 

Market Access and Direct Payments". the 

56th annual meeting of the Association of 

Regional Agricul ture and Forestry 

Economics.70-93. 

撞旦隼盟 (2006)座長改題「日本型総合 JAの将来

ビジョンを考えるJ. 近畿農協研究No.223. 4-5. 

盟国隼盟 (2006)座長改題「生産資材事業改革の具

体策を考えるJ. 近畿農協研究No.224. 3. 

止盆塵通，j:韮童去、堀野治彦 (2006)野洲川用水

の多面的機能の経済評価.平成18年度農業土木学

会大会講演会、宇都宮大学.

血宜宣治，西山市津子，三本島王，平田和男，宇佐

川智也 (2006)エリ ンギを栽培した真竹培地のイ

ンビトロ消化性. 日本畜産学会第106回講演要旨

22.福岡市. 3月.

丞旦皇圭，担亙~量，血竪宜益，足立吉敷、稲冨
聡 (2006)エリンギ栽培後のコーンコブミール廃

培地のヒツジでの消化性. 日本畜産学会第106回

講演要旨. 39 福岡市. 3月.

国竪室温，大誠那津去西山市津子，平田和男，宇

佐川智也，北川政幸 (2006) 担子菌培養による

竹の飼料価値の向上.第44回肉用牛研究会長崎大

会 9-11.長崎市. 10月.

宇佐川智也大角雅晴，血壁童盆 (2006)春季から

夏季にかけての屋外におけるサフォーク種めん羊

の体表面温度と羊毛の断熱効果.日本緬羊研究会

報. 25. 中津川市. 10月.

中尾博行，中井克樹，起国益二 (2006)琵琶湖におけ

るブルーギル繁殖コロニー構成個体の特性.2006 
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年度日本魚類学会年会，静岡市.

直旦韮，荒木ゅう子.温旦益二 (2006)緑化害虫ヒロ

へリアオイラガの寄生樹種と繭発生量の季節変動.

関西病虫害研究会第88回大会，奈良市.

亘宜益盟，直宜主韮，蓋重差，翠且益二 (2006)ブル

ーギルの卵、仔魚に対する魚類の捕食者と保護雄

の行動について.第42回魚類自然史研究会，草津市.

虫星豊丘，中井克樹，翠旦益二 (2006)琵琶湖におけ

るブルーギル繁殖個体の摂餌生態.第42回魚類自

然史研究会，草津市.

企王監且，堅固:匿卒，温国益二 (2006)水田における

ホトケドジョウの生活史.第42回魚類自然史研究

会，草津市.

宣車盟皐・小松亜希子・加藤謙之・長盆且撞・池橋

宏 (2006)イネのリン酸欠乏ストレスによって誘

導される酸性フォスファターゼ活性に関する量的

遺伝子座は、発現遺伝子解析でも確認された，日

本育種学会第110回講演会，松山市.

草本車且 (2006) パソコンを使った研究支援

AFLPによる遺伝解析・発現遺伝子解析の場合，日

本育種学会第110回講演会，松山市.

宜主題卑・櫛橋勇介・新名陽平・加藤謙之・宍戸理

恵子・野村和成・池橋宏 (2006) イネの低pH

ストレス耐性に関する遺伝解析，日本育種学会第

109回講演会，府中市.

且正蓋手，逗己且，盆亙亙匡 (2006)伏流水中に

おける水団施用農薬の動態第12回地下水・土壌汚

染とその防止対策に関する研究集会，京都.

盈庭二畳~乙J註，盟且隼盟 (2006) 水田の春作

業期における水質汚濁物質の流出メカニズムとそ

の定量的評価， 日本水環境学会第40回年会，仙台.

主藍二劃，出呈且王?wp 並 (2006)琵琶湖流域

における水田群(白鳥川流域)における除草剤の

流出， 日本水環境学会第40回年会，仙台.

崖率直二?wp 盈 (2006)一筆水田における除草

剤の流出特性とその要因， 日本水環境学会第40回

年会，仙台.

且且孟，本宜血萱， ?wp * (2006) ライシメータ

における農薬の分解速度とそれに及ぼす環境要因

の検討， 日本水環境学会第40回年会，仙台.

本監:随蓋 ~ijE 並 (2006) 琵琶湖内湖(志那中内

湖)における除草剤の浄化機能に関する研究， 日

本水環境学会第40回年会，仙台.

Kirchner， S.， P. Soteropoulos， S. Su疋iurg，B. Tian 

and R. Ferraris (2006) Identification by 

microarray of dietary phosphorus (P) 

responsive genes in rainbow trout intestine. 

(Program/ Abstract # 49l.1) Experimental 

;員の活動資料編

Biology 2006， April 1-5， Moscone Convention 

Center， San Francisco， CA， USA. 

浜田博幸，富田麗子，岩館康哉，小林括平，益率二

室 (2006)Pepper mild mottle virus (PMMoV) 

の外被タンパク質 (CP) アミノ酸変異L13Fと

G66Vの共同的な作用がCapsicum属植物のL3抵

抗性を打破させる，平成18年度日本植物病理学会

大会，札幌市.

益率二室，村井 淳，富田麗子，浜田博幸，三浦由

雄 (2006)カプシクム属植物のウイルス抵抗性機

構の解析，第8回植物ウイルス病研究会，札幌市.

亘掻皇虫 (2006)森林認証材に価格プレミアムは発

生するだろうか?一部分均衡数値モデルによる一

考察 ， 日本森林学会大会，東京都.

Nakamura， M. & I. Takahashi(2006) Operational 
Complexity， Uncertainty and Environmental 

Management System Certification Decisions: 

Japanese Manufacturers， Third World Congress 

of Environmental and Resource Economists， 

京都市.

孟且昌雄 (2006) I壁Jに直面する環境農業直接支

払い政策 ドイツ・パーデンヴュルテンベルク州

のMEKAプログラムを例に一，第56回知己農林経

済学会大会，大阪.

よ且達且，北川めぐみ，童基歪ム，松本百合香，直

屋盤産 (2006) アジサイの 2種類の小花における

クラスB遺伝子の発現解析.園芸学会平成18年度

秋季大会，長崎市.

Uemachi. T" A. Himeno and工ι且主主io(2006) 

Morphology of the decorative flowers in 

Hydrangeaceae.27th International Horticultural 

Congress， Seoul Korea. 

Kesumawati， E.， I. Uemachi. M. Hosokawa and 
S. Yazawa(2006)Phytoplasma concentration 

and green-flowering stability in Hydrangea 

macrophylla. 27th International Horticultural 

Congress， Seoul Korea. 

よ且達i己，皇主主座主 (2006) アジサイ花房型変異系

統の花序構造の解析.平成18年度園芸学会近畿支

部大阪大会，堺市.

谷川寅彦、主革監産 (2006)地中連続潅概の実用化

に関する研究 (XI)平成18年度農業土木学会大会

講演会(講演要旨集502-503). 

谷川寅彦、主査E監産 (2006)地中連続潅j既の実用化

に関する研究 (XII)， 92-93. 

谷川寅彦、主査E盤阜、山本太平 (2006)SIMERUS 

Soil Integrated Moisture Environment for 

Rural and Urban Sustainability、乾燥地研究セ
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ンター共同研究発表会(講演要旨集13-16). 

6.研究会等、講演会、特別講義での発表

1)研究会等における発表

岩国蓋誼 (2006)無代かき ・育苗箱全量施肥栽培が

水田土壌の理化学性に及ぼす影響、平成18年度農

林水産試験研究成果発表会、滋賀県立大学、 2006

年12月15日

m主u藍 (2006)廃棄物の土壌・地盤材料としての

有効利用と問題点、滋賀医科大学ゼロエミ ッショ

ンセミナ一、草津、2006年 1月12日.

止迫且呈 (2006)大規模環境保全型稲作経営の成立

の経営経済条件についての実証的検討一水田にお

ける冬期湛水・不耕起栽培をはじめとする環境保

全型農業成立の技術的条件の解明ならびに環境保

全機能の定量評価，流域水環境管理システムの構

築をめざして一.第 7回集水域研究会，大津市，

2006年 1月5日.

止迫且星 (2006)地域農業振興にはたす自治体・ J

Aの役割に関する特別研究会座長. 2006年 1月

18. 19日.

止迫且星 (2006)LOHASな消費者の持続可能な食

のあり方. パネルディスカッション「環境こだわ

り消費者は食の共同生産者になれるか」 コーディ

ネーター，滋賀GPN食のグリーン購入研究会，彦

根市. 2006年 1月27日.

止迫且星 (2006)地域農業の担い手確保・育成・支

援対策をどう考えるか.第30団地域農業振興に関

する研究会，座長，京都市. 2006年2月7日.

止辿且星 (2006)水田における冬期湛水 ・不耕起栽

培をはじめとする環境保全型農業成立の技術的条

件の解明ならびに環境保全機能の定量評価、流域

水環境管理システムの構築をめざして.農法区分

とその形成論理についての考察.平成17年度滋賀

県立大学特別研究費第 3回公開研究会，滋賀県立

大学. 2006年 3月8日.

止迎車星 (2006) J A改革の課題と大会議案の批判

的検討.農業協同組合研究所シンポジウム「農協

改革と第24回全国大会の課題」第E報告，東京大

学. 2006年 4月15日.

止出直星 (2006)米政策改革における全農県本部の

ポジショニングを問う.平成18年度第2回近畿農

協研究会座長改題，大津市. 2006年10月27日.

直畳皇且 (2006)先進国における大都市水源林管理

の比較研究一ニューヨーク、パンクーパ一、東京

の事例から考える一，環境政策に関わる研究会

(滋賀大経済学部).彦根市.

よE工達l!1.並蓋呈，北川めぐみ，宣畳埠王，宣韮歪

ム (2006)アジサイにおけるがく片の花弁化機構

の解明.第 3回びわこバイオ国際セミナー，ポス

ター展示.長浜市. 2006年12月20日.

2)講演会

盆国重量五 (2006)世界の稲作技術の動向と魚沼稲作

の特質 JA北魚沼稲作技術検討会.

長盆ιu重 (2006)アイソザイム多型を利用したヨシ

群落の動態解析一ことに河川環境との関係につい

て.環境科学総合研究所第25回研究助成報告会，

環境科学総合研究所，熱海市.

i世u甚 (2006)環境問題の過去・現在・未来、 生

活に活きる科学技術、滋賀県・日本学術会議近畿

地区会議、大津、 2006年3月18日.

l世I!!........j主 (2006)土壌第三者評価の意義と課題(パ

ネラー)、環境ビジネスメッセシンポジウム、長浜、

2006年10月27日.

止地且呈 (2006)21世紀初頭10年の歴史的位置と

国民のくらし.大学生協京都事業連合新年集会，

京都市. 2006年 1月6日.

止迫恒星 (2006)21世紀初頭10年の歴史的位置と

国民のくらし.大学生協京都事業連合取引関係者

賀詞交歓会，龍谷大学. 2006年 1月11日.

止迫且星 (2006)わが国の米事業戦略について考え

る.第3回民間流通米時代“売れる米づくり"シ

ンポジウム，台北市. 2006年 1月16日.

止辿且呈 (2006)地域農業の担い手確保・育成対策

の決め手は何か一本研究会の内容をどう受け止め

るべきか .第30回地域農業振興会に関する研究

会，京都市. 2006年2月8日.

止迫旦皇 (2006)地域農業の担い手育成・支援・確

保対策の決めては何か.パネルデ、イスカッション

「いま地域に生きる農業の担い手育成にどう取り組

むかjコーディネーター，大垣市. 2006年 3月3

日.

止辿且皇 (2006)売れる米作りとそのためにあるべ

きマーチャンダイジング.平成17年度宮内土地改

良区の役職員ならびに県農地集団化技術者協議会

彦根支部会員研修会，湖東振興局. 2006年 3月

13日.

止迫且皇 (2006)食のグローパリゼーションについ

て考える.平成18年度公開講義オリエンテーショ

ン交流センタ一長記念講演，滋賀県立大学. 2006 

年 4月8日.

企迫且塁 (2006)米政策改革と需給調整システムへ
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長の活動議料編

の移行. J A千葉中央会農業振興部，千葉市，

2006年 6月9日.

止迎車星 (2006)集落営農の推進とこれからの地域

農業の展開.集落型経営体推進会議指導者研修会，

佐賀県杵島郡. 2006年7月21日.

止迎車星 (2006)新たな自治体農政の展開方向を見

極める.平成18年度(通算第19回)自治体農政総合

研究会総括報告，京都市. 2006年8月11日.

止池盟皇 (2006)米政策改革における全農県本部の

ポジショニングを問う. 日本協同組合学会第6回

大会新シンポジウム「新政策下の協同組合のコメ

事業戦略」におけるコメント，新潟市. 2006年10

月 1日.

止辿且星 (2006)地域農林経済学研究者の役割と評

価一社会貢献の視点より .座長改題，和泉市，

2006年10月28日.

止辿且星 (2006) これまでの農業これからの農業一

戦後農政の「総決算」と滋賀県農業 J. コープ

しが地域食料問題研究会公開講座，野洲市. 2006 

年11月28日.

盟国隼盟 (2006)現在の農業情勢とこれからの農政

亀岡市農業委員会総会講演.亀岡市. 2006年5月

26日.

盟旦隼.!ill.(2006)経済事業改革の到達点と課題農

業協同組合研究会課題別研究会.東京都. 2006年

7月22日.

撞旦隼.!ill.(2006)農地・水・環境保全向上対策と士

地改良区の課題?彦根市土地改良区連合会総会

講演.彦根市. 2006年12月 1日.

Sawada.H. (2006) Forecasting of the brown 

planthopper in Japan. National Training 

Course of Forecasting and Control of the 

brown planthopper. Jatisari Pest Forecasting 

Center. West Java. Indonesia. 30 August 2006. 

(日本におけるトビイロウンカの発生予察，トビイ

ロウンカ予察・防除全国研修会特別講演，インド

ネシア農業省病害虫発生予察センタ一，西ジャワ

州，インドネシア.2006年8月30日) • 

Sawada.H. (2006) Bio-ecology of the fruit-fly 

in the tropics. Directorate of Food Crop 

Protection (DFCP). Ministry of Agriculture. 

Indonesia. Jakarta. 4 September 2006. (熱帯

果実害虫ミバエ類の発生生態，インドネシア農業

省作物保護局，ジャカルタ，インドネシア.2006年

9月4日) • 

虫屋盟丘，温旦益二 (2006)琵琶湖におけるブルー

ギルの繁殖に関する新知見の紹介.第 1回外来魚

情報交換会，主催:琵琶湖を戻す会，後援:滋賀県，

協力:滋賀県立琵琶湖博物館.2006年 1月29日.

亘竪益盟，直宜主注，蓋璽崖，盟国益二 (2006)コク

チパスを琵琶湖で確認 発見の経緯と衝撃映像.

第 1回外来魚情報交換会，主催:琵琶湖を戻す会，

後援:滋賀県，協力:滋賀県立琵琶湖博物館.2006

年 1月29日.

藤田律太郎，翠国益二 (2006)コクチパス確認一そ

の後の対応と繁殖の可能性.第 1回外来魚情報交換

会，主催:琵琶湖を戻す会，後援:滋賀県，協力:

滋賀県立琵琶湖博物館.2006年 1月29日.

盆E......j主 (2006)農薬散布が環境に及ぼす影響につ

いて，安全・安心の売れる米作り研修会(湖東地域

振興局農産普及課). 2006年3月25日.

~p lj!主 (2006)淵川流域での調査結果から見えて

きた農業濁水対策，宇曽川水系農業濁水対策研修

会(滋賀県湖東振興局). 2005年 1月27日.

~p lj!主 (2006)淵川流域での調査結果から見えて

きた農業濁水対策，測川農業濁水対策連絡会議

(滋賀県湖東地域振興局). 2005年2月 5日.

亘盛皇I包(2006)三都水源林ものがたり ニューヨ

ーク、バンクーパ一、東京の水源林から考える一

平成18年度滋賀県立大学春期公開講座，彦根市，

2006年 5月20日.

直掻皇i!1(2006)滋賀県における環境ビジネスの展

開，持続可能な社会をめざす滋賀の産業ーその現

状と政策課題 ( rシーケンシャル・ユース評価手

法」研究グループ中間成果報告会).財団法人滋賀

県産業支援プラザ地域結集型共同研究事業プロジ

ェクト推進室，大津市. 2006年11月10日.

宣且昌雄 (2006)佐藤剛史報告「県民と育む農の恵

みモデル事業 1年目，その成果と課題」へのコメ

ント，福岡県農政部・科学研究費補助金「生態系

調和型農業への政策転換と日本版GAPの構築に関

する総合的研究」プロジェクトチーム(代表者:

横川洋)主催「環境直接支払いシンポジウムー県

民とともに育む農の恵み J.福岡市. 2006年3

月18日.

3) 授業

長釜山盟 (2006)やさしい分子生物学入門.滋賀県

立大学・守山高校高大連携事業，守山高校. 2006 

年 7月26日.

長盆且l盟 (2006)やさしいバイオテクノ口ジー 滋

賀県立大学・虎姫高校高大連携事業，虎姫高校，

2006年 7月28日.

長盆m盟，遺主題皐 (2006) r水辺の植物，ヨシに

ついて」、講義・ヨシとはどのような植物なのだろ
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うか，実験・ヨシからDNAをとりだす.滋賀県立

大学高大連携講座，滋賀県立大学， 2006年8月 1

日.

長釜山盟，車率堕卑 (2006)植物組織からのDNA

の抽出と PCRによるDNA断片の増幅.滋賀県

立大学・守山高校高大連携事業，滋賀県立大学，

2006年 8 月 3 日 ~4 日.

長盆且l盟，ム正盤二 (2006)D N Aの切|新と電気泳

動実験・大腸菌への遺伝子導入実験.滋賀県立大

学 ・虎姫高校高大連携事業，滋賀県立大学， 2006 

年 8月18日.

長釜山盟 (2006)遺伝子の時代一遺伝子から見る生

命，生物の姿. BICSを活用した高大連携 テレビ

会議システムを用いた講義発信.発信先:膳所高

校.滋賀県総合教育センターの依頼による. 2006 

年10月25日.

長盆山盟，童三主題卑 (2006)講義と実験ipC Rに

よる組換え遺伝子検出と制限酵素処理J.平成18

年度高校生バイオテクノロジ一体験セミナー，滋

賀バイオ産業推進機構，滋賀県立大学， 2006年

12月16日.

主孟E監&，呈血蓋治 (2006)大学連続講座・講義

「水を節約した植物栽培法」、実験「地中の低いと

ころから高いところへ水を移動させようJ，2006 

年7月31日.

企丞五二 (2006)琵琶湖の水質と農業、大垣南高校、

2006年12月21日.

止迫星星 (2006) 日本における農業・農村の環境問

題.独立行政法人国際協力機構(JICA)，ゼ口・エ

ミッション型農業・農村環境システム研修，帯広

市， 2006年 3月6日.

止迫旦塁 (2006)米の文化と歴史.第34回米・食

味鑑定士講習会，豊中市， 2006年3月18日.

企迫E旦 (2006)農業の重さ一わが国食料安全保障

について考える一.第6期京都創政塾，京都市，

2006年 5月27日.

止迫E呈 (2006)地域農業振興計画策定のためのビ

ジョンと戦略思考.平成18年度営農指導員ステッ

プアップ研修会，大津市， 2006年6月8日.

企出血皇 (2006)地球環境問題と水田環境.環境保

全型農業論.水田環境鑑定士資格取得第6回講習

会，三重県青山町， 2006年7月8日.

企温且星 (2006)論文の書き方.平成18年度近畿

農協上級管理者第1次研修会，大津市， 2006年7

月11日.

4と迫旦皇 (2006)米の文化と歴史第35回米・ 食

味鑑定士講習会，東京千代田区， 2006年 7月16

日.

止迫且星 (2006)品目横断的経営安定対策は担い手

育成にどう機能するか.京都大学農学部第70回農

林経済・経営・簿記講習会(京大公開講座)，京都

市， 2006年 7月25日.

止迫且塁 (2006)食料・農業・農村基本計画と地域

農政の展開方向.平成18年度地方農政局職員行政

実務研修，京都市， 2006年9月22日.

止迫且皇 (2006)地域農業計画論.滋賀県農協営農

指導員 1級資格認証のための講習会，大津市，

2006年10月17日.

止迫且塁 (2006)地球環境問題と水田環境，環境保

全型農業論.水田環境鑑定士資格取得第 7回講習

会，越前市， 2006年11月26日.

益率二室 (2006)植物の病気について，大学模擬講

義滋賀県立守山高等学校，平成18年11月17日.

孟且昌基 (2006)環境と農業、高島市「環境基本計

画の策定に向けた学習会J，今津東コミュニティセ

ンタ一、 2006年2月23日.

軍且畠盤 (2006)滋賀県の農業環境問題について，

(財)日本国際協力センター「ゼ口・エミッション

型農業・農村環境システムJコース，滋賀県立大

学， 2006年3月14日.

孟且昌基 (2006)農業経済論、滋賀県農業協同組合

中央会営農指導員(1級)養成研修会，滋賀県農

業教育情報センター， 2006年10月20日.

主語監&，岩国蓋誼 (2006)作物生産における水資

源・講義と実験，滋賀県立大学・滋賀県立高等学校

高大連携事業、 2006年7月31日.

7. 競争的研究資金の導入

1)本学特別研究

ム孟盤二.白色腐朽菌の遺伝子発現プロファイリン

グにおける未同定遺伝子のアノテーション，奨励

研究，平成18年度， 50万円.

2)科学研究費補助金

ム正盆ニ.白色腐朽菌cAMPシグナリング関連遺伝子

における分子機構の解析，若手研究 (B) ，平成

16?18年度， 80万円.

飯嶋盛雄，北川勝弘，山内章，野島博，皐--蓋弘，

Osmund Mwandemele， Adayo Ogunmokun， 

Luke Kanyomeka， Selma Niitembu. 基盤研究

(B) (2) 海外，ナミビア国半乾草地域におけるト

ウジンビ、エ栽培体系下での氾濫水利用型粗放稲作

の導入，平成16?19年度， 500万円.
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色 」主主，本旦畳二，須E盤，熊谷道夫代かき

水」が琵琶湖生態系に与える影響の評価，基盤研

究 (B) (2) ，平成16~18年度， 910万円.

本旦畳二，色J2 ，選互監，ヰ屋雄監.自然水域

における光化学反応の環境科学的評価，基盤研究

(B) ，平成17~19年度， 690万円

盤遁宜二. リン応答遺伝子発現による環境負荷低減

技術の開発，科学研究費補助金、特別研究促進費

(基盤B相当)，平成18~19年度， 340万円.

横川洋、孟血昌雄ほか7名.生態系調和型農業への

政策転換と日本版GAPの構築に関する総合的研

究，基盤研究 (B) 平成16~18年度.

よE達if1.アジサイにおける形態の異なる 2種類の

小花の形成機構の解明 基盤研究 (C) 平成18-19

年度， 210万円.

3) 政府および地方公共団体(関連法人を含む)か

らの補助金

~p ~主滋賀県農業技術振興センター，近畿地域

の水稲の環境負荷低減技術の体系化と負荷予測モ

デル開発，平成17~19年度， 190万円.

盆.E......j主滋賀県，農業排水対策検証評価調査，平

成18年度， 399万円.

~p ~主.滋賀県，環境影響調査農薬分析業務，平

成18年度， 300万円.

ι連主堕，企盆盤，韮王:屋.ID，小幡範雄，高掻皇虫，

吉田徹 (2006)環境調和型産業システム構築のた

めの基盤技術の開発(研究 3ーシーケンシャル・

ユースの評価手法の開発) 滋賀県地域結集型共

同研究事業(科学技術振興事業団)， 2003年 1月

~2007年 12 月， 1223.1万円.

主主E監産 (2006)耐塩性植物の耐塩特性と除塩効果

に関する研究、鳥取大学乾燥地研究センター共同

利用研究、平成18年度、 30万円.

4) その他財団からの研究補助金

長盆A盟 (2006)人間文化研究機構研究「人と水J

(総合地球環境学研究所)に連携研究員として参

加.

以盟一旦 (2006)土壌・地下水汚染と対策に関する

事例研究， 2006. 4 月 1 日 ~6 月 30 日、 25万円.

亘掻皇車 (2006)環境関連技術革新はいかにして発

生するのか一日本企業における計量経済分析一，

(財)住友財団環境研究助成， 2004~2006年度，

110万円.

5) 受託研究の受け入れ

m却Lー邑 (2006)グリーンフィールドプロジェクト，

2006年 6 月 ~2007年 3 月 31 日、 50万円.

l世l!L...j主 (2006)土壌・地下水調査結果の解析およ

び浄化対策に関する検討， 2006年 6月 1日~

2007年 3月31日， 60万円.

8. 特許、実用新案、品種登録、意匠、その他著作

権に関わる事項

)lltJ!l誌他 (2006)特許登録番号3834808、有機

塩素化合物の処理装置及びシステム.

lil tJ!l邑他 (2006)特許登録番号3800389、有機

塩素化合物の処理装置及びシステム.

m主t!L.J誌他 (2006)特許登録番号3800426、法諜

泥土の処理方法.

m主t!L.J邑他 (2006)特許登録番号3800690、士層

側壁の補強方法および遺跡見学用地下通路の構築

方法.

m坦~他 (2006) 特許登録番号3767337、コン

クリートの脱気方法及び脱気プラグ.

m主t!L.J誌他 (2006)特許登録番号3791989、結晶

化ガラス建材の取り付け方法.

m主t!L.J芭他 (2006)特許登録番号3828947、発泡

型防火性組成物.

圏竪宣治他 (2006)特開2005-312406，白色腐朽

菌を利用した針葉樹材を原料とする発酵飼料及び

その製造方法.

9. 社会への貢献

1)審議会、委員会等

盆旦亘越 (2006) 国際イネ研究所理事 (2006.3ま

で) 世界の食糧、貧困問題解決に参画.

匙国重越 (2006)農林水産省統計調査部作況委員会

部会長 国の施策立案の基礎となる作物統計の妥

当性検討に参画.

盆国重越 (2006)農林水産省統計調査部 水稲平年

収量検討会委員長.

盆国重誼 (2006)農林水産研究高度化事業専門評価

委員.

盆国亘越 (2006) 日本学術振興会特別研究員等審査

会専門委員.

匙国重越 (2006)滋賀県農業技術振興センター試験

研究等推進委員会委員

長盆lill重 (2006)滋賀バイオ産業推進機構・理事
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(普及啓発部会副委員長).滋賀県， 3回.

長盆以毘 (2006)遺伝子組換え作物栽培指針検討委

員会・委員.滋賀県， 1回.

長盆血盟 (2006)滋賀県立膳所高等学校スーパーサ

イエンス事業・運営指導委員.滋賀県 教育委員

会， 2回.

皇 室2ム(2006)滋賀県立虎姫高等学校評議員.

企主主二 (2006)国営野洲川中流土地改良事業計画

樹立に関する専門技術者、近畿農政局、 3回.

i出~ (2006)環境省 ・射撃場鉛汚染対策指針検

討委員会委員、 4回.

1ill!!L五む (2006)滋賀県 ・環境審議会委員、 6回.

m並一志 (2006)滋賀県・環境審議会地下水保全小

委員会委員長、 5回.

)1[:l:fB邑 (2006)滋賀県 ・リサイクル製品認定審査

委員、 3回.

)I[:l:fB ftt (2006)滋賀県 ・有機性資源活用施設整備

事業費補助金交付審査会委員、 1回.

m主Lー誌 (2006)栗東市・ RDエンジニアリング処

分場環境調査委員会委員、 5回.

)1 [:l:fB芭 (2006)NPO・ィービーイング土壌第三

者評価委員会委員、 3回.

止迫旦星 (2006)彦根市都市計画審議会，委員.

止迫且皇(2006)滋賀県農政懇話会中山間地域等総合

対策検討部会，委員

止辿且星 (2006)滋賀県農業協同組合教育審議会，

副会長.

止迫且星 (2006)滋賀県京都府奈良県大阪府農協職

員資格認証試験 1級試験委員会，委員長.

止辿且皇 (2006)滋賀県京都府奈良県和歌山県大阪

府兵庫県農協職員資格認証試験上級試験委員会

委員長.

企迫且星 (2006)しがの米政策推進本部，本部委員

企出血皇 (2006)滋賀県淡海生涯カレッジ専門委員

会，委員

企迫恒星 (2006)京都府農業会議，専門委員.

止迫里星 (2006)(社)農業開発研修センター，理事

及び運営委員

止迫且星 (2006)大学生協京都事業連合，理事長.

止迫且星 (2006)滋賀県立大学生協，副理事.

止迫且皇 (2006)農業濁水問題研究会，会長.

止迫且皇 (2006)食と農を考える県民会議幹事.

企迫且皇 (2006) くらしの協同の研究所理事.

止迫星星 (2006)農協研究会理事

単国生血 (2006)滋賀県.環境こだわり農業審議会.

委員

皇旦隼盟 (2006)滋賀県.農政懇話会中山間地域等

総合対策検討部会.部会員

盟国隼盟 (2006)滋賀県.魚の道づくり・魚のゆり

かご水田検討委員会，副委員長.

盟旦隼盟 (2006)滋賀県.田園水循環検討委員会.

委員

盟国隼喧 (2006)滋賀県. しがの米政策推進本部基

盤整備部会.副部会長.

盟旦隼.!!Ii(2006)滋賀県.環境こだわり農業影響評

価検討委員会.委員長.

盟国隼盟 (2006)農林水産省近畿農政局.行動計画

に関する有識者懇談会.委員.

盟旦隼.!!Ii(2006) 京都府農業会議.農業経営多角

化・高度化推進検討会 ・会長.

盟国隼堕 (2006)全国農業協同組合中央会.監査士

試験委員会.委員

盟国隼盟 (2006)全国農業協同組合中央会. J Aの

総合指標化に関する研究会.委員.

盟国隼盟 (2006)近畿地区農業協同組合中央会農

協職員資格認証試験委員会(上級).委員.

盟国隼堕 (2006)滋賀県立大学生活協同組合.理事

長.

盟国隼盟 (2006)地域農林経済学会理事.

国宜室温 (2006)米原市バイオマスタウン構想策定

委員会委員長，米原市， 3回.

且竪室温 (2006)外来魚有効利用試験受託候補者審

査委員委員長，滋賀県漁業協同組合連合会， 1回.

血竪宜主主 (2006)平成17年度食の安全・安心確保

交付金「家畜衛生の推進Jおよび「飼料の安全性

の確保」に関する意見書，滋賀県畜産課， 1回.

翠旦益二 (2006)滋賀県環境審議会，環境企画部会，

滋賀県， 1回.

翠国益二 (2006)滋賀県環境審議会，自然環境部会，

滋賀県， 1回.

盃互主主 (2006)環境こだわり農業審議会，委員，

滋賀県， 4回.

Z己主主 (2006)環境こだわり農業環境影響調査事

業調査検討委員会，委員，滋賀県， 2回.

盃E監 (2006)栗東市環境保全対策委員会，委員，

栗東市， 2回.

亘量皇虫 (2006)環境効率向上フォーラム，幹事，

滋賀県 1回.

直盈皇品 (2006) 財団法人びわ湖造林公社評議員

会，評議員，財団法人びわ湖造林公社， 1回.

亘盛皇車 (2006)滋賀県卸売市場審議会，委員，滋

賀県 1回.

亘盛皇虫 (2006)磁賀県森林審議会，委員，滋賀県，

4回.

亘畳皇:Jh(2006)滋賀県森林審議会・森林保全部会，

部会長，滋賀県， 1回.
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亘撞皇品 (2006)第3回全国菜の花学会・楽会in東

近江，運営委員，菜の花フロジェクトネットワー

ク， 1回.

直量皇品 (2006)特定非営利活動法人工コ村ネット

ワーキング，理事，特定非営利活動法人エコ村ネ

ットワーキング， 4回.

直掻皇車 (2006)南部里山フォーラム，コーディネ

ーター，湖南地域振興局， 1回.

直掻皇品 (2006)南部流域森林づくり委員会，コー

ディネータ一，湖南地域振興局， 3回.

亘量皇畠 (2006)木質バイオマス利活用検討委員会，

委員長，東近江地域振興局・東近江市・ヤンマー

株式会社， 1回.

亘且邑基 (2006)滋賀県環境こだわり農業審議会，

会長， 4回.

亘且昌雄 (2006)湖国農政懇話会中山間地域等総合

対策検討部会，部会員， 1回

孟固昌雄 (2006)滋賀県中小企業団体中央会再資源

化連携研究会，会員， 1回.

よE達車 (2006)財団法人滋賀県公園・緑地センタ

一，評議委員会委員， 2回.

主主E監童 (2006)滋賀県棚田地域等保全検討委員会、

委員長，滋賀県農林水産部.

蓋宣E監童 (2006)国営事業環境配慮アドバイザー，

近畿農政局.

2)学会等の委員

盤国重越 (2006)近畿作物・育種研究会評議員

長釜山撞 (2006) 日本育種学会，常任幹事(会計幹

事)， 4回

孟盆斗l畳 (2006)近畿作物・育種研究会，会長， 2 

因

企主主二 (2006)農業土木学会、野洲川沿岸地区地

域環境生態系調査検討委員会、委員、 1回.

牟主主二 (2006)農業土木学会、児島湾周辺地域調

査検討委員会、委員、 2回.

企主主二 (2006)農業土木学会、京都支部役員会、

役員、 l因

企主主二 (2006)農業土木学会、農村計画研究部会、

幹事、 1回.

lil tili 誌 (2006)地盤工学会・地盤材料の化学試験

ワーキング座長、 4回

m主lLl芭 (2006)地盤工学会・ 表彰委員会委員、 2 

回.

Ii! tili ff:主 (2006) 日本材料学会・新材料技術評価委

員会部会長、 3回.

止迫且皇 (2006) 日本農業市場学会，副会長.

止迎屋星 (2006)地域農林経済学会，常任理事.

止迫且皇 (2006)月刊誌『農業と経済』編集委員

副委員長

盟国隼盟 (2006) 日本フードシステム学会.理事.

盟国隼堕 (2006)くらしと協同の研究所.企画委員

運営委員

盟旦隼盟 (2006)近畿農業協同組合研究会.運営委

員.

4と盆塵通 (2006)農業土木学会、野洲川沿岸地区地

域生態系調査検討委員会、委員、 l回.

固竪室温 (2006)肉用牛研究会，評議員会， 1回.

固宜室温 (2006)関西畜産学会，評議員会， 1回.

翠旦益二 (2006) 日本環境動物昆虫学会，評議員会，

1回.

翠国益二 (2006)関西病虫害研究会，評議員会， 1 

回.

盟国益二 (2006)関西病虫害研究会，編集委員会， 2

回.

選E一一監 (2006)環境科学会，環境科学会誌編集委

員会

鐙圭二室 (2006)北日本病害虫研究会評議員.

直撞皇品 (2006)水資源・環境学会，理事， 2回.

Takahashi. T(2006) Corporate Socia! Responsibility 

and Environmenta! Management (John 

Wiley & Sons) ， Editoria! Board Member . 

車且昌主主 (2006)地域農林経済学会近畿支部第24

回研究大会「地域から考える農業環境政策 滋賀

県環境こだわり農業を中心に一」座長、滋賀県立

大学、 2006年 7月15日.

亘且昌雄 (2006)水資源・環境学会，監事.

10. マスメディアとの対応

1)新聞、雑誌等からの取材による記事

起国益二，虫星豊丘 (2006)ブルーギルに"天敵"/

巻き員が卵や稚魚を食べる/滋賀県立大学が調

査/，日本経済新聞，産経新聞， 2006年 1月11日.

盟国益長二，虫星直江 (2006)ブルーギルに天敵/巻

き貝、卵や稚魚食べる/繁殖阻止のヒントと注

目/滋賀県立大琵琶湖で確認/，中日新聞，神戸新

聞，奈良新聞，岐阜新聞，中国新聞，四国新聞，徳島

新聞，信濃毎日新聞，その他多数， 2006年 l月11日.

翠且益二，旦屋盟主 (2006)ブルーギル 駆除に秘

策/琵琶湖などで猛威の外来魚/巻貝、卵や稚魚

襲う/新型網、生息場所で威力/，中日新聞， 2006

年 2月7日.

「
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2) TV、ラジオ番組への出演等

止辿且皇 (2006)VOICE:お米の産地偽装に米穀

庖主の困惑と激怒. MBS(大阪毎日放送)， 2006年

9月18日.

盟国隼臣 (2006)NHK大津放送局.おうみ発610.

農業濁水問題. 2006年4月11日放送.

盟国隼盟 (2006) K B S京都.びわこ放送.大きく

変わる!?食と農 WTO農業交渉を考える. 2006 

年8月26日放送.

よE這I包(2006) ウィークエンド関西，アジサイの

解説， NHK， 2006年6月24日.

(※本学教員・学生をアンダーライ ンで表示)
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卒業論文

.環境生態学科

0311001 井員 尭

0311002 池田 1区
0311004 遠藤 修作

0311005 大倉英也

0311007 川合絵理子

0311008 河野 真実

0311009 小林 良幸

0311011 周防 恵理

0311012 杉田 幸平

0311013 曽束洋士

0311014 t盾 敬介

0311015 角川| 裕一

0311016 時政百合子

0311017 中井健太郎

0311018 中畑里枝子

0311021 中山 弘子

0311022 橋詰和 典

0311024 藤林 豊

0311025 保 坂 奈美

0311026 安 岡 秀晃

0311027 山口真玲子

0311028 山本 陽太

0311029 渡辺千晶

0311030 和田彰之

0211028 丸山友幸

腐植物質のトリハロメタン生成能に関する研究

湖陸風が彦根市の気温環境に与える影響

水田におけるニゴロブナの潜在的餌資源としての二次生産量の算出

植物プランクトンが関わる自然起源エストロゲン暴露シナリオの評価

彦根周辺におけるアカマツ林の現状と遷移過程について

琵琶湖における植物プランクトンの総生産と純生産の関係

河口部掘削の影響を受けた犬上川の下流部の地形変化

小河川と排水路における溶存態ケイ素濃度の時間変化と人為的影響について

都市における島緑地の気温緩和効果

大気降下物負荷量の実測と評価法

琵琶湖水中におけるFe(II)の鉛直分布を決定する要因について

液果植物の種子散布に及ぼす鳥類の影響について

彦根市内の休耕田のヨシ群落におけるオオヨシキリの繁殖状況

淀川水系における腹口吸虫Parabucephalopsisparasiluri及びBucephalopsisozakiiによ

る魚類への寄生虫感染動態把握と魚病阻止の提言に関する研究

温帯林主要樹種の樹液流・蒸散速度と樹冠部フェノロジーおよび環境条件の影響

落葉広葉樹二次林の萌芽再生過程における光合成 ・蒸散特性

犬上川下流部のサイドチャンネルにおける湧水とその起源

オオミジンコDaphniamagnaの成長・再生産に与えるセレン欠損および過多の影響に

ついて

落葉樹林内の気象特性 一金糞岳ブナ林の場合一

琵琶湖におけるUroglenaamericanaシストの水平分布と生産量

滋賀県湖東・湖北地方における緑化法面の植生状況と各種要因の影響

水中に溶存する腐植物質と鉄の錯形成に関する研究

彦根港周辺水域における下水処理施設からの放流水の影響

水田のニゴロブナ稚魚の成長と食性

シメトリンとMEPによる光分解反応および腐植物質の影響

.環境計画学科環境社会計画専攻

0312001 東 秀朗 木くず再資源化率向上における中間処理業者の実態と役割

0312006 大橋佳奈 団塊世代の定年退職男性による地域環境ボランティア活動の推進に関する研究

0312007 梶山 圭那 エコツーリズムにおけるガイド制度の創設経緯と問題点に関する研究 ~屋久島

を事例として~

0312009 亀山 太輔 中小建築物におけるエネルギー環境管理システム(簡易 BEMS)の概念設計一

0312010 }II村 友葵

0312013 坂井 一彦

0312015 佐々木裕介

0312016 佐藤正人

0312017 佐藤 裕里

0312019 新玉 拓也

0312020 曽我 健

京都市立H高校を事例とした省エネルギー行動指針とエネルギーモニタリングシス

テムを用いたエネルギー管理方法の提案一

イベントで効果的なごみ減量活動を実施するための必要条件の研究一活動に取り

組む人々の意識と言動に注目して

シルバー人材センターの社会的発展に関する研究 子育て支援事業の展開から一

産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価制度についての研究

ユニバーサルデザインの観点から見た駅構内情報板の在り方

滋賀県における学校ビオトープの整備状況と活用方法に関する研究

多主体が連携した自然保護活動におけるコーディネーターの役割に関する研究

高島市うおじまプロジェクトを事例として一

まちづくりワークショップにおけるファシリテーターの必要性についての研究
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0312024 田中 絵美

0312025 谷口 浩

0312026 地主清太

0312027p嶋祥浩

0312028 鳥居保人

0312029 中上洋平

0312030 永田 雅

0312031 西村有加里

0312032 橋本美由紀

0312033 i兵里子 純

0312034 肥田真梨子

0312035 福田 絵里

0312036 藤井康博

0312038 水崎陽一

0312039 森 友秀

0312042 山口健太郎

0212011 北}11 大介

0212033 松 本 洋 人

0112025 迫間勇人

0312005 太田 博史

0312018 志部谷順平

0312023 辰巳美登利

0312046 箱森 昌太

0212029 藤関功樹

0212031 別生栄次郎

0212040 吉野 手口

0112024 額田 括

0012010 北村 陽香

卒業論実

環境アセスメントにおける方法書のあり方に関する研究

エコアクション 21の普及における課題と可能性に関する研究 ~滋賀県内の審査

人を中心とした各主体を対象として~

川づくりにおける住民参加ネットワーク構築に関する研究 大阪府寝屋川 ・ねや

川水辺クラブを対象として一

改訂版と既策定版都市マスタープランの比較研究~草津市都市マスタープランの策

定過程に着目して~

環境広告におけるコピーの時代変遷と「表現の暖昧さ」に関する研究 TCC Iコ

ピー年鑑」を対象として一

官民協働による道路美化管理制度の有効性と課題 ~滋賀県「近江の美知普請」制

度を事例として~

不法投棄防止条例の施行及び運用実態と効果 産業廃棄物を対象に

コミュニティ組織による水環境保全活動に関する研究~滋賀県守山市を対象として~

コミュニティガーデンの施設形態と活動内容の関係性について

マイカップ対応式自動販売機の課題と可能性

大学(全国)における 1S 014001活動の現状分析、活動の改善方法に関する研究

"-' 1 S 014001認証取得大学問における違い~

消費者の選好分析を用いた化粧品の選択基準に関する研究

環境影響評価審査会の運営実態に関する研究~都道府県・政令指定都市を対象とし

て~

ニュータウンでの『良好な住環境』をめぐる価値意識とその実現過程に関する研究

~千里ニュータウンを事例として~

彦根市における市民団体活動の情報発信と交流の場に関する研究

自動車リサイクル法施行の現状と解体処理業者に及ぼす影響に関する研究

景観計画策定過程における合意形成のあり方に関する研究

森林所有者による主体的な森林管理の可能性に関する研究一「境まわり」の考察を

中心として一

まちの開示に見るコミュニティの結合効果に関する研究一彦根市高宮町「色彩参画J

を事例として一

自治体による戸建住宅屋上緑化支援施策に関する研究~支援実施自治体を対象とし

て~

ブログに掲載された写真の特徴に関する研究 ~国宝彦根城を事例として~

アジア・太平洋地域における湖招NGOの活動比較に関する研究

家庭における生ごごPみ堆肥化と廃フプ。ラスチツクリサイクルによる CO

果に関する研究一近江八幡市を対象として

グラフィティの発生とその移り変わりに関する研究 ~大阪アメリカ村を対象とし

て~

自治体による景観評価・施策に関する研究 宇治市をケーススタディとして一

環境基本計画のテーマと大学研究とのかかわりに関する研究 彦根市環境基本計画

と卒業論文・修士論文を対象として一

地域づくり主体としての集落営農組織の可能性一農事組合法人万葉の郷ぬかづかを

事例研究として一

彦根市における商庖街活性化事業に関する研究~チャレンジショップの試みから~

.環境計画学科環境・建築デザイン専攻

0313001 足立真由子 (論文)城下町彦根における都市街区の変選に関する研究

(設計)水没ジャパン それでも水辺にすむ一

0313003 石倉香織 (通年論文)那智参詣蔓茶羅に見る信仰世界の構成
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0313004 伊藤舞衣子

0313005 井上 恵

0313006 上田宏樹

0313007 大友貴生

0313008 大取祐介

0313009 大原淳美

0313010 尾田昌之

0313012 北川智香子

0313013 木俣佐知子

0313014 久郷 晴哉

0313015 倉西 正憲

0313016 小林加 奈

0313017 斉藤仁 美

0313018 佐藤 正憲

0313019 柴田勇貴

0313020 杉原 徹平

0313021 須口真 樹

0313022 瀬戸祥司

0313023 高橋 渓

0313024 田中亜紀

0313025 谷水あき

0313026 寺田博一

0313028 中 貴志

0313030 永田明日香

0313032 羽尻佑-

0313033 波多野倫之

0313034 原 寛紀

0313035 馬場慶太

0313036 疋田香澄

0313037 兵藤 由佳

0313038 松 宮 佑里

0313039 水 野 浩嗣

0313040 宮田 亮

(通年論文)地震動により塑性履歴を受けた鉄骨フレームの残存耐力評価

(通年論文)京都における新たな観光トイレの在り方

(論文)琵琶湖湖岸周辺の駐車場についての調査・考察

~琵琶湖湖岸周辺の道の駅を例として~

(設計)Parking 人と車が触れ合う場所

(論文)琵琶湖における港の活用方法と可能性一長浜港整備計画を通じて

(設計)波紋 一港からつながるもの一

(通年論文)酒場の内部空間に関する研究 時系列的分析による空間の変容

(通年論文)木質面ラーメン構法に用いるパネル材に関する実験的研究

(通年設計)風紋

(通年論文)言説に表現された村野藤吾の建築思想、について

(通年論文)沙沙貴神社境内の空間構成と祭間

(通年設計)blend hill 

(通年設計)視野の意識

(通年論文)琵琶湖博物館におけるサイン計画に関する研究

(通年設計)一日一嬉

(通年論文)飲食屈の外観デザインと利用者の入居心理

画素、統計データによる分析の可能性一

(通年論文)避難所における防災機能に関する研究

非常用トイレのあり方を中心に

(論文)日本における混構造住宅の設計手法と可能性

(設計)結の里 一多賀環境学習ビレッジー

(通年論文)現代中低層集合住宅における共有空間の構成手法に関する考察

-雑誌『新建築』に掲載された事例を通じて

(通年論文)湾曲壁工法の構造特性に関する研究

(論文)日本におけるムスリム社会とモスクの建築類型に関する考察

(設計)形式の森 装置としての建築

(通年論文)加賀車町ミョウチンヤシキ遺跡についての建築学的考察

(通年設計)すみれ荘の1日 楽しく住まう一

(通年論文)産廃問題が周辺住民へ与える影響に関する研究

栗東市RD処分場問題を事例に一

(論文)ウト口地区(宇治市)における居住空間とその変容に関する研究

(設計)ひとりたちの住み処

(通年論文)長周期地震動を想定した高層建物の疲労損傷評価と柱梁接合部の繰り

返し加力実験

(通年設計)リズム

(通年論文)地下駅のプラ ットホームにおける視環境

(論文)湖南市 JR草津線三雲駅、駅舎及び駅前広場改修計画

(設計)エキ ーまちに根付く木

(論文)重森三玲の茶室の研究 天箱庵を中心として一

(設計)琵琶湖神仏習合化計画

(通年設計)蛍の魅えるまち一大津市長等地区都市水路再生計画

(通年論文)公共ホールの現状とこれから 一音に関する調査をもとに一

(論文)アムステルダム(オランダ)におけるタウンハウスの形態に関する考察

(設計)橋の中の門と家

(論文)彦根市における木造アパートの特徴に関する研究

(設計) ForgottenNature 
(通年設計)陰陽
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卒業論島串j偽 4修会論嘉JJ-A'

0313041 三 輪 裕 子

0313044 森元 絢 子

0313045 山崎直子

0313046 山村はづき

0313047 山盛孝治

0313048 吉岡 達哉

0313049 吉田 敏也

0313050 依:田 知大

0313051 井上友彩

0313052 倉本 真 衣

0313053 菅田祐子

0213016 北井公平

0213017 木村 真 也

0213025 柴田 由紀

0213032 竹村紗羅

0213034 谷口 藍梨

0213037 中漬春洋

0213040 藤崎 友 太

0213052 岡崎 まり

0113017 小林弘幸

0013038 林 亮介

.生物資源管理学科

0314001 石井敬己

0314002 石黒 且E望主企

0314003 井関洗太朗

0314005 謄吹憲吾

0314006 伊吹知恵美

0314007 内田 日童

0314008 柴 長 裕 晴

0314009 大野原旬

0314010 大橋光政

0314011 岡田知子

(論文)地域と調和した畜産施設のあり方に関する研究

一都市近郊の養豚施設を中心にして

(設計)豚生×人生 一各務原アグリファームー

(通年論文)野洲市の地盤特性に関する研究

(通年設計)食でつながるコミュニティ:土の上の穏やかな生活

(通年論文)ブルーノ・タウトの建築における色彩に関する研究

(通年論文)伝統構法における仕口部分の構造特性に関する研究

(通年論文)コンパクトシティを前提とした都市の徒歩生活圏に関する研究

彦根市の大型庖舗を対象として

(論文)米原駅周辺地域における都市形成とその変容に関する考察

(設計)駅の上に都市を想う

(論文)京都における墓地空間の空間的特質の変容に関する考察

一大文字山山麓の蓮台野を事例として一

(設計)アングラ・アナグラ 立杭再利用計画

(通年論文)海岸景観の再生・保全に対するアートイベントの効果に関する考察

(通年設計)少子化に対する小学校の提案 一地域と見守る子どもの成長

(通年論文)伝統構法における足固めの耐震性能に関する研究

(通年設計)わたしたちのピラミッド

(論文)住宅の公室私室における空間構成および外部環境との距離に関する研究

-1989年"-"2001年にかけての建築家による住宅作品と住宅メーカーとの

比較分析

(設計)Inheritance 

(通年論文)集合住宅における原風景に関する研究

(通年論文)谷口吉生の美術館建築における設計手法に関する考察

(通年論文)大橋川(島根県松江市)周辺まちづくりと景観形成手法に関する考察

一治水・景観・合意形成

(論文)韓国における日式住宅の変容に関する考察 慶州の鉄道官舎を事例にして一

(設計) Shuffled 一関係性の連鎖一

(通年論文)免震構造物の動特性と地震応答

(論文)大阪市西成区あいりん地域(釜ヶ崎)におけるサポーティブハウスの成立

過程とその可能性に関する考察

(設計)ミライヨセパ よどみに浮かぶ都市の泡

(通年論文)木造建物の水平引張試験に基づ、く地震応答解析と観測記録との比較

(通年論文)籾殻混入モルタルの材料性質に関する基礎的研究

屋上緑化における自動水管理技術の新しい可能性

スギ枯れに及ぼすスギ葉中の無機成分と照度の影響について

水稲玄米へのカドミウム蓄積機構

甲賀市の生ゴミ堆肥化システムにおける物質収支

Oryza sativa L.、 0ηzaglaberrima Steud.、およびその種間交雑系統NERICAの土壌

圧縮ストレス耐性

有機性廃棄物の再生利用における地域農業の活性化への取り組み 一熊本宇城農業

協同組合の牛糞及び動植物性残誼混合堆肥システムを事例として

Phanerochaete chrysosporium eIF5A遺伝子の転写様式

琵琶湖水および、流入河川河口における農薬の動態

白色腐朽菌を培養したモウソウチクの飼料化

ダイズ開花初期の深層追肥による増収効果の検証
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0314012 奥村麻 未 Hydrangea macrophyllaの花房型の制御に関する遺伝子の単離と発現解析

0314013 加藤智也 ヒロヘリアオイラガParasalepidaeの発生生態と生命表

0314014 川崎慎也 白色腐朽菌トキイロヒラタケ (Pleurotussalmoneostramineus) を培養した竹の給与が

肥育牛の増体量、第一胃内容液性状および行動に及ぼす影響

0314015 神 社 道子 南部大長なんばんのウイルス抵抗性機構の解析

0314016 河南元 希 オオクチパス雄親魚による卵及び仔稚魚に対する保護行動

0314017 黒田 純 西洋アジサイの作出母本と日本の在来種や野生種との類縁関係

0314018 向 先京 生物多様性に基づく環境直接支払いの意義と可能性

0314019 小錨 {翼 東ネパール・ DudhKosi地域の氷河末端変動について

0314020 小林淳志 無代かき・育苗箱全量施肥による流出負荷削減

0314021 後 藤 香奈 生分解性プラスチックPLAの分解促進に関する研究

0314022 佐 藤 健洋 内湖の水質浄化能について

0314023 佐 野 智洋 新エネルギー推進における廃棄物発電の可能性と課題

大阪市舞洲清掃工場を事例に一

0314024 佐野 瞳 一筆水田(県大圃場9号田)における除草剤の流出機構に関する研究

0314025 上 西 康介 交配によるトパモウイルス抵抗性素材の作出

0314026 末盛剛史 集落ー農場型集落営農は永続的な地域農業の担い手たりうるか 滋賀県野洲市南桜

農業生産組合を対象とする実証的研究

0314027 住近 哲 イネの低硝酸還元酵素活性突然変異体の遺伝解析

0314028 瀬尾晋平 品目横断的経営安定対策は地域農業の構造をどう変えるか 滋賀県湖北町を対象事

例とする実証的研究一

0314029 田口 晴香 イネの低硝酸吸収突然変異体のキャラクタリゼーション

0314030 田中 宇曽川における浄化能の評価

0314031 田中 友理 lilt素汚染地下水の簡易浄化方法の実験的検討

0314032 谷 明子 養分吸収特性の異なるヨシ系統の競合力および環境応答の比較

0314033 種村 尚典 イネの成長に及ぼす 1価カチオンの影響とeIF-5Aの発現について

0314034 中候義一 ニゴロブナ卵 ・仔魚へ及ぼす農薬の影響

0314035 常松孝祐 各種炭そ病菌の付着器形成および付着器侵入の解析

0314036 徳 永 泰秀 環境こだわり農業が農薬の流出負荷に与える影響

0314037 中田 博之 環境負荷軽減水田における表面流出負荷の削減

0314038 中西香織 ニゴ口ブナ異物代謝酵素mRNAの農薬による発現量の増加

0314039 中野浩世 冬季代掻き水稲直播栽培における播種時期の拡大および、深水による雑草抑制の可能性

0314040 長尾正 和 生態系回復型農業による農家と生き物との繋がり

-滋賀県、「魚のゆりかご水田Jを事例に一

0314041 西尾裕 佳 アジサイにおけるclassA遺伝子の単離および、発現解析

0314042 林 知宏 Phanerochaete chrysosporium eIF5A全長cDNAのク口一ニング

0314043 林 祐希 カプシクム属植物におけるウイルス抵抗性素材の探索

0314044 東谷 顕拓 低リン飼料によるニジマス魚体脂質の改善

0314045 布E口 晃司 彦根市立病院における屋上緑化現場の水分動向調査

0314046 平井久美子 多収性水稲の登熟期の葉の空間的配置が個体群生長速度および生産力に及ぼす影響

0314048 本郷 朋博 アトロビンにより転写抑制されるPhanerochaetechrysosporium遺伝子群の検索

0314049 前田 純 SSR (Simple-seQuence Repeat)マーカーを用いた琵琶湖・淀川水系におけるヨシ

の遺伝的多様性の解析

0314050 松本 祥平 通性嫌気性菌による有機物の嫌気的分解の可能性について

0314051 松本百合香 アジサイにおけるclassB遺伝子の単離および、発現解析

0314052 松本瑠衣子 スギチップを利用した、ゴルフ場の池等の浄化実験について

0314053 丸山 静香 白色腐朽菌Pleurotussalmoneostramineusを培養した竹の栄養価

0314054 道上菜穂 オオクチパスの産卵床で見られる卵 ・仔魚の捕食者について

-112 -



0314055 森 雄史 石膏ボードからの溶出成分とその地中における挙動

0314056 山崎有香里 農産物直売所による地産地消の推進についての研究

-JAグリーン花野果市を事例に一

0314057 山本 茜 農業排水の再利用による栄養塩・農薬の環境への負荷低減

0314058 山本恵理子 センチピードグラスの既成畦畔への直播方法

0314059 楊 光 軟X線撮影技術を用いた飽和砂質土壌中における流体挙動の画像化とその定量化

0314060 慶山 智 宣 耕作放棄地における牛放牧の実態と普及に関する研究

0314061 若園拓人 集落営農組織の経営発展に関する研究 ~作業受託型から借地型へ~

0314062 和久田壮一郎 土壌pHの原位置測定に関する実験的検討

0314063 岩堀早希子 水稲育苗時における「苗踏み」処理の成育促進効果の検証

0314064 井頭祐二 二次元電気泳動法による細菌のセルラーゼの精製

0314065 笹井美希 シイタケにおける組換えマンガンペルオキシダーゼ生産に関する研究

修士論文

.環境動態学専攻

生物圏環境コース

0551001 秋友康夫

0551002 李 泰勲

0551004 岡田 淳

0551005 後藤裕子

0551008 中江美子

0551009 西垣司朗

生態系保全 コース

0551003 大 饗 嘉 子

0551006 更井紀一

0551011 松浦嘉樹

0551012 松本真理子

0551015 山中みのり

生物生産コース

0551007 高 野 裕 樹

0551010 西田 哲

0551013 宮 角 裕 喜

0551014 山川裕徳

0551016 横山実果

0551017 李 紅燕

0551018 渡 辺 準 子

.環境計画学専攻

地域環境経営コース

0552001 小林匡哉

0552002 杉本さやか

負圧差潅概用ホースの開発に関する研究

安定型処分場周辺の地下水汚染の事例と修復過程の考察

内湖・ため池の農薬分解過程に影響する環境要因

土壌動物における農薬の蓄積

浅層地下水及び、土壌中における水田施用農薬の動態

草本類および、WoodyDebrisの橋脚への集積による流木災害の可能性

実河川で、の実態および小規模水路を用いた実験的解析一

ニホンイノシシSusscrofa leucomystaxが樹木実生の発生と生残に与える影響

オオミジンコ (Daphniamagna) におけるこみ合い応答遺伝子の発現解析

琵琶湖沿岸帯における底生藻類の現存量とその水平分布変動に及ぼす環境要因

琵琶湖における溶存腐食物質の鉛直分布と季節変化

滋賀県におけるニホンザル (Macaca fuscata) の種子散布と糞虫による二次散布

ブルーギルLepomismacrochirusの繁殖成功に対するコロニ一規模、捕食者、季節の

影響

ヒ口へリアオイラガParasalepida( Cramer )(Lepidoptera:Limacodidae)の個体群動態

イネのフィチン酸合成関連遺伝子を導入したヨシの作出と特性

直播ナタネの収量決定機構の解析

イネの硝酸還元酵素欠失突然変異体を用いた硝酸代謝の日周変化に関する制御機構

の解明

異なる硝酸濃度条件におけるイネ幼植物体の生長に関する遺伝子型の変異

イネのセシウム抵抗性の遺伝解析

持続的な地域経済システムに関する研究一地域産業歩留まり率の分析を通じて一

五感マ ップ手法におけるイメージ調査の有効性に関する研究
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0552004 平山奈央子 昭和30年代以前の琵琶湖における有機物指標の推定に関する研究~過マンガン酸カ

リウム消費量とCOD(公定法)との関係を用いて~

0552005 t是 海鰻 滋賀県における環境ビジネスの展開の可能性に関する研究

0552006 李 光 中国におけるIS014001導入の現状および中国進出日系企業の取組み実態に関する研

ア々i:

0452003 橋本 晋ー 滋賀県における再生材利用の現状と課題

環境意匠コース

0552007 今村 広大 琵琶湖沿岸域における湖岸と地域住民との関わりについての研究

0552008 小栗惰平 近江八幡における西勝酒造酒蔵活用の可能性~登録文化財にむけて~

0552009 河 合 克俊 定期市における賑わいの創出に関する研究一浜大津こだわり朝市を事例として

0552010 北 村 義世 木質面ラーメン構法の構造特性に関する研究

0552011 小島奈苗 都市型小住宅のプロトタイプに関する基礎的考察

0552012 d射 海燕 近江八幡市円山町におけるヨシ産業と景観に関する調査および考察

'"'-'1ヨシの作業場Jを中心に~

0552013 高内美代子 古代における日本人の空間図式に関する研究 源氏物語に表現された出来事を通し

て-

0552014 千葉知智 水路形態からみた集落形態の形成と変遷 江面川流域集落を事例として

0552015 水 野 智博 コミュニティ活動の場としての地域施設の使い分けと課題に関する研究

滋賀県大津市晴嵐学区を事例として一

0552016 森 井 雄太 滋賀県における清掃工場と地域住民の利用実態に関する研究

地域施設としての清掃工場の提案一

0552017 矢倉明絵 アートによるまちづくりの可能性

ーアートイベントの事例調査・実施における手法の検討

0552018 山崎惣生 近江地方の浄土真宗寺院本堂の平面形態の変遺 旧愛知川町を中心として

0552019 湯本佳 子 都心回帰におけるモノの取捨選択に関する基礎的研究

0452006 )11井 操 西安城内における回族居住地区の空間構成に関する研究

0452007 木下良一 内井昭蔵の建築装飾に関する研究

0452011 中川雄輔 インド洋スマトラ沖地震津波被災地における住宅復興過程に関する研究

~スリランカ・南西沿岸被災者の居住環境変容を事例として~

0352016 中罵達郎 伝統的構法住宅における肩平型管柱の有用性の研究
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編集後記

2006年の環境科学部、環境科学研究科の活動を紹

介する年報第11号をようやくまとめることができま

した。この問、私たちの地球では、 2006年から

2007年にかけて北半球の冬は記録的な暖冬を経験し

ました。また、 2007年2月にIPCCの第4次報告者が

出され、温室効果ガスの排出などによる人為的な要

因による気候変化のリスクが今まで以上に科学的な

根拠に基づいて報告されました。またポスト京都議

定書に向けた各国の温室効果ガス排出削減への動き

も活発になってきました。アル・ゴアの「不都合な

真実」も幅広い注目を集めました。 1992年の環境サ

ミット以来、環境問題が大きな国際的なテーマとし

てなってきたことを実感した1年であったと振るか

えることができます。環境科学部、環境科学研究科

の教育・研究活動を通じて地球規模の環境問題に資

する責任はますます大きなものとなってきました。

さて、第11号では「学生主体の教育活動のとりく

み」を特集のテーマにしました。これからの時代を

担う意欲的な学生の取り組みに触発されながら環境

科学部、環境科学研究科の教育・研究を発展させる

糧になればと考えています。

この1年間に新しく迎えた教員の研究紹介を「私

の環境学」で書いていただきました。研究領域の幅

が広がってきていることを理解していただけると思

います。

年度末の多忙な時期に原稿を寄せてくださった教

員と学生のみなさん、それから原稿集めから編集作

業までを手伝ってくださった清水さん、そのほか

様々な面で支えてくださったみなさまに編集委員か

らお礼を申し上げます。
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